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【次 第】 
◆施策説明①・意見交換 15:05～15:45 

「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について（諮問）」

に関する中央教育審議会生涯学習分科会における審議の状況等について」 

説明者： 塩見 みづ枝 生涯学習総括官 

◆施策説明② 17:15～17:40 

１．「第３期教育振興基本計画」について 

説明者： 寺門 成真 生涯学習政策局政策課長 

２．「地域学校協働活動～地域と学校でつくる学びの未来～」について 

説明者： 佐藤 貴大 生涯学習政策局社会教育課地域学校協働活動推進室長補佐 

３．「第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」について 

説明者： 平川 康弘 生涯学習政策局青少年教育課 社会教育官 

４．「スポーツ実施率向上のための行動計画の策定」及び 

「スポーツ推進委員における新たな役職の付与等に向けた検討」について 

説明者： 安達 栄 スポーツ庁 健康スポーツ課長 
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生涯学習政策局 参事官（連携推進・地域政策担当） 

・高校生による「地域ビジネス創出事業（SBP: Social Business Project）」 

・地方創生イノベーションスクール2030 第2期（ISN2.0） 

・マナビィ・メールマガジン」への情報提供のお願い 

・地域子供の未来応援交付金について 

大臣官房文教施設企画部 施設助成課 

・～未来につなごう～みんなの廃校プロジェクト（企業活用編）について 

初等中等教育局 児童生徒課 

・児童生徒の自殺予防に向けた困難な事態，強い心理的負担を受けた場合等にお
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スポーツ庁 

・スポーツによる地域活性化推進事業 

・パブコン～もしもあなたがスポーツ庁長官だったら～ 

・「FUN+WALK PROJECT」チラシ 

文化庁 政策課・伝統文化課・地域文化創生本部 
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施策説明①・意見交換

使用資料

3



4



【
主
な
検
討
内
容
】

○
関
係
者
の
連
携
と
住
民
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
る
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
学
習
・
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て

（地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
住
民
が
主
体
的
に
学
び
活
動
す
る
取
組
を
立
ち
上
げ
、
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
関
係
者
の
役
割
・連
携
方
策
等
）

○
公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館
等
の
社
会
教
育
施
設
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て

（社
会
教
育
施
設
の
現
状
と
課
題
、
新
た
な
時
代
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
役
割
等
）

○
社
会
教
育
施
設
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
具
体
的
方
策
に
つ
い
て

（社
会
教
育
施
設
が
地
域
活
性
化
等
の
分
野
と
効
果
的
に
連
携
を
図
る
た
め
の
運
営
の
在
り
方
（所
管
の
在
り
方
を
含
む
）、
多
様
な
手
法
に
よ
る

資
金
調
達
や
民
間
の
力
を
活
用
し
た
施
設
運
営
の
在
り
方
等
）

人
口
減
少
時
代
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
（
諮
問
）
に
つ
い
て

【
平
成
２
９
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
】

（
平
成
２
９
年
１
２
月
２
６
日
閣
議
決
定
）

○
博
物
館
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

公
立
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
行
政
、
観
光
行
政
等
の
他
の
行

政
分
野
と
の
一
体
的
な
取
組
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

の
判
断
で
条
例
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
長
が
所
管
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成
３
０
年
中
に
結
論
を
得
る
。
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

【
学
び
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
※

「
論
点
の
整
理
」
】
（
平
成
２
９
年
３
月
２
８
日
）

○
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
を
は
じ
め
、
社
会
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
す
る
中
、
今
後
の
社
会
教
育
に
は
、
①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
・
活
性
化
へ
の
貢
献
、
②
社
会
的
包
摂
へ
の
寄
与
、
③
社
会
の
変
化

に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
提
供
と
い
っ
た
役
割
が
期
待
。

○
学
び
の
成
果
を
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ
な
げ
る
「
地
域
課
題
解
決
学

習
」
を
社
会
教
育
の
概
念
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
必
要
。

○
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
人
々
の
暮
ら
し
と
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
持

続
可
能
な
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

※
同
会
議
は
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
検
討
を
行
い
、
今
後
、
中
央
教
育
審
議
会
生
涯
学

習
分
科
会
等
に
お
い
て
議
論
す
べ
き
内
容
の
論
点
整
理
を
行
う
た
め
、
設
置
さ
れ
た
。

◎
地
方
分
権
提
案
へ
の
対
応

◎
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
社
会
教
育
の
在
り
方
の
検
討

３
月
２
日
（
金
）
中
央
教
育
審
議
会
総
会

人
口
減
少
時
代
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
（
諮
問
）
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平成３０年３月２日 

 

 

 

 

              文 部 科 学 大 臣    林   芳 正 
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（理 由） 

我が国は少子化による人口減少の局面に入るとともに，高齢化が急速な勢いで進んでい

ます。人口移動の面では東京一極集中が継続しており，若者を中心に人口が大幅に減少す

る深刻な事態を迎えている地域も多く，このまま推移すると，少なからぬ地域が将来消滅

しかねないとの指摘もなされているところです。 

こうした中，地域経済の縮小や商店街の衰退，医療・介護の需給逼迫，一人親世帯の増

加等を背景とした貧困問題，地域の伝統行事等の担い手の減少，財政の悪化など，地域社

会は様々な課題に直面しています。その中には，人と人とのつながりの希薄化や，それに

伴う高齢者や若者の社会的孤立という課題もあります。今後の地域社会を持続可能なもの

とする上でも，人生 100 年時代における個人の充実した人生を実現する上でも，こうした

課題の解決を図ることが急務です。 

 

地域の中には，自らの課題を認識し，厳しい現状の克服に向け，住民の学びをきっかけ

とした新たな地域産品の開発，住民のサロン活動を中心とした健康づくりや地域活動，観

光拠点としての博物館の魅力向上，住民が主体となった極力行政に頼らない独自の集落づ

くりなど，創意工夫を生かした取組を行い，地域の活性化や人々の生きがいづくりにつな

げている事例も少なくありません。しかしながら，こうした取組が全国に広がっていると

は言い難い状況にあります。 

このような状況の中，「学びを通じた地域づくりに関する調査研究協力者会議」が平成 29

年３月にまとめた論点の整理においては，人々の暮らしと社会の発展に貢献する持続可能

な社会教育システムの構築に向けて，「地域課題解決学習」を社会教育の概念に明確に位置

付ける必要性が指摘されています。あわせて，同報告書においては，新しい「学びの場」

づくりや社会環境の変化に対応した社会教育施設の運営・整備等についても提言されてい

ます。 

個々人の生活や人生は，人々が構成する社会の中で営まれるものであり，一人一人の人

生を豊かなものにするとともに，住民相互の対話や相互扶助による持続可能な地域づくり

や共生社会の形成を進めるために，社会教育がどのように貢献すべきかという視点から，

今後更に検討を深めることが必要と考えます。 

その際，人工知能（ＡＩ）やＩｏＴの進展等の急速な技術革新によって，「Society5.0」

が到来し，国民生活や社会の在り方が大きく変化していくことが予想される中で，こうし

た変化に対応する力を一人一人が身に付けることや，新しい技術を使いこなし，地域にお

ける学習や活動に生かすことについても十分に留意することが重要と考えます。 

 

また，新しい地域づくりに向けた社会教育の振興を図るに当たっては，地域住民を支え

る最も身近な学習・活動拠点たるべき公民館，図書館，博物館等の社会教育施設について，

その現状を改めて評価するとともに，今後求められる在り方や振興方策について具体的に

検討することが必要と考えます。 

 

近年，公民館，図書館，博物館等には，従来の役割に加え，地域活性化・まちづくりの

拠点，地域の防災拠点などとしてのより幅広い役割も期待されるようになっています。 

特に，博物館については観光資源としての観点から期待が高まっていることもあり，地
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方公共団体からは，博物館の運営について，まちづくり行政等の他の分野との一体的な取

組を総合的に行いたいという要望も高まっています。 

また，特に過疎化や高齢化が進行する地域においては，社会教育施設の利用者に占める

高齢者の割合が高くなるとともに，医療ニーズの増加等に対応した高齢者福祉施設の整備

も求められることから，今後これらの施設の複合化が進むことなども予想されます。 

このように，公民館，図書館，博物館等において様々な地域課題により的確に対応した

取組を行うためには，これらの施設を含む社会教育行政部局とまちづくり関係部局，福祉・

健康関係部局，産業振興関係部局，教育機関，企業，ＮＰＯ法人等の多様な主体との連携

を強化することが欠かせない状況となっていることにも留意しつつ，これからの時代に求

められる公民館，図書館，博物館等の役割と，それを実現するために必要な方策について，

その施設としての所管の在り方も含め，検討する必要があります。 

 

以上のような問題意識の下，公民館，図書館，博物館等の役割や機能強化方策を含め，

人口減少社会において，関係者の連携と住民の主体的な参画のもと，新しい地域づくりを

進めるための学習・活動の在り方を中心に，今後の社会教育の振興方策について，次の事

項を中心に御審議をお願いします。 

 

  

 第一に，関係者の連携と住民の主体的な参画による新しい地域づくりに向けた学習・活

動の在り方についてであります。 

 

 人口減少の中，地域が直面する課題を解決し新しい地域づくりにつなげるために求めら

れる学習・活動の在り方について，先進事例も参考としながら，御検討をお願いします。 

その際，地域の課題を地域住民が共有し，解決に向けて主体的に学び活動する取組を立

ち上げ，持続させていくための行政・教育機関・企業・ＮＰＯ法人等の役割や相互の連携

方策，高校生や大学生などこれからの地域の担い手となる若者を地域の課題解決の取組に

巻き込むための方策，社会教育主事や社会教育士の称号を付与された者等社会教育に知見

のある者を「学びのオーガナイザー」として学校や他の行政部局を含めた幅広い分野で積

極的に活用するための方策などについても御検討をお願いします。 

検討に当たっては，学習とその成果を生かした実践を持続可能なものとする方策等につ

いて，実証的な観点を重視していただくようお願いします。 

 

 第二に，公民館，図書館，博物館等の社会教育施設に求められる役割についてでありま

す。 

 

 地域における最も身近な学習拠点であるべき，公民館，図書館，博物館等の社会教育施

設の現状と課題を把握・分析した上で，先に述べた地域活性化やまちづくり等との関連も

含め，新たな時代において求められる役割について御検討をお願いします。 

 

 第三に，社会教育施設が求められる役割を果たすために必要な具体的方策についてであ

ります。 
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 上記第二において御検討いただく役割を果たす観点から，社会教育施設が，地域の実情

を踏まえつつ，地域活性化やまちづくり等の分野と効果的に連携を図るための運営の在り

方や振興のための方策について，その所管の在り方も含め，御検討をお願いします。 

その際，特に博物館については，「平成 29 年の地方からの提案等に関する対応方針」（平

成 29 年 12 月 26 日閣議決定）において，「公立博物館については，まちづくり行政，観光

行政等の他の行政分野との一体的な取組をより一層推進するため，地方公共団体の判断で

条例により地方公共団体の長が所管することを可能とすることについて検討し，平成 30 年

中に結論を得る。」とされていることも踏まえ御検討くださるよう，お願いします。 

 また，社会教育施設を活性化させる観点から，多様な手法による資金調達の活用促進等，

民間の力を活用した施設運営の在り方についても御検討をお願いします。 

 

以上が中心的にご審議をお願いしたい事項でありますが，この他にも新しい地域づく

りに向けた社会教育の振興方策に関連し，必要な事項について幅広く御検討いただきます

ようお願いいたします。 
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公立社会教育施設の所管の在り方等に関する生涯学習分科会における審議のまとめ（案） 

 

はじめに 

○ 社会情勢の変化の中、公民館、図書館、博物館等の社会教育施設には、近年、地域活

性化・まちづくりの拠点、地域の防災拠点などの新たな役割が期待され、地域の課題解

決に向けた住民の学習と活動の拠点としての機能を強化することが一層求められるよ

うになっている。 

 

○ 現在、公立社会教育施設については、教育委員会の所管とすることが関連法令におい

て定められているが、地方公共団体からの提案を踏まえ、「平成 29 年の地方からの提

案等に関する対応方針」（平成 29 年 12 月 26 日閣議決定）において、公立博物館につ

いて、「まちづくり行政、観光行政等の他の行政分野との一体的な取組をより一層推進

するため、地方公共団体の判断で条例により地方公共団体の長が所管することを可能

とすることについて検討し、平成 30 年中に結論を得る。その結果に基づいて必要な措

置を講ずる。」こととされた。 

 

○ これらを踏まえ、公立博物館をはじめとする公立社会教育施設について、地方公共団

体の判断で条例により地方公共団体の長が所管することを可能とすること等に関して、

専門的な見地から検討を行うため、平成 30 年２月９日、中央教育審議会生涯学習分科

会の下に「公立社会教育施設の所管の在り方等に関するワーキンググループ（以下「Ｗ

Ｇ」という。）を設置した。 

 

○ ＷＧでは、平成 30 年２月から５月までの間、６回の会議を開催し、17 の関係機関か

ら表明された意見も踏まえつつ、論点整理を行った。その論点整理を基に、中央教育審

議会生涯学習分科会（以下「本分科会」という。）において、さらに検討を行い、以下の

とおり、審議のまとめを行うものである。 

 

１．社会教育を教育委員会で所管していることについて 

○ 戦後、地方における社会教育に関する事務は、政治的中立性や継続性・安定性の確保

等の観点から、教育委員会の所管とされ、今日まで 70 年近くの歴史を刻んできた。こ

の間、公民館、図書館、博物館等の社会教育施設の充実と社会教育主事をはじめとする

社会教育行政の推進体制の整備が図られ、社会教育は、学校教育以外の場における学習

の機会を提供し、国民が自己の充実と生活の向上を図り、豊かな人生を送る上で大きく

貢献するとともに、地域における「人づくり」を通じて社会の発展に寄与してきた。特

に、学習活動を通じて、地域住民をつなげるとともに、地域の課題解決等に主体的に関

わり、地域の持続的発展を支える人材を育ててきたことは、教育委員会が社会教育を所

管することの強みが発揮された点と言える。 

 

H30.7.9 中央教育審議会生涯学習分科会配布資料２－１ 
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○ 今後、我が国においては、人口減少の進行や人生 100 年時代の到来、Society5.0 に代

表されるような社会の大きな変化が予想されており、こうした中で、個人の人生の充実

のためにも、社会の持続的な発展のためにも、誰もが生涯にわたり必要な学習を行い、

その成果を個人の生活や地域での活動、職業等に生かすことのできる「生涯学習社会」

の実現が一層強く求められている。 

 

○ そのためには、行政としても、国・地方を問わず、学校教育・社会教育の振興を通じ

た生涯学習社会の構築の取組をこれまで以上に強力に展開する必要がある。その際、①

新学習指導要領において、子供たちが未来社会を切り拓くために必要な資質・能力とは

何かを学校と社会が共有し相互に連携する「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し

ていることや、②平成 29 年の社会教育法改正により「地域学校協働活動」が新たに規

定され、学校と地域の一層の連携が求められていること、さらには、③社会人の学び直

しによる生涯を通じた能力の開発や、地域で心豊かに活動するための学び、多様な人々

と共に生きる社会を作るための学びの充実が求められていること等を踏まえれば、学校

教育と社会教育との連携・融合を図りながら、横断的・総合的な視点で教育行政を展開

していくことが一層重要と考えられる。 
 

○ このような観点から、社会教育に関する事務については、今後とも教育委員会が所管

することを基本とすべきと考える。教育基本法第 17 条に規定される教育振興基本計画

の策定等を通じ、国・地方の双方において、学校教育・社会教育を通じた総合的な教育

政策に今後一層注力することが求められる。 

 

○ あわせて、社会教育を含めた教育の分野と地方公共団体の長の所管する他の行政分野

との横断的な連携を効果的に図るためには、総合教育会議の活用が重要である。特に、

総合教育会議の協議事項については、福祉部局と連携した総合的な放課後対策等を設定

した例は見受けられるが、その他の社会教育に関する事項を設定している例が少ない現

状にあり、同会議のより積極的な活用が期待される。 

 

２．今後の社会教育施設に求められる役割 

○ 社会教育施設は、平成 27 年 10 月現在、全国に公民館が 14,171 施設（別に公民館類

似施設が 670 施設）、図書館が 3,331 施設、博物館（博物館相当施設、博物館類似施設

を含む）が 5,690 施設、青少年教育施設が 941 施設、女性教育施設が 367 施設が存在

し、地域住民に身近な施設として、大きな強みを持っている。歴史的にも、人が育ち、

人がつながる拠点として、学習手法や学習領域等における豊富な蓄積と、貴重な教育財

産を有し、地域における社会教育の拠点として機能してきた。 

 

○ 近年においては、施設の管理に関して、施設の設置の目的を効果的に達成するための

措置として、指定管理者制度が導入され、株式会社など民間事業者に管理を行わせるこ
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とができることとなっており、各地方公共団体においてはこうした制度なども活用した

柔軟な取組も行われるようになっている。 

 

○ 一方で、社会教育施設の現状には厳しい意見もあり、少子化による人口減少、高齢化

の急激な進展、地域経済の縮小等の社会情勢の急激な変化が進む中で、社会教育施設が

真に地域の学習と活動の拠点として機能するためには、それぞれの施設が今後果たすべ

き役割を明確にするとともに、求められる役割を果たすために必要な具体的方策につい

て制度面も含めて検討し、着実に実現していく必要がある。 

 

○ その際、近年、社会における人と人とのつながりの重要性が見直されるとともに、新

たなテクノロジーも積極的に活用しながら、情報やモノ等を共同で活用しつつ、小さな

単位で地域の課題解決に積極的に取り組もうとする活動などが注目されるようになっ

ていることも踏まえ、こうした住民による主体的な課題解決の活動に社会教育施設がど

のように貢献していけるかなどの視点からも検討を行うことが重要と考える。 

 

○ さらに、いずれの社会教育施設についても、障害の有無にかかわらず、全ての住民に

開かれた施設としてユニバーサルデザイン化を進めるとともに、幅広い年齢層にわたる

多様な人々のニーズに応え、あらゆる地域住民の社会的包摂に寄与するとの視点に立ち、

運営の充実を図ることが求められる。 

 

（１）公民館 

○ 公民館は、社会教育法に規定される目的を達成するため、地域の学習拠点として、地

域住民の学習ニーズに対応した講座、講演会、展示会等を実施してきている。 

（参考）社会教育法（昭和 24年法律第 207 号） 

（目的） 

第 20 条 公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及

び文化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、

生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。 

  

○ 公民館については、近年、館数が減少傾向にあるほか、主催事業が減少し、実態とし

て利用者が固定化しているところも見受けられるなどの指摘もある。より効果的な事業

展開に向け、住民参加の下での議論の活性化や、首長部局が所管するコミュニティセン

ター、ＮＰＯ、民間企業等との多様なネットワークの構築などを通じ、その機能の強化

を図ることが急務となっている。 

 

○ 地域コミュニティの衰退が社会全体の課題となる中、今後は、特に、住民が主体的に

地域課題を解決するために必要な学習を推進する役割や、学習の成果を地域課題の解決

のための実際の活動につなげていくための役割、地域コミュニティの維持と持続的な発

13



展を推進するセンター的役割、地域の防災拠点としての役割、地域学校協働活動の拠点

としての役割などを強化することが求められる。また、中山間地域における「小さな拠

点」の中核となる施設としての役割も期待される。 

 

○ なお、公民館は、昭和 21 年に「公民館の設置運営について」（文部次官通牒）で設置

が奨励されることとなったが、その当時、公民館の機能としては、社会教育機関である

とともに、社会娯楽機関、町村自治振興の機関、産業振興の機関、新しい時代に処すべ

き青年の養成に最も関心を持つ機関としても期待されていたところである。 

 

○ これまで公民館が培ってきた地域との関係を生かしながら、地域の実態に応じた、学

習と活動を結び付ける機能を有する新しい地域の拠点施設を目指していくことが望ま

れる。 

 

（２）図書館 

○ 図書館は、図書館法に規定される目的を達成するため、図書等の貸出、読書会、レフ

ァレンスサービス等を実施してきている。 

（参考）図書館法（昭和 25 年法律第 118 号） 

（定義） 

第２条 この法律において「図書館」とは、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保

存して、一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーシヨン等に資することを目

的とする施設で、地方公共団体、日本赤十字社又は一般社団法人若しくは一般財団法人が設置

するもの（学校に附属する図書館又は図書室を除く。）をいう。 

 

○ 今後は、一人一人の人格を陶冶し、人生を豊かにする読書や調査研究の機会を提供す

る役割を強化するとともに、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた学校との連携

の強化や、商工労働部局や健康福祉部局等とも連携した個人のスキルアップや就業等

の支援、地域課題の解決や地域の先駆的・主体的な取組の支援に資するレファレンス

機能の充実など、地域住民のニーズに対応できる情報拠点としての役割の強化が求め

られる。さらには、まちづくりの中核となる地域住民の交流の拠点としての機能の強

化等も期待される。 

 

○ 今後の図書館には、知識基盤社会における知識・情報の拠点として、公文書館等との

連携による資料の充実を図るとともに、市民生活のあらゆる分野に係る関係機関との

連携の下、利用者及び住民の要望や社会の要請に応えるための運営の充実を図ること

が望まれる。 

 

（３）博物館 

○ 博物館は、博物館法に規定される目的を達成するため、様々な学術資料・芸術作品等
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を収集・保管し、それらについての調査研究を行い、資料や調査研究の成果を用いた

展示・教育事業を行ってきている。博物館の対象とする分野は極めて多様であり、個々

の博物館を見ても、美術館、歴史館、科学館、動物園、水族館等幅広く様々な事業活動

が行われていることがその特徴の一つである。また、教育委員会が所管する登録施設

のほか、博物館相当施設として教育委員会でなく長が所管するものも多数ある。 

  （参考）博物館法（昭和 26 年法律第 285 号） 

（定義） 

第２条 この法律において「博物館」とは、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料

を収集し、保管（育成を含む。以下同じ。）し、展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供

し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資するために必要な事業を行い、あわせてこ

れらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機関（社会教育法による公民館及び図書

館法（昭和二十五年法律第百十八号）による図書館を除く。）のうち、地方公共団体、一般社団

法人若しくは一般財団法人、宗教法人又は政令で定めるその他の法人（独立行政法人（独立行

政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定する独立行政法人をいう。第二

十九条において同じ。）を除く。）が設置するもので次章の規定による登録を受けたものをいう。 

 

（博物館に相当する施設） 

第 29 条 博物館の事業に類する事業を行う施設で、国又は独立行政法人が設置する施設にあつ

ては文部科学大臣が、その他の施設にあつては当該施設の所在する都道府県の教育委員会（当

該施設（都道府県が設置するものを除く。）が指定都市の区域内に所在する場合にあつては、当

該指定都市の教育委員会）が、文部科学省令で定めるところにより、博物館に相当する施設と

して指定したものについては、第二十七条第二項の規定を準用する。 

 

○ 今後は、上記のような博物館法に定める役割をより充実した形で果たすよう、「社会

に開かれた教育課程」の実現に向けて、地域の学校における学習内容に即した展示・

教育事業の実施や、教員の授業支援に繋がるような教材やプログラムの提供等を強化

することや、地域住民はもとより、国内・国外の多くの人々が知的好奇心を満たしつ

つ広く交流することのできる場としての役割を強化することが期待される。 

 

○ また、各種の講演会、研究会等の開催を通じて、各分野におけるボランティアの養成

や、友の会等のネットワークづくりを展開することや、住民参加のワークショップ等を

通じて、博物館の事業やその地域の在り方、課題解決の方法等についてともに議論し、

博物館の事業の改善や住民の主体的な活動につなげていくことも一層重要である。 

 

○ 特に、近年の訪日外国人旅行者数の増加等により、博物館は新たに経済活性化に資す

る資源としての観点からも期待が高まっている。その際、単なる観光資源としてでは

なく、その本来の役割を基本に置きつつ、旅行者に日本や地域について理解を深めて

もらい、親近感を醸成してもらう場や、旅行者と住民とが交流する場として、博物館
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の機能をより幅広く発揮するという視点が重要である。また、住民が自らの地域につ

いて学び、誇りを持つこと（シビックプライド）や市民のキャリア（生き方）支援が重

要であるとの指摘もあり、その点においても博物館は重要な役割を果たすと考えられ

る。なお、各博物館の目的や性格に照らした場合、経済活性化に資する事業を展開す

ることがなじまない地域博物館があることにも十分に留意する必要がある。 

 

（４）青少年教育施設 

○ 青少年教育施設は、青少年を対象に研修事業や体験活動プログラムの提供を行うと

ともに、青少年団体等の利用に供するために設置される社会教育施設であり、体験活

動の機会と場を提供する中心的な役割を担っている。また、職員等の指導による自然

体験活動のみならず、集団で食事や入浴をするなどの団体宿泊訓練を通じて協調性を

養ったり、規則正しい生活体験の機会を提供する場でもあり、青少年の成長に大きな

影響を与えている。 

 

○ 今後は、上記の役割に加えて、次代を担う青少年の健全育成を総合的に推進し、さら

には、青少年が地域の担い手となることを支援する拠点としての役割を担うことも期

待される。例えば、これまでの取組に加え、様々な悩みを抱える若者を対象とした相

談、引きこもりや非行少年の自立支援、地域における防災拠点等の役割を青少年教育

施設が担うことも考えられる。 

 

○ 青少年教育施設において、上記のような取組を地域住民のニーズに沿った形で分野

横断的に推進することにより、青少年の健全育成に係る各種取組が一層効果的に進む

ものと考えられる。 

 

（５）女性教育施設 

○ 女性教育施設は、女性や女性教育指導者を対象に各種の研修・情報提供等を行うとと

もに、その施設を女性や関係団体等の利用に供するために設置される社会教育施設で

あり、女性教育の振興に大きく貢献している。また、「男女共同参画センター」や「女

性プラザ」等として、社会教育にとどまらず幅広い活動を行っているものも多く、女

性向けのキャリア形成支援やリーダー育成等に係る講座を展開するとともに、女性に

関する各種相談窓口を設置するなど、男女共同参画の推進にも大きく貢献している。

こうした施設には、教育委員会でなく長が所管するものが多数ある。 

 

○ 少子高齢化や生産年齢人口の減少、地域コミュニティの衰退等の社会の変化の中で、

労働市場や地域社会において、女性の一層の社会参画が期待されており、例えば、出

産・育児等により離職した女性の就業支援や地域活動への参画を支援するための多様

な学習機会の確保や情報提供等が求められている。 
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○ 地域において女性の社会参画を支援し、将来の地域づくりへ貢献していく観点から

も、今後、女性教育施設には、地域の多様な課題を踏まえながら教育委員会、首長部局

（まちづくり部局、労働部局、福祉部局等）、学校、関係機関・施設等との連携・協働

により総合的に取組を進めることが期待される。 

 

３．公立社会教育施設の所管に関する特例を設けることについて 

○ 「１．」で述べたとおり、総合的な教育行政推進の観点から、社会教育に関する事務

については、今後も教育委員会が担当することを基本とすべきと考えるが、一方で、

「２．」で述べたような社会教育施設の役割に対する期待が高まる中、地方公共団体

からは、地方公共団体の判断により、地方公共団体の長が公立社会教育施設を所管す

ることができる仕組みを導入すべきとの意見が提出されており、政府としての検討が

求められている。 

 

（１）特例を設けることについて 

（他行政分野との一体的運営による質の高い行政実現の可能性） 

○ 公立社会教育施設の所管に関する特例を設け、地域の実情に応じて、地方公共団体の

判断により公立社会教育施設の所管を地方公共団体の長とすることができることとす

ることにより、当該施設を活用して、当該施設における事業等と、まちづくりや観光等

の他の行政分野の社会教育に関連する事業等とを一体的に推進することで、より充実し

た住民サービス等を実現し、地方行政全体としてより大きな成果を上げる可能性があ

る。 

 

○ また、社会教育は、福祉、労働、産業、観光、まちづくり、青少年健全育成等の地方

公共団体の長が所管する行政分野とも大きな関わりを持つものである。公立社会教育施

設を地方公共団体の長が所管することとなる場合、長の所管する他の行政分野における

人的・物的資源や専門知識、ノウハウ、ネットワーク等を公立社会教育施設においても

新たに活用できるようになることで、当該施設の運営のみならず、社会教育行政全体の

活性化にとってもプラスの効果が生まれる可能性がある。 

 

○ 地域によっては、まちづくりや地域の課題解決に熱意を持って取り組んでいる人材を

社会教育施設の行う諸活動に必ずしも十分に生かし切れていない場合があるとの指摘

もあり、社会教育の新たな担い手として、これまで社会教育と関わりがなかった、幅広

い世代の多様な専門性を持つ人材等の参画も強く期待されるところである。長が施設を

所管することにより、そのような人材を育成・発掘することにもつながる可能性がある。 

 
○ 公立社会教育施設を地方公共団体の長が所管することを可能とする場合、例えば、公

民館については、地域コミュニティの維持や中山間地域における「小さな拠点」に必要

な施設としての観点からもその意義が改めて見直されている中、様々な行政分野が交わ
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る地域づくりの拠点としての機能強化や運営の活性化につながることが考えられる。ま

た、首長部局の所管施設として地域住民をつなぐ拠点となっているコミュニティセンタ

ーや交流センターといった施設との連携が進むことにより、社会教育を支える拠点が強

化される可能性がある。 

 

○ 図書館については、他の行政分野の施設との連携を強化することで、運営の活性化や、

住民交流の拠点、まちづくりの拠点、さらには様々な分野の情報拠点等としての機能の

より効果的な発揮につながる可能性がある。 

 

○ また、働き方改革が進む中で、例えば、公民館・図書館等がテレワーク等新しい働

き方の場や起業支援、仕事に関する学び直し講座等の場としての機能を強化することと

なれば、これまで以上に多様な人々が集まり、新たなコミュニティ形成や地域課題解決

活動に繋がる可能性もある。 
 

○ 博物館については、観光などの振興にも一定の役割が期待されているところであり、

関連する行政分野とのより密接な連携が運営の充実や地域振興につながることが考え

られる。また、地方公共団体の長が所管する博物館相当施設等が新たに博物館登録制度

の対象となることで、首長部局における当該施設の充実に向けた気運の高まりや、教育

委員会側においては登録博物館が増えることによる社会教育の一層充実が図られる可

能性がある。 

 

○ このほか、青少年教育施設や女性教育施設についても、例えば、引きこもり、非行少

年の自立支援、女性の社会参画支援等について、教育行政の枠組みを超えてより効果的

な取組が実施しやすくなることが考えられる。 

  

○ また、施設の整備に関して、社会資本整備計画や地方版総合戦略等は首長部局が中

心となって行っており、これらに関連する国の支援方策に関する情報等も一般的には

首長部局に集約される。こうした計画等に社会教育施設の整備も位置付けることによ

り、施設のより戦略的な整備が推進される可能性がある。 

 

○ 施設の運営の面についても、様々な分野の施設が複合した形で設置されている場合

に、その所管を一元化することで、当該複合施設の運営がより効率的に行える可能性

がある。現状において、公立社会教育施設の複合化の状況は、図書館については 65.0％、

公民館は 31.6％、博物館は 19.2％となっている。その割合は年々高まるとともに、例

えば、図書館と医療・福祉施設の複合化など人口の高齢化を見据えた新たな取組も進

められる状況となっている。 
 

○ ＷＧや本分科会におけるヒアリングにおいても、図書館について、多様な世代の住
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民をひきつけるという図書館の強みと、地域の抱える課題（例えば、住民の健康づく

り中心市街地の活性化等）に係る行政の機能を、複合施設において適切に融合させる

ことにより、新たな学習のきっかけづくりや仲間作りなどの側面と、地域の課題解決

の側面の双方において成果を上げている例が紹介された。 

 

（２）社会教育の適切な実施の確保の在り方について 

○  公立社会教育施設の所管を地方公共団体の長とすることができることとすることに

ついては、上記のような意義がある一方で、社会教育の適切な実施の確保の在り方につ

いて十分な検討が必要となる。 

 

  ○ 学校教育、社会教育の別を問わず、教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国

家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行

われるものである。 

 

○ 特に、学校教育は、児童生徒の発達段階に応じた体系的な教育を行うことにより、社

会を生きる上での基礎的な素養を身に付けさせるものであり、教育を受ける者の人格形

成に直接影響を与える度合いが特に強いものであることから、教育基本法、義務教育諸

学校における教育の政治的中立の確保に関する臨時措置法及び教育公務員特例法にお

いて、政治的中立性の確保に特に配慮する規定が置かれている。 

 

○ 社会教育行政においては、政治的中立性を確保することは極めて重要である一方、社

会教育は、随時かつ任意で参加できるものであり、事業内容に応じて自由に参加を判断

するものであることなど、学校教育とは異なる側面も多い。 

 

○ これらのことを考え合わせれば、社会教育行政における政治的中立性の確保について

は、学校教育と完全に同一の措置を講ずる必要があるとまでは言えないものの、その確

保のためには、例えば、教育委員会による関与など一定の担保措置を講ずる必要がある

と考えられる。したがって、社会教育に係る事業を展開する社会教育施設の所管を地方

公共団体の長とする場合には、政治的中立性を確保するため、上述のような一定の担保

措置を講ずることについて検討する必要がある。 

 

 ○ このことは、社会教育行政に広く住民の意向を反映させ、個人の要望や社会の要請に

応えた取組を推進する上でも、社会教育と学校教育との連携を確保する上でも重要と考

えられる。 

 

○ さらに、本件特例を活用することにより長が新たに所管することとなる公立社会教育

施設においても、その活動を通じて、学びを通じたより良い課題解決と、その過程にお

ける人々の成長という社会教育の意義が実現されることが重要である。そのためには、
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これらの施設に対し、教育委員会が、教育に関する専門性を生かし、一定の関与を行う

ことが適切と考えられる。特に、社会教育主事は、社会教育法の規定により、広く社会

教育を行う者に専門的技術的な助言と指導を与えることとされており、公立社会教育施

設の所管に関する特例を活用する場合においては、一層重要な役割を担う必要がある。 
 

○ ＷＧのヒアリングにおいても、公立社会教育施設の所管について、上述のような一定

の担保措置を講ずることを条件に、地方公共団体の長が担当する特例を認めることを肯

定する意見が多く述べられた。 

 

（参考） 

平成 25 年答申において、首長が任免を行う教育長を地方教育行政の責任者とするこ

とについて検討が行われた際、教育行政の政治的中立性、継続性・安定性を確保するた

め、教育長による事務執行に合議制の教育委員会が必要な歯止めをかけられるような制

度的措置を講じることが議論された。その中では、教職員や事務局職員の人事、教育内

容等、教科書その他の教材の取扱いなどの特に重要な個別の事務については、教育委員

会の議に基づいて、教育長が基本方針を策定することとする（議に「基づいて」とは、

法的拘束力があるものと解されている。）とされた一方、社会教育に関する事務を含め

たその他基本的な事項については、教育委員会の議を経ることとする（議を「経る」と

は、従う義務まではないが、強い拘束性があるものと解されている。）とされ、特に重

要な個別の事務とは明確に区別した扱いがなされていた。 

 

（社会教育の適切な実施の確保のための担保措置） 

○ 地方公共団体の長が公立社会教育施設を所管することとなる場合の社会教育の適切

な実施の確保のための担保措置については、例えば、地方公共団体の長が公立社会教育

施設を所管することについての条例を定める際には、スポーツ、文化及び文化財保護に

関する所管についての場合と同様に、教育委員会の意見を聴くことを義務付けることの

ほか、以下のような新たな仕組みを導入することがＷＧにおいて議論された。なお、具

体的な在り方については、これらも含め、法制化のプロセスにおいてさらに詳細に検討

する必要がある。 

 （ＷＧで議論された担保措置の例） 
・ 地方公共団体の長が公立社会教育施設の管理運営の基本的事項について規則を制定

する際には、あらかじめ教育委員会の意見を聴くこととする。。 

 ・ 公立社会教育施設の事業の実施内容については、社会教育に関し見識のある者から構

成される会議を設置し、地方公共団体の長又は教育委員会に意見を述べることとする。 
なお、当該会議を設ける場合の運用については、教育委員会が委嘱する社会教育委員

の会議を活用し、その委員の委嘱に係る参酌基準において公民館、図書館、博物館等の

社会教育施設について見識を有する者についても明記することや、地方公共団体が社会

教育施設の管理運営に関する委員会組織を設置し、その委員の委嘱に係る参酌基準にお
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いて社会教育委員、公民館運営審議会、図書館協議会、博物館協議会の委員及び教育委

員会が推薦する者について明記すること、会議は公開で行い、議事録を作成し公表する

ことなどについても議論があった。また、このような会議の役割については、教育委員

会自身が担うべきとの意見もあった。 
 

○ あわせて、当該公立社会教育施設について、運営状況の評価や情報発信を一層推進す

るとともに、各施設に設置された審議会や協議会等を積極的に活用することなども重要

と考える。 

 

○ 上述のような担保措置を講ずることにより、政治的中立性の確保のみならず、継続性・

安定性の確保、地域住民の意向の反映、学校教育との連携に関しても、その確保が可能

となるものと考えられる。 

 

（３）本分科会としての考え方 

○ 以上の検討を踏まえ、本分科会としては、社会教育に関する事務については今後とも

教育委員会が所管することを基本とすべきであるが、公立社会教育施設の所管について

は、当該地方の実情等を踏まえ、当該地方にとってより効果的と判断される場合には、

地方公共団体の判断により地方公共団体の長が公立社会教育施設を所管することがで

きることとする特例を設けることについて、「３．（２）」で述べたような社会教育の

適切な実施の確保に関する担保措置が講じられることを条件に、可とすべきと考える。 

 

○ その場合に地方公共団体の長が担当することとなる事務には、公立社会教育施設の設

置とその運営に関する事務（例：規則の策定、各種事業の実施、職員の任命、審議会等

の設置・委員の委嘱、運営状況の評価・情報提供等）が含まれることになるものと考え

られる。 

 

（４）地方公共団体において特例措置を活用する場合に留意が求められる点 

（教育行政としての一体性・専門性の確保） 

○ 「１．」で述べたように、今後、行政としては、国・地方を問わず、生涯学習社会の

実現に向けた取組をこれまで以上に強力に展開することが求められる。その中で、教育

委員会には、教育基本法に基づく地方公共団体における教育振興基本計画の策定等を

通じて、域内における社会教育の一層の振興を図ることが求められる。 

 

○ 公立社会教育施設における事務は、地方の社会教育行政の重要な柱となるものであり、

地方公共団体の判断により地方公共団体の長がこれを所管することとなる場合におい

ても、社会教育施設としての専門性を発揮することはもちろん、公立社会教育施設に関

する事務以外の社会教育に関する事務との一体性を保ち、さらには、学校教育とも強固

に連携しながら進めることが重要である。このため、公立社会教育施設の所管に関する
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特例を活用する場合においても、教育委員会には、総合教育会議等を積極的に活用しな

がら、首長部局やＮＰＯ法人等の多様な主体との連携・調整を行い、社会教育の振興の

牽引役としての積極的な役割を果たしていくことが求められる。さらに、地方公共団体

の長の策定する、当該地方公共団体の地域活性化プランや観光振興計画等においては、

公立社会教育施設に関する事項はもとより、広く社会教育、学校教育との連携等につい

ても留意した記載を行うなど、相互の連携に基づく総合的な行政が進められることが重

要と考える。 

 

○ 公立社会教育施設の所管に関する特例を活用する場合において、都道府県教育委員会

においては、専門的な知見を活かし、広域的観点から域内の社会教育行政の総合的な推

進を図るため、公民館に関しては、公民館主事等の資質向上事務や私立公民館への指導

助言等、図書館に関しては、司書等の資質向上事務や私立図書館への指導助言等、博物

館に関しては、登録事務や学芸員の資質向上事務、私立博物館に対する指導・助言等を

行うものであり、さらには、都道府県域内全体を俯瞰した上での学校教育との調整役と

しての役割も担うことが期待される。 

 

○ また、市町村教育委員会においては、社会教育と学校教育との連携を推進していくと

いう役割が一層重視されるようになっていることも踏まえ、社会教育主事も活用し、地

域学校協働活動の推進や社会教育関係団体との連携等について積極的な役割を果たし

ていくことが求められる。 

 

○ 加えて、公立社会教育施設を首長部局で所管する場合にも、社会教育施設として求め

られる専門性を確保する観点から、首長部局において、教育委員会との連携の下、当該

社会教育施設の中核を担う存在である司書や学芸員等の専門的職員に対する研修を充

実することが求められる。こうした専門的職員の研修については、国や都道府県教育委

員会も積極的な役割を果たすべきである。さらに、当該施設に関し、社会教育主事が専

門的技術的な助言と指導を積極的に行うことなども重要と考えられる。 

 

 ○ なお、社会教育主事には、今後、多様な主体と連携・協働して、学習者の多様な特性

に応じた学習支援を行い、学習成果を活動につなげていくためのファシリテーション能

力やコーディネート能力等を身に付け、人づくりや地域づくりの中核的な役割を担って

いくことが期待されていることを踏まえ、平成 30 年２月の社会教育主事講習等規程の

改正において、その養成プログラムの質的充実が図られた。あわせて、社会教育主事講

習の修了証書を授与された者又は社会教育主事養成課程の修了者については、教育委員

会のみならず、首長部局、ＮＰＯ、企業等幅広い分野で活躍することを期待して、社会

教育士と称することができることとされた。今後、地方公共団体において公立社会教育

施設の所管に関する特例を活用しようとする場合には、その職員等として社会教育士を

積極的に活用するなど、社会教育に専門的な知見のある人材の積極的な登用を推進する
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こと、さらには、地域の課題解決に熱意を持って取り組む様々な分野の人材を巻き込み、

こうした人材と協働しながら、地域を担う人づくりを進めていくことが望まれる。 

 

（地方自治法に定める事務委任・補助執行の活用の検討） 

○ 地方公共団体においては、地方自治法第 180 条の７の規定による事務委任・補助執行

により、首長部局が公立社会教育施設に関する事務を行う事例も増えている。事務委任・

補助執行を行っている地方公共団体からは、権限と責任の所在の曖昧さや執行上の手続

きの煩雑さを指摘する声がある一方、公立社会教育施設の運営を首長所管の他の行政分

野と一体的に行うことができる等の点については評価されている。 

 

○ 各地方公共団体において公立社会教育施設の所管に関する特例の活用を検討するに

当たっては、事務委任・補助執行のような既存の制度の活用についても併せて十分に検

討の上、より適切な方法を選択することが望まれる。 

 

 

 ４．社会教育の一層の振興について 

○ 公立社会教育施設の所管に関する本件特例の導入により、地方公共団体の判断により

首長部局に所管が移った場合であっても、それぞれの施設が、社会教育法、図書館法、

博物館法等に基づく社会教育施設であることに変わりはなく、当然のことながら、各社

会教育施設には、それぞれの法律に定める目的に即し、必要とされる専門的職員を配置

する等各種の基準等を遵守して、社会教育の振興に努めることが求められる。教育委員

会においては、首長部局と密接に連携を図りながら、当該地方公共団体における社会教

育の一層の振興に努めることが求められる。 

 

○ 本件特例を導入する場合には、首長部局も社会教育振興の一翼を担うこととなること

から、国においては、関係省庁間での連携を一層強化するとともに、公立社会教育施設

を担当する首長部局とも十分な意思疎通を図りながら、連携関係を構築していくことが

求められる。また、都道府県教育委員会においても、市町村の首長部局に対して、同様

の対応が求められる。 

 

○ 公立社会教育施設の所管に関する本件特例は、社会情勢の変化の中、公立社会教育 

施設が求められる役割をよりよく果たすことができるよう、地域の実情等を踏まえ、教

育分野以外の分野の専門的知見、経験や人脈、情報発信に係る資源を有する首長部局が、

社会教育の振興の新たな担い手として加わることを可能にするものと考えらえる。すな

わち、多様な主体の参画により地域における社会教育の振興がこれまで以上に図られる

ようになることを期待して導入しようとするものであり、このことを国、地方公共団体、

関係団体等の全ての関係者が十分に認識し、社会教育の充実に向けた具体的な取組を進

める必要がある。その際特に、各地方公共団体において組織体制の強化を図るとともに、
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社会教育主事や社会教育施設の専門性を担う職員（公民館主事、司書、学芸員等）の資

質の一層の向上や社会教育士の積極的な活用等に取り組むこと、さらには、社会教育の

在り方についての地域住民の関心を高め、一層の参加を進めるための環境整備を図って

いくことが望まれる。 

 

○ また、今回の検討の過程では、学びを通じて地域を担い、課題解決に主体的・持続的

に取り組む住民を育成するという社会教育の意義が改めて確認されるとともに、地域の

課題が一層多様化・高度化する中で、社会教育が本来期待される役割を果たすためには、

教育を司る教育委員会と様々な専門分野のエキスパートを擁する首長部局との協働が

不可欠であること、一方で地域の様々な分野で熱意を持って活動している人々の力を社

会教育に巻き込んでいく取組は未だ十分でないことなどが指摘された。住民参加による

地域づくりに向け、社会教育はどのような役割を担うべきか、そのために専門的職員は

どのような資質能力が新たに求められるかなど、新たな時代の社会教育の在り方につい

て今後さらに議論を深める必要がある。 

 

○ なお、ＷＧでは、博物館について、委員や関係機関から、今後の博物館に求められる

役割を踏まえ、博物館登録制度の在り方を含めた博物館法の総合的な見直しについての

検討を進めるべきとの意見があった。平成 31 年秋にはＩＣＯＭ（国際博物館会議）京

都大会 2019 が開催される予定となるなど、博物館の振興に向けての機運は高まってき

ている。平成 29 年の日本博物館協会「博物館登録制度の在り方に関する調査研究」報

告書においても「ＩＣＯＭ京都大会の開催こそ、国際的視野に立って我が国の博物館制

度を見直す絶好のチャンス」との指摘もあることから、今後、専門家や関係機関とも十

分に意思疎通を図りつつ、現場の状況を十分に把握した上で、博物館の一層の振興に向

けて、より専門的な検討が行われることを期待したい。 
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（参考）ＷＧおけるヒアリング実施団体・機関 

 

３月５日  公益財団法人日本博物館協会 

      全国科学博物館協会 

      公益社団法人日本動物園水族館協会 

      鹿児島県霧島アートの森 

３月 26 日  東北歴史博物館 

      三重県・三重県教育委員会 

全国都道府県教育長協議会        

北海道（全国知事会推薦） 

全国町村教育長会 

岡山県鏡野町（全国町村会推薦） 

全国都市教育長協議会 

福島県いわき市（全国市長会推薦） 

４月 16 日  公益社団法人日本図書館協議会 

公益社団法人全国公民館連合会 

      郡山市教育委員会 

枚方市  

荒川区 
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ら
運

営
ま

で
を

支
援

。
・
市

町
村

に
お

け
る

公
民

館
職

員
研

修
の

実
施

や
県

実
施

の
研

修
等

で
の

公
民

館
職

員
へ

の
伴

走
な

ど
で

資
質

向
上

を
図

り
、

公
民

館
活

動
や

学
校

と
の

連
携

、
地

域
課

題
に

向
き

合
う

人
づ

く
 

り
に

つ
な

が
る

活
動

の
充

実
を

図
る

。

【
島

根
県

の
制

度
の

ポ
イ

ン
ト

】

（
１

）
社

会
教

育
主

事
資

格
を

有
す

る
小

中
学

校
の

教
員

籍
の

人
材

が
派

遣
さ

れ
て

い
る

点
（
２

）
市

町
村

が
自

主
的

に
県

に
要

請
し

、
相

応
の

費
用

負
担

を
し

て
派

遣
を

受
け

入
れ

て
い

る
点

（
市

町
村

任
用

の
社

会
教

育
主

事
配

置
も

条
件

）
（
３

）
派

遣
社

会
教

育
主

事
を

支
援

す
る

重
層

的
な

仕
組

み
が

県
行

政
に

よ
っ

て
整

備
さ

れ
て

い
る

点
（
４

）
県

の
社

会
教

育
主

事
の

配
置

先
を

市
町

村
へ

の
派

遣
以

外
に

も
複

数
確

保
し

、
任

用
を

繰
り

返
す

こ
と

で
社

会
教

育
の

専
門

性
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
点

2
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現
職

研
修

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
市

教
育

局
生

涯
学

習
課

に
よ

る
社

会
教

育
主

事
講

習
事

後
研

修
（
年

２
回

）
・
「
嘱

託
社

会
教

育
主

事
研

究
協

議
会

」
に

よ
る

研
修

（
年

２
回

）
・
研

修
会

を
区

ご
と

に
年

に
数

回
設

定
・
・
・
等

社
会

教
育

主
事

有
資

格
者

の
配

置
・
活

用
に

つ
い

て
②

（
仙

台
市

の
事

例
）

“
地

域
と

と
も

に
歩

む
学

校
づ

く
り

”
に

む
け

て
～

「
嘱

託
社

会
教

育
主

事
制

度
」
～

「
嘱

託
社

会
教

育
主

事
制

度
」

・
昭

和
46

年
か

ら
始

ま
っ

た
仙

台
市

独
自

の
制

度
（

47
年

目
）
。

・
市

立
学

校
に

勤
務

し
、

社
会

教
育

主
事

の
資

格
を

有
す

る
仙

台
市

の
公

立
学

校
教

員
に

対
し

、
教

育
委

員
会

か
ら

社
会

教
育

主
事

を
委

嘱
（
平

成
30

年
度

は
18

2名
が

委
嘱

さ
れ

て
い

る
（

6月
1日

現
在

）
）
。

・
委

嘱
さ

れ
て

い
る

公
立

学
校

教
員

は
若

手
職

員
か

ら
管

理
職

ま
で

さ
ま

ざ
ま

。
・
地

域
情

報
の

把
握

、
地

域
資

源
や

人
材

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

等
に

加
え

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

役
  や

校
内

に
お

け
る

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
の

窓
口

等
と

し
て

の
活

躍
を

期
待

。
・
区

ご
と

独
自

の
取

組
も

展
開

（
ジ

ュ
ニ

ア
リ

ー
ダ

ー
育

成
/学

校
・
地

域
・
市

民
セ

ン
タ

ー
連

携
の

推
進

等
）

社
会

教
育

施
設

と
の

連
携

を
推

進
・
宮

城
野

区
社

会
教

育
推

進
連

絡
会

で
は

、
“
市

民
セ

ン
タ

ー
と

学
校

が
連

携
し

て
行

っ
て

き
た

事
例

”
を

「
防

災
系

」
「
ま

ち
づ

く
り

系
」
な

ど
５

つ
に

分
類

し
て

紹
介

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
。

学
校

と
施

設
の

両
方

で
共

有
。

・
各

区
中

央
市

民
セ

ン
タ

ー
と

共
催

の
体

験
型

学
習

事
業

等
様

々
な

社
会

教
育

活
動

に
嘱

託
社

会
教

育
主

事
が

協
力

し
、

指
導

及
び

援
助

を
行

っ
て

い
る

。

区
社

会
教

育
推

進
研

修
会

の
様

子
第

2期
仙

台
市

教
育

振
興

基
本

計
画

よ
り

3
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市
町
村
に
お
け
る
社
会
教
育
主
事
・
派
遣
社
会
教
育
主
事
の
配
置
率
の
推
移

〈
１
万
人
未
満
の
町
村
を
除
く
〉

89
.5

%
80

.0
%

73
.4

%
69

.9
%

66
.9

%
61

.7
%

54
.3

%

94
.0

%
87

.0
%

80
.0

%
75

.8
%

70
.2

%
64

.2
%

57
.4

%

0.
0%

20
.0

%

40
.0

%

60
.0

%

80
.0

%

10
0.

0%

平
成

8年
平
成

11
年

平
成

14
年

平
成

17
年

平
成

20
年

平
成

23
年

平
成

27
年

配
置
率
（
社
会
教
育
主
事
の
み
）

配
置
率
（
派
遣
社
会
教
育
主
事
を
含
む
）

都
道
府
県
・
市
町
村
教
育
委
員
会
に
置
か
れ
る
社
会
教
育
主
事
の
人
数
の
推
移

（
人
）

6,
79

6 
6,

03
5 

5,
38

3 
4,

11
9 

3,
00

4 
2,

51
8 

2,
04

8 

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

平
成

8年
平
成

11
年

平
成

14
年

平
成

17
年

平
成

20
年

平
成

23
年

平
成

27
年

（
出
典
）
社
会
教
育
調
査
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社会教育主事講習等規程の一部を改正する省令の概要

改正の趣旨

改正の概要

施行期日等

○ この省令は，平成32年4月1日から施行する。
○ その他，この省令の施行前に大学に在学している者等に関する所要の経過措置を講ずる。

学習者の多様な特性に応じた学習支援に関する知識及び技能の習得を図る「生涯学習支援論」と，
多様な主体と連携・協働を図りながら，学習成果を地域課題解決等につなげていくための知識及び
技能の習得を図る「社会教育経営論」を新設する。

１．社会教育主事講習の科目及び単位数の改善 （第３条関係）

科 目 単位

生涯学習概論 ２

社会教育計画 ２

社会教育特講 ３

社会教育演習 ２

科 目 単位

生涯学習概論 ２

生涯学習支援論 ２

社会教育経営論 ２

社会教育演習 ２

２．社会教育主事養成課程の科目及び単位数の改善 （第１１条第１項関係）

「生涯学習支援論」 と「社会教育経営論」を新設するとともに，社会教育主事の職務を遂行する
ために求められる実践的な能力を身につけることができるよう，「社会教育実習」を必修とする。

科 目 単位

生涯学習概論 ４

社会教育計画 ４

社会教育特講 １２

社会教育演習
社会教育実習
社会教育課題研究

４
選択
必修

科 目 単位

生涯学習概論 ４

生涯学習支援論 ４

社会教育経営論 ４

社会教育特講 ８

社会教育実習 １

社会教育演習
社会教育実習
社会教育課題研究

３
選択
必修

３．「社会教育士（講習）」及び「社会教育士（養成課程）」の称号の付与 （第８条第３項，
第１１条第３項関係）

講習の修了証書授与者は「社会教育士（講習）」と，養成課程の修了者は「社会教育士（養成課
程）」と称することができることとする。

＜計８単位＞

＜計２４単位＞

○ 「社会教育主事養成の見直しに関する基本的な考え方について」（平成２９年８月社会教育主事
養成等の改善・充実に関する検討会）等の提言内容を踏まえ，社会教育主事が人づくりや地域づくり
に中核的な役割を担うことができるよう，その職務遂行に必要な基礎的な資質・能力を養成するため，
社会教育主事講習（以下「講習」という。）及び大学（短期大学を含む。）における社会教育主事養成
課程（以下「養成課程」という。）の科目の改善を図ることとする。

○ また，講習等における学習成果が広く社会における教育活動に生かされるよう，講習の修了証書
授与者は「社会教育士（講習）」と，養成課程の修了者は「社会教育士（養成課程）」と称することが
できることとする。
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「社会教育士」について

○ 今回の社会教育主事講習等規程の改正においては、講習及び養成課程の学習成果が社会で認知
され、広く社会における教育活動に生かされるよう、講習の修了証書授与者が「社会教育士（講習）」と、
養成課程の修了者が「社会教育士（養成課程）」と称することができることとしている。

１．社会教育士の称号付与の趣旨及び概要

■社会教育主事講習等規程（抄）

第８条 講習を行う大学その他の教育機関の長は、第３条の規定により８単位以上の単位を修得
した者に対して、講習の修了証書を与えるものとする。

２（略）
３ 第１項に規定する修了証書を授与された者は、社会教育士（講習）と称することができる。

第１１条（略）
２（略）
３ 第１項の規定により修得すべき科目の単位を全て修得した者は、社会教育士（養成課程）と
称することができる。

○ 「社会教育士」には、講習や養成課程の学習成果を活かし、ＮＰＯや企業等の多様な主体と連携・
協働して、社会教育施設における活動のみならず、環境や福祉、まちづくり等の社会の多様な分野に
おける学習活動の支援を通じて、人づくりや地域づくりに携わる役割が期待される。

○ また、これらの活動に際しては、地域の実情等を踏まえ、社会教育士と社会教育主事との連携・
協働が図られることが期待される。

２．社会教育士に期待される役割

○ 講習と養成課程では、社会教育実習の有無など科目構成等が異なることから、称号について
法制上は、「社会教育士（講習）」と「社会教育士（養成課程）」と区別して整理しているが、講習や
養成課程の学習成果を生かし、社会の多様な分野における学習活動の支援に取り組むことが
期待される点において両者は異なることはなく、履歴書や名刺には単に「社会教育士」と記載しても
差し支えない。

３．留意事項

○ 社会教育士と称することができる者であることの確認は、「社会教育士（講習）」については、
大学等が授与する講習の修了証書によって、「社会教育士（養成課程）」については、大学が発行
する単位修得証明書によって行う。

○ 社会教育士の称号付与については、大学等による授与等の行為はなく、講習又は養成課程を
修了したという事実に対して社会教育主事講習等規程により認められるものである。
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障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た

多
様
な
学
習
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

平
成
3
0
年
7
月
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平
成
2
6
年
2
月
の
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
（
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
確
保
が
規
定
）
の
批
准
や
、
平
成
2
8
年
4
月
の
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
の
施
行
等
を
踏
ま
え
、
生
涯
学
習
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
施
策
全
体
に
わ
た
り
、
障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
多
様
な

学
習
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
省
内
に
「
特
別
支
援
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
命
チ
ー
ム
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
平
成
2
9
年
度
か
ら
生
涯
学

習
政
策
局
に
「
障
害
者
学
習
支
援
推
進
室
」
を
新
設
。

「
特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習
化
に
向
け
て
」
（
平
成
2
9
年
4月
7
日
付
文
部
科
学
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
同
日
付
で
、

地
方
公
共
団
体
等
へ
の
協
力
依
頼
の
通
知
を
発
出
。

生
涯
学
習
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課

障
害
者
学
習
支
援
推
進
室

・
生
涯
学
習
政
策
局

生
涯
学
習
推
進
課
長

生
涯
学
習
推
進
課
障
害
者
学
習
支
援
推
進
室
長

生
涯
学
習
推
進
課
課
長
補
佐

社
会
教
育
官

・
初
等
中
等
教
育
局

特
別
支
援
教
育
課
長

特
別
支
援
教
育
企
画
官

特
別
支
援
教
育
課
専
門
官

・
高
等
教
育
局

学
生
・
留
学
生
課
課
長
補
佐

・
ス
ポ
ー
ツ
庁

健
康
ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
課
障
害
者
ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
振
興
室
長

健
康
ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
課
障
害
者
ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
振
興
室
室
長
補
佐

・
文
化
庁

芸
術
文
化
課
課
長
補
佐

・
厚
生
労
働
省
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
課
長
補
佐

職
業
安
定
局

雇
用
開
発
部
障
害
者
雇
用
対
策
課
課
長
補
佐

特
別
支
援
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
命
チ
ー
ム

（
平
成

30
年

4月
1日
現
在
）

室
長
補
佐

室
長

専
門
職

係
員

※
網
掛
け
の
者
は
専
任

推
進
体
制

～
平
成
2
9
年
4
月
7
日
付
文
部
科
学
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
～

○
障
害
の
あ
る
方
々
が
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
目
指
し
て
い
く
必
要
。
そ
の
中
で
も
、
保
護
者
の
方
々
は
、
特
別
支
援
学
校
卒
業
後
の

学
び
や
交
流
の
場
が
な
く
な
る
こ
と
に
大
き
な
不
安
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

○
今
後
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
が
生
涯
を
通
じ
て
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
様
々
な
機
会
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
施
策
と
ス
ポ
ー
ツ
施
策
、
福

祉
施
策
と
労
働
施
策
等
を
連
動
さ
せ
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
こ
れ
を
「
特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習
化
」
と
表
現
す
る
こ
と
。

○
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
関
係
部
局
の
連
携
の
下
、
国
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

障
害
者
の
生
涯
を
通
じた
学
習
活
動
の
充
実
に
向
け
た
動
き

室
長
補
佐

研
修
生

研
修
生

1
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同
日
（
平
成
2
9
年
４
月
７
日
）
付
で
、
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
通
知
を
関
係
局
長
等
※
の
連
名
に
て
発
出
。

※
生
涯
学
習
政
策
局
長
、
初
等
中
等
教
育
局
長
、
高
等
教
育
局
長
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
、
文
化
庁
次
長

第
１
障
害
者
の
多
様
な
学
習
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
取
組
・体
制

の
充
実
に
つ
い
て

○
「
障
害
者
学
習
支
援
推
進
室
」を
生
涯
学
習
政
策
局
に
設
置
。

○
都
道
府
県
・
市
町
村
に
お
い
て
も
、
広
く
生
涯
学
習
、
学
校
教
育
、
社

会
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
労
働
等
の
各
分

野
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
障
害
者
の
多
様
な
学
習
活
動
の
支
援
に

関
す
る
取
組
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
取
組
の
推
進
等
を
行
う
部
署

の
明
確
化
な
ど
、
体
制
の
整
備
・充
実
を
依
頼
。

第
２
障
害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活
動
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の

た
め
の
推
薦
に
つ
い
て

○
障
害
者
の
生
涯
学
習
を
支
え
る
活
動
を
行
う
団
体
等
を
表
彰
予
定
。

適
切
な
候
補
の
推
薦
を
依
頼
。

第
３
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整

備
に
つ
い
て

○
ス
ポ
ー
ツ
事
務
の
一
元
化
を
含
め
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
依
頼
。

第
４
「
S
p
e
ci
al
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
０
」に
つ
い
て

○
全
国
の
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
教
育
の
祭
典

を
開
催
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
。
都
道
府
県
の
関
係
部
署
・

団
体
等
が
連
携
し
た
体
制
の
構
築
を
依
頼
。

「
障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
多
様
な
学
習
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
」
依
頼
事
項
の
ポ
イ
ン
ト

第
５
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

○
障
害
者
の
優
れ
た
文
化
芸
術
活
動
の
取
組
の
調
査
研
究
や
、
成
果

発
表
の
公
演
な
ど
の
支
援
を
実
施
。

○
障
害
者
の
個
性
と
能
力
の
発
揮
、
社
会
参
加
の
促
進
、
相
互
理
解
に

つ
な
が
る
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
を
依
頼
。

第
６
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
芸
術
活
動
等
の
取
組

の
充
実

○
近
日
中
に
告
示
予
定
の
特
別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習

指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
芸
術
活
動
等
の
充
実
を
依
頼
。

○
多
く
の
特
別
支
援
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

等
に
つ
い
て
、
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
が
円
滑
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

進
め
る
よ
う
取
組
の
充
実
を
依
頼
。

第
７
小
学
校
等
に
お
け
る
障
害
者
に
対
す
る
理
解
の
推
進

○
告
示
し
た
幼
稚
園
・小
学
校
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
学
校
教
育
に
お
け
る
障
害
者
に
対
す
る
理
解
に
関
す
る
取

組
の
充
実
を
依
頼
。

第
８
高
等
教
育
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
学
生
支
援
に
関
す
る
検
討

○
大
学
等
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
学
生
の
修
学
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
検
討
結
果
を
「
第
二
次
ま
と
め
」と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
広

く
周
知
し
、
共
通
理
解
と
連
携
を
深
め
、
取
組
の
充
実
に
努
め
る
よ
う

依
頼
。

「
特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習
化
に
向
け
て
（
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
」
等
の
発
出

2
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社
会
教
育
主
事
等
を
対
象
に
、
障
害
者
の
生
涯
学

習
を
支
援
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
研

修
会
を
実
施
。

ま
た
、
「
み
ん
な
で
生
き
る
」
た
め
の
気
づ
き
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
障
害
者
参
加
型
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
実
施

障
害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活
動
を
行
う
個
人
、
団
体
に
つ
い
て
、

各
都
道
府
県
等
か
ら
の
推
薦
・
審
査
を
踏
ま
え
、
対
象
者
を
決
定

（
平
成
2
9
年
度
は
6
1
件
）
。

○
各
種
会
議
に
お
け
る
説
明
・
依
頼

都
道
府
県
・
市
町
村
等
の
関
係
者
が
参
加
す
る
会
議
等
に
お
い
て
、
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
に
つ
い
て
説
明
、
取
組
の
充
実
や
体
制
整
備
を
依
頼
。

○
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

タ
イ
ア
ッ
プ
宣
言
調
印
式
（
平
成
2
9
年
7
月
）
を
契
機
と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
に
よ
る

障
害
者
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
を
実
施
。
Ｊ
Ｃ
と
連
携
し
、
「
み

ん
な
の
N
IP
P
O
N
共
生
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
全
国
で
展
開
。

各
方
面
へ
の
周
知
・機
運
醸
成

障
害
者
の
多
様
な
学
習
活
動
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
実
践
研
究
（
平
成
30
年
度
予
算
）

（
ア
）
学
校
か
ら
社
会
へ
の
移
行
期

（
イ
）
生
涯
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
お
け
る
効
果
的
な
学
習
に
係
る
具
体
的
な
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
実
施
体
制
等
に
関
す
る
実
践
研
究

を
実
施
。

生
涯
学
習
を
通
じた
共
生
社
会

の
実
現
に
関
す
る
調
査
研
究
（
平
成
30
年
度
予
算
）

①
当
事
者
の
実
態
把
握
、
ニ
ー
ズ
調
査
。

②
多
様
な
主
体
に
よ
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
の

実
態
把
握
。

③
一
般
の
学
習
活
動
に
障
害
者
が
参
加
す
る
際

の
阻
害
要
因
、
促
進
要
因
の
把
握
・
分
析
。

平
成
30
年
度
の
取
組

著
名
な
障
害
者
や
支
援
者
を
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
大
使
」
に

任
命
し
、
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
推
進
に
関
す
る
広
報
等
に
協
力

い
た
だ
く
こ
と
で
、
機
運
を
醸
成
。

ス
ペ
シ
ャル
サ
ポ
ー
ト大
使

有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
の
学
び
に
係

る
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
そ
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
検
討
。

「学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
推
進
に
関
す
る

有
識
者
会
議
」に
お
け
る
検
討
（
平
成
30
年
3月
～
）

障
害
者
の
生
涯
を
通
じた
学
習
活
動
の
充
実
に
向
け
た
当
面
の
取
組

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
会
・フ
ォー
ラム
の
開
催

（
平
成
30
年
度
予
算
）

3
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学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
開
催

○
趣
旨
平
成
2
6
年
の
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
（障
害

者
の
生
涯
学
習
の
確
保
が
規
定
）や
平
成
28
年
４
月

の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
、
平
成
29
年
４
月

の
文
部
科
学
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
特
別
支
援
教
育
の

生
涯
学
習
化
に
向
け
て
）
を
契
機
と
す
る
取
組
等
も

踏
ま
え
、
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
社
会
で
自
立
し

て
生
き
る
た
め
に
必
要
と
な
る
力
を
維
持
・
開
発
・
伸

長
し
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

今
後
、
人
生
1
0
0
年
時
代
を
迎
え
、
超
ス
マ
ー
ト
社

会
（
S
o
c
ie
ty
5.
0
）に
向
け
た
経
済
社
会
の
変
化
が
一

層
加
速
す
る
中
で
、
誰
も
が
必
要
な
時
に
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
生
涯
学
習
社
会
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た

め
、
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
の
学
び
に
係
る
現
状
と

課
題
を
分
析
し
、
そ
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
有
識
者
会
議
を
設
置
す
る
。

○
検
討
事
項

（
１
）
学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
推
進

方
策
に
関
す
る
検
討

（
２
）
そ
の
他

○
検
討
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
3
0
年
２
月
設
置
～

平
成
3
0
年
夏
目
途

中
間
ま
と
め

○
委
員
一
覧

※
◎
座
長
、
○
副
座
長
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

朝
日
滋
也

東
京
都
立
大
塚
ろ
う
学
校
校
長

菅
野
敦

東
京
学
芸
大
学
教
授

是
松
昭
一

国
立
市
教
育
委
員
会
教
育
長

田
中
秀
樹

社
会
福
祉
法
人
一
麦
会
理
事
長

田
中
正
博

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
障
害
者

の
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
、

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
統
括

田
中
良
三

愛
知
県
立
大
学
名
誉
教
授

津
田
英
二

神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科
教
授

戸
田
達
昭

シ
ナ
プ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役

松
田
裕
二

千
葉
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
社
会
教
育
振
興
室
長

○
松
矢
勝
宏

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
、

全
日
本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
理
事
長

箕
輪
優
子

横
河
電
機
株
式
会
社
人
財
・
総
務
本
部
室
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
課

◎
宮
﨑
英
憲

全
国
特
別
支
援
教
育
推
進
連
盟
理
事
長
、
東
洋
大
学
名
誉
教
授

山
田
登
志
夫

公
益
財
団
法
人
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
常
務
理
事

綿
貫
愛
子

N
P
O
法
人
東
京
都
自
閉
症
協
会
役
員
、

N
P
O
法
人
リ
ト
ル
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
ズ
副
代
表

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

同
職
業
安
定
局
雇
用
開
発
部
障
害
者
雇
用
対
策
課

独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所

国
立
教
育
政
策
研
究
所
社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
3
1
年
前
半

最
終
ま
と
め

4
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国
立
市
に
お
け
る
障
害
者
の
生
涯
学
習
活
動
に
係
る
取
組

経
緯
・
概
要

国
立
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
障
害
者
青
年
学
級
等
の
活
動
を
通
じ
、
障
害
者
へ
の
居
場
所
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
支
援
の

取
組
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
“障
害
者
の
た
め
の
活
動
”で
は
な
く
“障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
い
活
動
”を
志
向
。

障
害
者
青
年
学
級
等
の
活
動
を
“障
害
者
／
健
常
者
と
い
う
枠
組
み
を
越
え
た
「
共
生
」
の
拠
点
”と
捉
え
直
す
と
と
も

に
、
公
民
館
を
中
核
に
据
え
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
積
極
的
に
活
動
を
推
進
。※
国
立
市
Ｈ
Ｐ
資
料
等
を
元
に
文
部
科
学
省
が
作
成

工
夫
点
・
ポ
イ
ン
ト

取
組
の
成
果

実
施
体
制

【
関
係
部
署
・
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
体
制
の
構
築
】

公
民
館
を
中
心
と
し
て
、
教
育
か
ら
福
祉
・
労
働
分
野
に
至
る
市
内
関
係

部
署
や
、
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
し
、
「
自
立
に
課
題
を
抱
え
る
若
者
支
援
」
の
取
組
を
実
施
。

（
例
：
新
た
に
「
中
高
生
の
学
習
支
援
」
（
地
域
未
来
塾
）
事
業
を
開
始
、
発
達
障
害
や
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る

中
高
生
の
支
援
も
展
開
す
る
、
等

※
右
下
の
活
動
写
真
参
照
）

【
活
動
の
企
画
・
運
営
の
効
果
的
な
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

公
民
館
に
お
け
る
「
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
青
年
教
室
」
や
「
青
年
講
座
」
、

市
民
グ
ル
ー
プ
運
営
の
喫
茶
「
わ
い
が
や
」
と
い
っ
た
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

相
互
に
連
携
し
て
活
動
を
展
開
。

（
例
：
「
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
青
年
学
級
」
の
学
級
生
が
「
わ
い
が
や
」
で
の
喫
茶
実
習
に
参
加
す
る
、
等
）

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
配
置
・
活
用
・
育
成
】

公
民
館
の
職
員
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
付
与
し
、
関
係
部
署
・

団
体
等
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
関
係
部
署
と
も
協
働
し
て

人
材
配
置
・
活
用
を
促
進
。

喫
茶
「
わ
い
が
や
」

（
障
害
を
こ
え
て
と
も
に
自
立
す
る
会
）

精
神
・
発
達
障
害
者

支
援
機
関

滝
乃
川
学
園

（
障
害
者
社
会
福
祉
法
人
）

立
川
若
者
サ
ポ
ス
テ

（
立
川
市
）

市
内
通
信
制
高
校

近
隣
大
学

教
育
委
員
会

児
童
青
少
年
課
等

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
支
援
課
等

国
立
市
公
民
館

“障
害
者
／
健
常
者
と
い
う
枠
組
を
越
え
た
「
共
生
」
の
拠
点
”を
発
展
さ
せ
て
、
新
た
に
「
自
立
に
課
題
を
抱
え
る
若

者
」
の
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
公
民
館
に
よ
る
学
習
支
援
・
中

間
的
就
労
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
有
効
だ
と
明
ら
か
に
で
き
た
。

公
民
館
職
員
に
付
与
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
、
特
に
若
者
の
継
続
参
加
を
支
え
る
「
ユ
ー
ス
ワ
ー

ク
」
と
、
関
係
機
関
・
支
援
者
等
を
繋
ぐ
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
両
面
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

公
民
館
の
機
能
を
補
完
す
る
た
め
に
有
効
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
準
備
に
着
手
で
き
た
。

5
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都
立
あ
き
る
の
学
園
(特
別
支
援
学
校
)に
お
け
る
放
課
後
子
供
教
室
に
係
る
取
組

経
緯
・
概
要

都
立
あ
き
る
野
学
園
（
特
別
支
援
学
校
）
の
P
T
A
主
催
で
始
ま
っ
た
「
あ
き
る
の
ク
ラ
ブ
」
は
、
学
校
、
地
域
、
企
業
と
連
携

し
、
「
チ
ー
ム
あ
き
る
野
」
と
し
て
、
放
課
後
子
供
教
室
の
委
託
を
受
け
て
、
学
校
内
を
主
な
活
動
場
所
と
し
て
実
施
。
ま
た
、

様
々
な
企
業
か
ら
C
S
R
活
動
の
一
環
と
し
て
の
協
力
を
得
て
活
動
を
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
供
た
ち
の
余
暇
活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
（
平
均
参
加
児
童
生
徒
数
は
、
各
回
8
0
名
程
度
）
。

※
聞
き
取
り
等
を
元
に
文
部
科
学
省
が
作
成

工
夫
点
・
ポ
イ
ン
ト

取
組
の
成
果

実
施
体
制

【
関
係
部
署
・
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
体
制
の
構
築
】

「
チ
ー
ム
あ
き
る
野
」
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
団
体
や
企
業
等
と
連
携
し
、
各

種
の
取
組
を
実
施
。

障
害
の
有
無
・
種
別
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
近
隣
学
校
の
児
童
生
徒
の
参
加
も
受
け

入
れ
る
な
ど
、
地
域
に
対
し
て
開
か
れ
た
活
動
を
展
開
。

【
活
動
の
企
画
・
運
営
の
効
果
的
な
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

地
域
の
太
鼓
ク
ラ
ブ
が
指
導
す
る
太
鼓
教
室
や
、
企
業
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

外
国
人
従
業
員
が
講
師
と
し
て
運
営
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
外
国
語
で
遊
ぼ
う
」

な
ど
、
実
施
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
・
得
意
分
野
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
。

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
配
置
・
活
用
・
育
成
】

学
校
・
P
T
A
関
係
者
か
ら
地
域
の
団
体
・
企
業
に
至
る
ま
で
、
関
係
者
が
「
チ
ー

ム
あ
き
る
野
」
と
し
て
一
堂
に
会
す
る
こ
と
で
、
組
織
的
に
活
動
を
展
開
。

活
動
時
に
「
特
別
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な

配
慮
を
実
施
。

地
域
住
民
・
企
業
の
方
な
ど
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
が
可
能
。

特
別
支
援
学
校
を
会
場
に
し
て
「
バ
リ
ア
フ
リ
―
」
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

参
加
者
に
条
件
を
設
け
な
い
こ
と
で
、
在
校
生
の
み
な
ら
ず
、
地
域
に
お
け
る

障
害
者
の
生
涯
学
習
の
「
場
」
と
し
て
機
能
。

あ
き
る
の
学
園

～
チ
ー
ム
あ
き
る
野
～

あ
き
る
の
ク
ラ
ブ

（
P
T
A
主
催
）

協
力
企
業

地
域
の
団
体

近
隣
の
学
校

6
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施策説明②

使用資料
※２．地域学校協働活動は冊子により説明
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平
成
３
０
年
７
月
２
３
日

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

文
部
科
学
省

全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会

総
会
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第
１
部

我
が
国
に
お
け
る
今
後
の
教
育
政
策
の
方
向
性

２
社
会
の
現
状
や

2
0
3
0
年
以
降
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

○
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学
力
の
維
持

○
給
付
型
奨
学
金
制
度
、
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

○
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
進
展

等

Ⅱ
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

１
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果

（
１
）
社
会
状
況
の
変
化

人
口
減
少
・
高
齢
化
、
技
術
革
新
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
子
供
の
貧
困
、
地
域
間
格
差

等
（
２
）
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
変
化

○
子
供
や
若
者
の
学
習
・
生
活
面
の
課
題

○
地
域
や
家
庭
の
状
況
変
化

○
教
師
の
負
担

○
高
等
教
育
の
質
保
証
等
の
課
題

（
３
）
教
育
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
政
策
の
動
向

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
教
育
政
策
レ
ビ
ュ
ー

等

※
計
画
期
間
：2

01
8
～

20
22
年
度

Ⅰ
教
育
の
普
遍
的
な
使
命

改
正
教
育
基
本
法
に
規
定
す
る
教
育
の
目
的
で
あ
る
「
人
格
の
完
成
」
、
「
平
和
で
民
主
的
な
国
家

及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
を
備
え
た
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
」
と
、
教
育
の

目
標
を
達
成
す
べ
く
、
「
教
育
立
国
」
の
実
現
に
向
け
更
な
る
取
組
が
必
要

1

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
①
）［
平
成

30
年

6月
15
日
閣
議
決
定
］

※
計
画
期
間
：
2
0
1
8
～

20
22
年
度
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Ⅲ
2
0
3
0
年
以
降
の
社
会
を
展
望
し
た
教
育
政
策
の
重
点
事
項

○
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
（
S
o
c
ie

ty
5
.0
）」
の
実
現
に
向
け
た
技
術
革
新
が
進
展
す
る
な
か
「
人
生

1
0
0年

時
代
」

を
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
「
人
づ
く
り
革
命
」、
「生

産
性
革
命
」の

一
環
と
し
て
、
若
年
期
の
教
育
、

生
涯
に
わ
た
る
学
習
や
能
力
向
上
が
必
要

○
教
育
を
通
じ
て
生
涯
に
わ
た
る
一
人
一
人
の
「可

能
性
」
と
「チ
ャ
ン
ス
」
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
今
後
の
教
育

政
策
の
中
心
に
据
え
て
取
り
組
む

≪
個
人
と
社
会
の
目
指
す
べ
き
姿
≫

（
個
人
）
自
立
し
た
人
間
と
し
て
、
主
体
的
に
判
断
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
人
材
の
育
成

（
社
会
）
一
人
一
人
が
活
躍
し
、
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
、
社
会
（地

域
・
国
・
世
界
）の

持
続
的
な
成
長
・
発
展

≪
教
育
政
策
の
重
点
事
項
≫

第
２
期
計
画
の
「
自
立
」「
協
働
」「
創
造
」の

方
向
性
を
継
承
し
、
以
下
の
姿
を
目
指
す

Ⅳ
今
後
の
教
育
政
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

１
夢
と
志
を
持
ち
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
力
を
育
成
す
る

２
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
牽
引
す
る
た
め
の
多
様
な
力
を
育
成
す
る

３
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る

４
誰
も
が
社
会
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る

５
教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る

第
１
部

我
が
国
に
お
け
る
今
後
の
教
育
政
策
の
方
向
性

【
続
き
】

2

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
②
）［
平
成

30
年

6月
15
日
閣
議
決
定
］

※
計
画
期
間
：
2
0
1
8
～

20
22
年
度
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Ⅴ
今
後
の
教
育
政
策
の
遂
行
に
当
た
っ
て
特
に
留
意
す
べ
き
視
点

１
．
客
観
的
な
根
拠
を
重
視
し
た
教
育
政
策
の
推
進

・
教
育
政
策
に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
十
分
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

企
画
・
立
案
段
階
：
政
策
目
標
、
施
策
を
総
合
的
・
体
系
的
に
示
す
［
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
の
活
用
、
指
標
設
定
］

実
施
段
階

：
毎
年
、
各
施
策
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
を
踏
ま
え
着
実
に
実
施

［
職
員
の
育
成
、
先
進
事
例
の
共
有
］

評
価
・
改
善
段
階
：
政
策
評
価
と
の
連
携
、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
施
策
・次

期
計
画
の
改
善

・
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
（Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
E
vi

de
n
ce

-
B

as
ed

 P
o
lic

y 
M

ak
in

g）
）
を
推
進
す
る
体
制
を

文
部
科
学
省
に
構
築
、
多
様
な
分
野
の
研
究
者
と
の
連
携
強
化
、
デ
ー
タ
の
一
元
化
、
提
供
体
制
等
の
改
革

を
推
進

２
．
教
育
投
資
の
在
り
方

（
第

3
期
計
画
期
間
に
お
け
る
教
育
投
資
の
方
向
）

・
人
材
へ
の
投
資
の
抜
本
的
な
拡
充
を
行
う
た
め
、
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」等

を
着
実
に
実
施
し
、
教
育

費
負
担
を
軽
減

・
各
教
育
段
階
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
教
育
投
資
の
確
保

◇
学
校
指
導
体
制
・
指
導
環
境
整
備
、
チ
ー
ム
学
校

◇
学
校
施
設
の
安
全
性
確
保
（
防
災
・老

朽
化
対
策
）

◇
大
学
改
革
の
徹
底
・教

育
研
究
の
質
的
向
上

◇
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
環
境
整
備

◇
若
手
研
究
者
安
定
的
雇
用
、
博
士
課
程
学
生
支
援

◇
大
学
施
設
の
改
修

な
ど

・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
な
ど
諸
外
国
に
お
け
る
公
財
政
支
出
な
ど
教
育
投
資
の
状
況
を
参
考
と
し
、
必
要
な
予
算
を
財
源
措

置
し
、
真
に
必
要
な
教
育
投
資
を
確
保

・
そ
の
際
、
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
国
民
の
理
解
を
醸
成

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
）

※
計
画
期
間
：
20

18
～

20
22
年
度

第
１
部

我
が
国
に
お
け
る
今
後
の
教
育
政
策
の
方
向
性

【
続
き
】

3

※
計
画
期
間
：2

01
8
～

20
22
年
度

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
③
）［
平
成

30
年

6月
15
日
閣
議
決
定
］

※
計
画
期
間
：
2
0
1
8
～

20
22
年
度
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３
．
新
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
次
世
代
の
教
育
の
創
造

・
超
ス
マ
ー
ト
社
会
（
S
o
c
ie

ty
 5

.0
）
の
実
現
な
ど
、
社
会
構
造
の
急
速
な
変
革
が
見
込
ま
れ
る
中
、
次

世
代
の
学
校
の
在
り
方
な
ど
、
未
来
志
向
の
研
究
開
発
を
不
断
に
推
進

・
人
口
減
少
・
高
齢
化
な
ど
の
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
「
持
続
可
能
な
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
に
向
け
た
新
た
な
政
策
を
展
開

・
次
世
代
の
教
育
の
創
造
に
向
け
た
研
究
開
発
と
先
導
的
な
取
組
を
推
進

第
１
部

我
が
国
に
お
け
る
今
後
の
教
育
政
策
の
方
向
性

【
続
き
】

第
２
部

今
後
５
年
間
の
教
育
政
策
の
目
標
と
施
策
群

第
１
部
で
示
し
た

5
つ
の
基
本
的
な
方
針
ご
と
に
、

①
教
育
政
策
の
目
標

②
目
標
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
測
定
指
標
及
び
参
考
指
標

③
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
施
策
群

を
整
理

基
本
的
な
方
針

教
育
政
策
の
目
標

測
定
指
標

参
考
指
標

施
策
群

4

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
④
）［
平
成

30
年

6月
15
日
閣
議
決
定
］

※
計
画
期
間
：
2
0
1
8
～

20
22
年
度
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5

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
⑤
）［
平
成

30
年

6月
15
日
閣
議
決
定
］

※
計
画
期
間
：
2
0
1
8
～

20
22
年
度

【
地
方
公
共
団
体
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
】

○
国
の
定
め
る
計
画
を
参
酌
し
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
の

振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
る

（参
考
①
）教

育
基
本
法
・
第
１
７
条
第
２
項

地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
計
画
を
参
酌
し
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
の
振
興

の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
な
ら
な
い
。

（参
考
②
）
計
画
策
定
率
：都

道
府
県
・指

定
都
市
・
中
核
市
は
１
０
０
％
、
市
区
町
村
は
７
８
．
５
％
（

13
4

9
／

17
1

8
市
区
町
村
中
）

（平
成
２
９
年
度
末
時
点
）

○
各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
特
色
の
あ
る
目
標
や
施
策
を
設
定
し
、
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

○
そ
の
際
、
国
の
設
定
す
る
指
標
等
も
参
酌
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
の
発
意
に
よ

る
指
標
の
設
定
や
全
国
レ
ベ
ル
の
調
査
結
果
と
の
比
較
に
よ
る
適
切
な
指
標
の
設
定
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
複
数
の
指
標
及
び
他
の
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
と
の
ｸ
ﾛ
ｽ
集
計
等
に
よ
る
現
状
把
握
等
に
よ
り
、

P
D

C
A
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
を
構
築
す
る
こ
と
が
期
待
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基
本
的
な
方
針

教
育
政
策
の
目
標

測
定
指
標
・
参
考
指
標
（例

）
施
策
群
（
例
）

１
夢
と
志
を
持
ち
、
可
能

性
に
挑
戦
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
力
を
育
成
す

る

（１
）確

か
な
学
力
の
育
成

＜
主
と
し
て
初
等
中
等
教
育
段
階
＞

（２
）豊

か
な
心
の
育
成

＜
主
と
し
て
初
等
中
等
教
育
段
階
＞

（３
）健

や
か
な
体
の
育
成

＜
主
と
し
て
初
等
中
等
教
育
段
階
＞

（４
）問

題
発
見
・解

決
能
力
の
修
得

＜
主
と
し
て
高
等
教
育
段
階
＞

（５
）社

会
的
・職

業
的
自
立
に
向
け

た
能
力
・
態
度
の
育
成

＜
生
涯
の
各
段
階
＞

（６
）家

庭
・地

域
の
教
育
力
の
向
上
、
学

校
と
の
連
携
・協

働
の
推
進

＜
生
涯
の
各
段
階
＞

２
社
会
の
持
続
的
な
発

展
を
牽
引
す
る
た
め
の

多
様
な
力
を
育
成
す
る

（７
）グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
の

育
成

（８
）大

学
院
教
育
の
改
革
等
を
通
じ
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
人
材

の
育
成

（９
）ス
ポ
ー
ツ
・文

化
等
多
様
な
分

野
の
人
材
の
育
成

○
知
識
・技

能
、
思
考
力
・判

断
力
・表

現
力
等
、
学
び
に
向
か
う
力
・人

間
性

等
の
資
質
・能

力
の
調
和
が
と
れ
た

個
人
を
育
成
し
、

O
E
C

D
の

P
IS

A
調
査

等
の
各
種
国
際
調
査
を
通
じ
て
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
維
持

○
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う

児
童
生
徒
の
割
合
の
改
善

○
い
じ
め
の
認
知
件
数
に
占
め
る
、
い

じ
め
の
解
消
し
て
い
る
も
の
の
割
合
の

改
善

な
ど

○
外
国
人
留
学
生
数

30
万
人
を
引
き

続
き
目
指
し
て
い
く
と
と
も
に
、
外
国

人
留
学
生
の
日
本
国
内
で
の
就
職
率

を
５
割
と
す
る

○
修
士
課
程
修
了
者
の
博
士
課
程
へ

の
進
学
率
の
増
加

な
ど

○
新
学
習
指
導
要
領
の

着
実
な
実
施
等

○
子
供
た
ち
の
自
己
肯
定

感
・自

己
有
用
感
の
育

成

○
い
じ
め
等
へ
の
対
応
の

徹
底
、
人
権
教
育

な
ど

○
日
本
人
生
徒
・学

生
の

海
外
留
学
支
援

○
大
学
院
教
育
改
革
の

推
進

な
ど

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
）

※
計
画
期
間
：
20

18
～

20
22
年
度

第
２
部

今
後
５
年
間
の
教
育
政
策
の
目
標
と
施
策
群

【
続
き
】

6

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
⑥
）［
平
成

30
年

6月
15
日
閣
議
決
定
］

※
計
画
期
間
：
2
0
1
8
～

20
22
年
度
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基
本
的
な
方
針

教
育
政
策
の
目
標

測
定
指
標
・
参
考
指
標
（例

）
施
策
群
（
例
）

３
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
え
る

（１
０
）人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
生
涯
学

習
の
推
進

（１
１
）人

々
の
暮
ら
し
の
向
上
と
社
会
の
持
続

的
発
展
の
た
め
の
学
び
の
推
進

（１
２
）職

業
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
生
涯

を
通
じ
て
身
に
付
け
る
た
め
の
社
会
人

の
学
び
直
し
の
推
進

（１
３
）障

害
者
の
生
涯
学
習
の
推
進

４
誰
も
が
社
会
の
担
い

手
と
な
る
た
め
の
学
び

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

構
築
す
る

（１
４
）家

庭
の
経
済
状
況
や
地
理
的
条
件
へ
の

対
応

（１
５
）多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
機
会

の
提
供

５
教
育
政
策
推
進
の
た

め
の
基
盤
を
整
備
す

る

（１
６
）新

し
い
時
代
の
教
育
に
向
け
た
持
続
可

能
な
学
校
指
導
体
制
の
整
備
等

（１
７
）I

C
T 
利
活
用
の
た
め
の
基
盤
の
整
備

（１
８
）安

全
・安

心
で
質
の
高
い
教
育
研
究
環

境
の
整
備

（１
９
）児

童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保

（２
０
）教

育
研
究
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
高
等

教
育
の
シ
ス
テ
ム
改
革

（２
１
）日

本
型
教
育
の
海
外
展
開
と
我
が
国
の

教
育
の
国
際
化

○
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
通
じ
て
身
に
付
け

た
知
識
・技

能
や
経
験
を
地
域
や
社

会
で
の
活
動
に
生
か
し
て
い
る
者
の

割
合
の
向
上

○
大
学
・専

門
学
校
等
で
の
社
会

人
受
講
者
数
を

10
0
万
人
に
す
る な
ど

○
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
子
供
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
供
、
児
童
養
護
施
設
の

子
供
の
高
等
学
校
等
進
学
率
、
大
学

等
進
学
率
の
改
善

な
ど

○
小
中
学
校
の
教
諭
の
１
週
間
当
た
り

の
学
内
総
勤
務
時
間
の
短
縮

○
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
３
ク
ラ
ス

に
１
ク
ラ
ス
分
程
度
整
備

○
緊
急
的
に
老
朽
化
対
策
が
必
要
な

公
立
小
中
学
校
施
設
の
未
改
修
面

積
の
計
画
的
な
縮
減

○
私
立
学
校
の
耐
震
化
等
の
推
進

（早
期
の
耐
震
化
、
天
井
等
落
下
防

止
対
策
の
完
了
）

○
学
校
管
理
下
に
お
け
る
障
害
や
重

度
の
負
傷
を
伴
う
事
故
等
の
発
生
件

数
の
改
善

な
ど

○
新
し
い
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
社
会
教
育
の

振
興
方
策
の
検
討

○
社
会
人
が
働
き
な
が
ら

学
べ
る
環
境
の
整
備

な
ど

○
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

向
上
、
教
育
費
負
担
の

軽
減
に
向
け
た
経
済
的

支
援

な
ど

○
教
職
員
指
導
体
制
・指

導
環
境
の
整
備

○
学
校
の

IC
T
環
境
整
備

の
促
進

○
安
全
・安

心
で
質
の
高
い

学
校
施
設
等
の
整
備
の

推
進

○
学
校
安
全
の
推
進

な
ど

第
２
部

今
後
５
年
間
の
教
育
政
策
の
目
標
と
施
策
群

【
続
き
】

7

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（概
要
⑦
）［
平
成

30
年

6月
15
日
閣
議
決
定
］

※
計
画
期
間
：
2
0
1
8
～

20
22
年
度
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8

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（参
考
）

第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
の
本
文
・
概
要
は
、

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

教
育
振
興
基
本
計
画

※
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
い
た
だ
く
場
合
は
、
下
記
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
進
ん
で
下
さ
い

①
「
教
育
」
を
ク
リ
ッ
ク

②
ペ
ー
ジ
下
方
に
進
み
「
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
・計

画
な
ど
」を
ク
リ
ッ
ク

49



趣 旨
2001年(平成13年)に成立した「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき，おおむね５年
(2018～2022年度)にわたる子供の読書活動推進に関する基本方針と具体的方策を明らかにする。

分 析

① 中学生までの読書習慣の
形成が不十分

② 高校生になり読書の関心
度合いの低下

③ スマートフォンの普及等
による子供の読書環境への
影響の可能性

計画改正の主なポイント

① 読書習慣の形成に向けて，
発達段階ごとの効果的な取組を推進
乳幼児期：絵本や物語を読んでもらい，興味

を示すようになる 等
小学生期：多くの本を読んだり読書の幅を広

げたりする読書 等
中学生期：内容に共感したり将来を考えたり

する読書 等
高校生期：知的興味に応じた幅広い読書 等

② 友人同士で本を薦め合うなど，
読書への関心を高める取組を充実
読書会，図書委員，「子ども司書」，ブック
トーク，書評合戦(ビブリオバトル)等の活動

③ 情報環境の変化が子供の読書環境に
与える影響に関する実態把握・分析
スマートフォンの利用と読書の関係 等

推進体制

市 町 村：計画未策定→策定，策定済→見直し，地域での幅広い関係者との連携 等

：高校生の不読率改善に関する取組実施(高校を所管する立場から)，
市町村への蔵書貸出，計画未策定市町村への助言 等

：情報環境と読書の関連調査・分析，地方公共団体への財政措置，
国民の関心と理解の増進(子ども読書の日，優良事例の表彰等) 等

市町村推進計画策定率

◆第三次基本計画で定めた目標
市：100% 町村：70%

◆平成28年度実績
市：88.6% 町村：63.6%

16.4
8.9 5.0 4.5

5.6
（3.0） （2.0）

43.0
32.8

14.7 16.4
15.0
（12.0）

（8.0）

58.8 56.0 51.5 53.2 50.4
（40.0）

（26.0）

0

20

40

60

H12 H14 H20 H24 H29 H34

第三次基本計画期間における子供の読書活動に関する状況等

主な現状 主な課題
〇 小中学生の不読率※は，中長期的には改善傾向にあ
るが，高校生の不読率は依然として高い
〇 いずれの世代においても第三次計画で目標とした進度で
の改善は図られていない

取り巻く情勢の変化
学校図書館法の改正(平成26年成立)
専ら学校図書館の職務に従事する職
員としての学校司書の法制化。学校司
書への研修等の実施について規定。

学習指導要領の改訂
(平成29,30年公示)

総則において学校図書館の利活
用や読書活動の充実を規定。

情報化社会の進展
スマートフォンの普及やコミュニケーションツールの多様化。

■小 ■中 ■高 ※( )は第三次計画で定めた目標値

都道府県

国

子供の読書環境を充実させるため，国・都道府県・市町村は，学校・図書館・
民間団体・民間企業等，様々な機関と連携し，各種取組を充実・促進

各
世
代
の
施
策
に
反
映

※H29末目標
※第四次計画でも引き続き達成を目指す

<不読率の推移と目標値>

第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」概要 （H30.４.20閣議決定）

※不読率：１か月に一冊も本を読まない子供の割合

<児童用図書の貸出冊数の増加>
<全校一斉読書活動を行う
学校の割合の増加>
H24               H28

小 96.4%                97.1%
中 88.2% 88.5%
高 40.8%                42.7%

1億8773万

1億7956万

H22         H26

（単位：冊）
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民間団体の活動への支援 普及啓発活動

家庭
◆家庭での読書の習慣付けの重要性の理解促進

◆家庭での読書活動への支援（次のような活動の推進）
・読み聞かせ体験とともに乳幼児と保護者に絵本を手渡すブックスタート
・子供を中心に家族で同じ本を読み，絆(きずな)の一層の深まりを目指す家読(うちどく) 等

地域

◆図書館未設置市町村における設置
設置率(H27)：市98.4％，町61.5％，村26.2％

◆図書館資料，施設等の整備・充実
→ 移動図書館の活用，情報化の推進，児童室
等の整備，障害のある子供のための諸条件
の整備・充実 等

◆図書館における子供や保護者を対象とした
取組の企画・実施
・読み聞かせ会等の企画・実施
・インターネット等を活用した情報提供

◆司書・司書補の適切な配置・研修の充実

◆学校図書館やボランティア等との連携・協力
・学校図書館や地域の関係機関との連携
・ボランティア活動の促進
・地域学校協働活動における読書活動の推進

学校等

【幼稚園・保育所等】
◆幼稚園教育要領・保育所保育指針等に基づき，
絵本や物語に親しむ活動の充実と環境の整備

【小学校，中学校，高等学校等】

◆学習指導要領を踏まえた読書活動の
推進
・児童生徒の主体的，意欲的な読書活動の
充実（学校図書館の計画的な利活用）
・障害のある子供の読書活動の促進

◆読書習慣の形成，読書の機会の確保
→全校一斉の読書活動，卒業までの読書目標
の設定，子供による図書紹介 等

◆学校図書館の整備・充実
・学校図書館図書整備等５か年計画の推進
・学校図書館図書標準の達成
・情報化の推進
・司書教諭・学校司書等の人的配置促進

◆民間団体やボランティアの取組の周知

◆活動への助成（子どもゆめ基金）

◆「子ども読書の日」(４月23日)
◆「文字・活字文化の日」(10月27日)

◆優れた取組の奨励（地方自治体・学校・
図書館・民間団体・個人を表彰 等）

①発達段階に応じた取組により，読書習慣を形成
②友人同士で行う活動等を通じ，読書への関心を高める

◆友人同士で本を薦め合うなど，読書への関心を高める取組
→読書会，図書委員，「子ども司書」，ブックトーク，書評合戦（ビブリオバトル） 等

子供の読書への関心を高める取組

第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」
推進のための主な方策

ポイント：
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ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
の
た
め
の
行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
飛
躍
的
な
向
上
に
向
け
た
方
策
の
検
討

「成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
65
%
程
度
（
障
害
者
は
40
%
程
度
）
」の
達
成
！

＜
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
（
平
成
29
年
3月
24
日
：
文
部
科
学
省
）
に
お
け
る
目
標
＞

※
目

標
達

成
の

た
め

に
は

、2
,0

00
万

人
以

上
が

新
た

に
ス

ポ
ー

ツに
親

しむ
こと

が
必

要
。

ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
会

ス
ポ

ー
ツ審

議
会

総
会

に
お

い
て

、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
会

を
設

置
（

平
成

29
年

7月
7日

）
広
く国
民
全
体
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
の

た
め
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、即
効
性
の
あ
る
取
組

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
の
た
め
の

行
動
計
画

新
た

な
制

度
創

設
・制

度
改

正
も

視
野

に
入

れ
た

中
長

期
的

な
施

策

【検
討
す
べ
き
対
象
】

○
子

供
・若

者
・・

・生
涯

に
わ

た
る

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツラ
イフ

の
基

礎
づ

くり
が

求
め

られ
る

○
ビジ

ネ
ス

パ
ー

ソ
ン・

・・
特

に
ス

ポ
ー

ツ実
施

率
が

低
い

（
20

代
～

50
代

は
全

体
平

均
を

下
回

る
）

○
高

齢
者

・・
・ス

ポ
ー

ツに
よ

り生
活

習
慣

病
の

改
善

や
介

護
予

防
等

が
期

待
され

る
○

女
性

・・
・男

性
と比

較
して

ス
ポ

ー
ツ実

施
率

が
低

い
○

障
害

者
・・

・ス
ポ

ー
ツ実

施
率

が
極

め
て

低
く、

未
実

施
者

の
８

割
超

が
無

関
心

層
で

あ
る

今
回
策
定
す
る
行
動
計
画

行
動

計
画

策
定

後
1年

を
目

途
に

取
りま

とめ
予

定
＜
開
催
実
績
＞

第
1回

：
平

成
29

年
9月

20
日

第
2回

：
平

成
29

年
11

月
27

日
第

3回
：

平
成

30
年

2月
27

日
第

4回
：

平
成

30
年

3月
26

日
第

5回
：

平
成

30
年

5月
11

日
（

パ
ブ

コメ
：

5月
17

日
～

31
日

）
第

6回
：

平
成

30
年

6月
25

日

1

第
6回
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
会

（
6/

25
）
配
布
資
料
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○
一

人
で

も
多

くの
方

が
ス

ポ
ー

ツに
親

しむ
社

会
の

実
現

を
目

的
とし

、生
活

の
中

に
自

然
とス

ポ
ー

ツが
取

り込
ま

れ
て

い
る
「ス
ポ
ー
ツ
・イ
ン
・ラ
イ
フ」
（
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
）

とい
う姿

を目
指

す
。

○
ス

ポ
ー

ツの
実

施
に

よ
り、

ス
ポ

ー
ツの

価
値

を享
受

す
る

とと
も

に
、自

らの
健

康
増

進
、ひ

い
て

は
、健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り、
健
康
長
寿
社
会
を
実
現

す
る。

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
の
た
め
の
行
動
計
画
（
案
）
＜
概
要
＞

ス
ポ

ー
ツ実

施
率

向
上

の
た

め
の

具
体

的
取

組
とし

て
、以

下
の

3つ
の

観
点

か
ら取

り組
む

べ
き施

策
を取

りま
とめ

た
。

〔１
〕施

策
の

対
象

：
①

全
体

、②
子

供
・若

者
、③

ビジ
ネ

ス
パ

ー
ソ

ン、
④

高
齢

者
、⑤

女
性

、⑥
障

害
者

〔２
〕施

策
の

段
階

：
①

ス
ポ

ー
ツを

す
る

気
に

させ
る

施
策

、②
ス

ポ
ー

ツす
る

た
め

に
必

要
な

施
策

、③
ス

ポ
ー

ツを
習

慣
化

させ
る

た
め

の
施

策
〔３

〕施
策

に
取

り組
む

べ
き

主
体

：
①

国
、②

地
方

自
治

体
、③

産
業

界
、④

ス
ポ

ー
ツ団

体
等

、⑤
医

療
福

祉
関

係
者

、⑥
学

校
等

【全
体
】

①
ス

ポ
ー

ツそ
の

も
の

の
捉

え
方

に
つ

い
て

、既
成

の
概

念
を広

げ
て

、生
活

に
身

近
な

も
の

で
あ

る
とい

う意
識

改
革

を
図

る
。

②
ス

ポ
ー

ツ無
関

心
層

に
対

して
、ス

ポ
ー

ツ以
外

の
分

野
との

連
携

に
よ

る
誘

引
策

を実
施

す
る

。
③

広
報

に
お

い
て

は
、タ

ー
ゲ

ット
を明

確
に

し、
共

感
で

き
る

情
報

発
信

を
行

うと
とも

に
、2

02
0年

東
京

オ
リン

ピッ
ク・

パ
ラリ

ン
ピッ

ク競
技

大
会

等
を

間
近

に
控

え
た

機
運

の
醸

成
とも

連
携

し
な

が
ら、

普
及

啓
発

を実
施

す
る

。
④

ス
ポ

ー
ツを

す
る

際
に

重
要

とな
る

指
導

者
や

仲
間

、場
所

の
マ

ッチ
ン

グ
機

能
の

整
備

や
検

索
が

可
能

な
ポ

ー
タル

サ
イト

の
開

発
等

に
取

り組
む

。
⑤

関
係

省
庁

との
連

携
。ス

ポ
ー

ツと
健

康
とい

うテ
ー

マ
に

お
い

て
関

係
の

深
い

厚
生

労
働

省
とは

両
省

の
連

絡
会

議
を

通
じ、

連
携

した
取

組
を

推
進

す
る

。

【子
供
・若
者
】

①
ス

ポ
ー

ツを
す

る
とい

う気
構

え
で

は
な

く、
運

動
遊

び
を

通
じて

、
楽

しみ
な

が
ら自

然
と身

体
活

動
が

行
え

る
取

組
を

推
進

。
②

親
に

対
して

、子
供

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
の

重
要

性
を

啓
発

し、
親

子
で

参
加

で
き

る
イベ

ン
トの

実
施

な
どに

も
取

り組
む

。
③

ス
ポ

ー
ツ少

年
団

、総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツク
ラブ

の
さら

な
る

活
性

化
を

図
る

。

生
涯

に
わ

た
る

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツラ
イフ

の
基

礎
づ

くり
が

求
め

られ
る

。

【ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
】

特
に

ス
ポ

ー
ツ実

施
率

が
低

い
（

20
代

～
50

代
は

全
体

平
均

を
下

回
る

）
。

①
気

軽
に

取
り組

む
こと

が
で

き
る

ウォ
ー

キ
ン

グ
や

階
段

昇
降

等
の

ス
ポ

ー
ツの

実
施

を
促

進
。

②
「F

UN
+

W
AL

K 
PR

O
JE

CT
」

の
さら

な
る

推
進

。
③

従
業

員
個

人
の

ス
ポ

ー
ツの

実
施

を
促

進
す

る
企

業
を

認
定

す
る

「ス
ポ

ー
ツエ

ー
ル

カン
パ

ニ
ー

」
制

度
の

推
進

。
④

働
き

方
改

革
や

「プ
レ

ミア
ム

フラ
イデ

ー
」と

い
った

取
組

とも
連

携
。

【高
齢
者
】

ス
ポ

ー
ツに

より
生

活
習

慣
病

の
改

善
や

介
護

予
防

等
が

期
待

され
る

。

①
無

理
な

く実
施

で
き

る
運

動
遊

び
、レ

クリ
エー

シ
ョン

プ
ログ

ラム
の

活
用

・普
及

を
図

る
。

②
普

段
、高

齢
者

と接
す

る
機

会
の

多
い

、保
健

師
や

か
か

りつ
け

医
との

連
携

を
図

り、
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
誘

引
を

図
る

。
③

地
方

自
治

体
に

お
け

る
地

方
ス

ポ
ー

ツ推
進

計
画

の
策

定
や

関
係

部
署

間
の

連
携

、ま
ち

づ
くり

計
画

との
連

携
を

促
す

。

【女
性
】

男
性

と比
較

して
、ス

ポ
ー

ツ実
施

率
が

低
い

。

①
ス

ポ
ー

ツ実
施

の
促

進
、ス

ポ
ー

ツを
しな

い
要

因
を

考
慮

した
ア

プ
ロー

チ
を

進
め

る
。

②
無

理
な

く体
を

動
か

せ
る

プ
ログ

ラム
開

発
や

気
軽

に
ス

ポ
ー

ツを
実

施
で

き
る

環
境

整
備

を
支

援
。

③
食

べ
な

い
・運

動
しな

い
こと

に
よる

痩
せ

す
ぎ

等
も

懸
念

され
て

い
る

こと
か

ら、
ス

ポ
ー

ツを
す

る
こと

の
効

果
を

打
ち

出
しつ

つ
、

「女
性

の
ス

ポ
ー

ツ促
進

キ
ャン

ペ
ー

ン（
仮

称
）

」を
実

施
。

【障
害
者
】

ス
ポ

ー
ツ実

施
率

が
極

め
て

低
く、

未
実

施
者

の
80

%
超

が
無

関
心

層
。

①
自

分
と同

じ障
害

を
持

つ
人

な
ど

が
ス

ポ
ー

ツを
しよ

うと
思

った
とき

の
参

考
とす

る
た

め
、ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

提
示

に
よ

り、
ス

ポ
ー

ツを
す

る
き

っか
け

づ
くり

を
促

す
。

②
「S

pe
ci

al
プロ

ジ
ェク

ト2
02

0」
の

取
組

を
推

進
。

③
障

害
当

事
者

以
外

に
対

して
も

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ種
目

の
体

験
・

理
解

の
促

進
を

図
る

。
④

障
害

者
ス

ポ
ー

ツを
指

導
す

る
人

材
育

成
等

に
取

り組
む

。

2

【子
供
・若
者
】

①
運

動
遊

び
を

通
じて

、楽
しみ

な
が

ら自
然

と身
体

活
動

が
行

え
る

取
組

を
推

進
す

る
。

②
親

子
で

参
加

で
き

る
イベ

ン
トの

実
施

等
に

取
り組

む
。

③
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツク

ラブ
や

ス
ポ

ー
ツ少

年
団

の
更

な
る

活
性

化
を

図
る

。
④

日
本

版
NC

AA
の

創
設

に
よ

る
大

学
ス

ポ
ー

ツの
振

興
を

通
じ

て
、ス

ポ
ー

ツを
「す

る
」人

口
の

増
加

を
図

る
。

生
涯

に
わ

た
る

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツラ
イフ

の
基

礎
づ

くり
が

求
め

られ
る

【ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
】

特
に

ス
ポ

ー
ツ実

施
率

が
低

い
（

20
代

～
50

代
は

全
体

平
均

を
下

回
る

）

①
気

軽
に

取
り組

む
こと

が
で

き
る

ウォ
ー

キ
ン

グ
や

階
段

昇
降

等
の

ス
ポ

ー
ツの

実
施

を
促

進
す

る
。

②
「F

UN
+

W
AL

K 
PR

O
JE

CT
」

の
更

な
る

推
進

を
図

る
。

③
「ス

ポ
ー

ツエ
ー

ル
カン

パ
ニ

ー
」

認
定

制
度

を
推

進
す

る
。

④
働

き
方

改
革

や
「プ

レ
ミア

ム
フラ

イデ
ー

」と
い

った
取

組
とも

連
携

し
て

、従
業

員
が

ス
ポ

ー
ツに

取
り組

み
や

す
い

環
境

を
作

る
。

【高
齢
者
】

ス
ポ

ー
ツに

より
生

活
習

慣
病

の
改

善
や

介
護

予
防

等
が

期
待

され
る

①
無

理
な

く実
施

で
き

る
レ

クリ
エー

シ
ョン

プ
ログ

ラム
の

活
用

・
普

及
を

図
る

。
②

普
段

、高
齢

者
と接

す
る

機
会

の
多

い
、か

か
りつ

け
医

や
保

健
師

等
との

連
携

を
図

り、
ス

ポ
ー

ツへ
の

誘
引

を
図

る
。

③
地

方
自

治
体

に
お

け
る

「地
方

ス
ポ

ー
ツ推

進
計

画
」の

策
定

や
関

係
部

署
間

の
連

携
、ま

ち
づ

くり
計

画
との

連
携

を
促

す
。

【女
性
】

男
性

と比
較

して
、ス

ポ
ー

ツ実
施

率
が

低
い

①
ス

ポ
ー

ツ実
施

の
促

進
、ス

ポ
ー

ツを
しな

い
要

因
を

考
慮

した
ア

プ
ロー

チ
を

進
め

る
。

②
無

理
な

く体
を

動
か

せ
る

プ
ログ

ラム
開

発
や

気
軽

に
ス

ポ
ー

ツを
実

施
で

き
る

環
境

整
備

を
支

援
。

③
食

べ
な

い
・運

動
しな

い
こと

に
よる

痩
せ

す
ぎ

等
も

懸
念

され
て

お
り、

ス
ポ

ー
ツを

す
る

こと
の

効
果

を
打

ち
出

しつ
つ

、「
女

性
の

ス
ポ

ー
ツ促

進
キ

ャン
ペ

ー
ン

（
仮

称
）

」を
実

施
す

る
。

【障
害
者
】

ス
ポ

ー
ツ実

施
率

が
極

め
て

低
く、

未
実

施
者

の
８

割
超

が
無

関
心

層
で

あ
る

①
自

分
と同

じ障
害

を
持

つ
人

が
ス

ポ
ー

ツを
始

め
た

き
っか

け
な

ど、
参

考
とな

る
ロー

ル
モ

デ
ル

を
提

示
す

る
。

②
散

歩
、ウ

ォー
キ

ン
グ

な
ど、

気
軽

な
も

の
も

ス
ポ

ー
ツで

あ
る

との
意

識
の

浸
透

を
図

る
。

③
「S

pe
ci

al
プロ

ジ
ェク

ト2
02

0」
の

取
組

を
推

進
す

る
。

④
障

害
者

以
外

に
対

して
も

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ種
目

の
体

験
・理

解
の

促
進

を
図

る
。

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上

（
成

人
の

週
1回

以
上

の
ス

ポ
ー

ツ実
施

率
）

42
.5
%

→
51
.5
％
→
65
%
程
度

＜
平

成
28

年
度

＞
＜

平
成

29
年

度
＞
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全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
か
ら
総
合
調
整
業
務

を
主
体
的
に
取
り
組
む
者
に
絞
り
込
む
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
お
け
る
新
た
な
役
職
の
付
与
等
に
向
け
た
検
討

趣
旨
・
目
的

○
新
制
度
の
内
容
（
案
）

○
新
制
度
の
創
設
に
向
け
た
検
討
手
続
（
案
）

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（G

C）
（仮
称
）優
秀

G
C

（
仮
称
）

市
町
村

選
定
さ
れ
た
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か

ら
優
秀
な
者
を
さ
ら
に
絞
り
込
む
。

認
定

「
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
」

都
道
府
県

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

そ
の
他
の
地
域
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
担
う

団
体

日
本
体
育
協
会

市
町
村

民
間
事
業
者

国
学
校

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
期
待
さ
れ
る
連
絡
調
整
業
務
の
イ
メ
ー
ジ

等

連
携

委
嘱選
定

推
薦
○
連
合
会
長

○
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

【
優
秀
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
認
定
制
度
】

○
内
容
：
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
職
を
付
与
さ
れ
た
者
の

中
で
、
総
合
調
整
業
務
に
つ
い
て
優
秀
と
評
価
さ
れ
た
者
と

し
て
絞
り
込
み
、

(公
)全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
会
長
及

び
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
の
連
名
で
認
定
す
る
制
度

○
対
象
者
：ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

○
手
続
き
：
①
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
市
町
村
に
申
請

②
市
町
村
が
申
請
者
か
ら
優
秀
者
を
選
び
、
推
薦
す
る

③
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
会
長
及
び
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

が
連
盟
で
認
定
す
る

【
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（G

C）
制
度
】

○
内
容
：
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
事
業
実
施
に
関
す
る
連
絡
調
整
業
務
等
の

総
合
調
整
業
務
を
主
体
的
に
行
う
者
に
役
職
を
付
与
す
る
制
度

○
対
象
者
：全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

○
手
続
き
：
①
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
か
ら
の
申
請

②
委
嘱
者
で
あ
る
市
町
村
に
よ
る
役
職
の
付
与

申
請

【
新
制
度
設
置
・運
用
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
･グ
ル
ー
プ
概
要
】

○
内
容
：
①

GC
制
度
及
び
優
秀

GC
制
度
の
構
築
に
向
け
た
検
討

②
制
度
の
見
直
し
の
検
討

○
組
織
：
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
の
下
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
設
置

（
構
成
員
）
連
合
理
事
、
地
方
公
共
団
体
、
国
【

P】

制
度
検
討
の
た

め
の
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
の

設
置

■
背
景

○
新
制
度
構
築
の
た
め
に
は
、
市
町
村
・
都
道
府
県
・
全
国
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
連
合
等
複
数
の
主
体
の
関
与
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

○
連
絡
調
整
業
務
の
意
欲
・能
力
・
実
績
等
を
評
価
す
る
た
め
の
審

査
基
準
や
選
定
対
象
者
の
人
数
等
の
制
度
の
詳
細
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。

○
必
要
に
応
じ
て
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
こ
と
。

申
請

①
こ
れ
か
ら
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
重
要
と
な
る
「
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
」

業
務
へ
の
主
体
的
な
遂
行
や
自
己
研
鑽
を
継
続
的
に
行
う
よ
う
に
促
進
す
る
。

②
今
後
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
支
え
る
人
材
の
質
・
量
と
も
に
増
加
さ
せ
、
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
実
現
す
る
。

市
町
村

地
方
公
共
団
体

の
振
興

そ
の
他
体
育
協
会
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ネットには
危険もいっぱい

警察庁
文部科学省

2018年版

他人事だと思ってない？
SNSを通じて犯罪被害に遭った子供が増えており、平成29年は過去最多です。 
特に夏休みは、様々なトラブルに巻き込まれないよう、しっかりと考えて行動しましょう！

ひがい あ

本リーフレットは小学生の保護者、中学生・高校生及びその保護者に見ていただくことを想定しています。

「タダでLINEスタンプをあげる」という人がいたのでもらっ
たら、「裸の写真を送れ」と脅された。断ると犯人は同年代の
女の子になりすまし、「私も断ったところ、ひどい目にあった」
などと言って不安にさせ裸の写真を送らされてしまった。

はだか

優しい人だと思って安心したら・・・事例１ お金欲しさに軽い気持ちで・・・事例２

気がついたら自分が加害者に・・・事例４

SNSで同級生から女子生徒の裸の動画が送信されて
きたので、深く考えずにその動画をほかの同級生に
SNSで送信してしまった。

はだか

おど

SNSで知り合って仲良くなった人に、悩みを相談したら
「慰めてあげる」、「迎えに行ってあげるよ」などと誘い出
されて、犯人に連れまわされる被害に遭ってしまった。

なぐさ さそ

あ

平成29年に検挙した実際の事例

事例３ 自画撮り画像を送信してしまい・・・
ど

はだか

人からもらった裸の動画や画像を転送するだけでも
犯罪になります。（※）

はだか

ゆうかい

誘拐や殺人事件などの重大な犯罪に巻き込まれて
しまうケースもあります。 男子にも同様の被害に遭った子供もいます。

あひがい

100人以上の子供が裸の写真などを送らされてし
まいました。

はだか

お金が欲しくてSNSで知り合った人と会い、「俺の後
ろにはヤクザがいる」などと脅されて性被害を受けて
しまった。さらに、その様子を動画に撮られネットで
流されてしまった。

ひがいおど

※児童買春・児童ポルノ禁止法違反（３年以下の懲役又は３００万円以下の罰金）
ちょうえき

えっ、送らなき
ゃ

だめだよ

わたし断った
ら

ひどい目にあ
った

あいつほんと

やばい奴だか
ら

22:52

22:53

22:54

316

児童ポルノ
提供容疑

POLICE
児童買春・
児童ポルノ
禁止法
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契約当時から利用なし
1,296（84.2％）

利用なしが8割以上！

平成29年、児童ポルノの自画撮り被害※の子供は515人
（前年比＋35人）と増加傾向。半分以上が中学生。

青少年のスマートフォン・携帯電話の所有・利用状況
被害児童数

N=1,813（平成29年）

高校生
51.9％中学生

37.3％

その他 8.5％
（有職・無職
  少年など）

小学生 2.３％

SNSで被害に遭ったのは
高校生が半分以上！

N=515（平成29年）

自画撮り被害に遭った子供の内訳

高校生
41.7％

中学生
50.3％

小学生
5.6％

その他（有職・無職少年など）2.3%

自画撮り被害は
中学生が半分以上！

利用あり
130（8.4％）

N=1,540（平成29年）

ＳＮＳ犯罪被害が過去最多！
ひがい

平成29年、ＳＮＳを通じて児童ポルノや児童買春などの犯罪被害に遭った子供は1,813人（前年比＋77人）で、過去最多。
被害は高校生が半分以上。

ひがい あ

1,736

H25 H26 H27 H28 H29

1,293
1,421

1,652 1,813

59.5％ 66.4％ 68.3％ 69.1％ 72.1％

過去最多を

更新！

被害に遭った子供
ひがい あ

被害に遭った子供の内訳
ひがい あ

被害児童数が多いサイト

Twitter…695

ひま部…181
LINE…105
ぎゃるる…97
ツイキャス…52

その他…683

ひがいど

自画撮り被害増加！
ひがいど

ど ひがい あ

被害に遭った子供のうち、９割以上がフィルタリングを
利用していなかった。

フィルタリング状況

あひがい

ど ひがい

※「自画撮り被害」とは、だまされたり、脅されたりして子供が自分の裸を撮影

　させられた上、SNSなどで送信させられる被害をいう。

ど ひがい おど はだか

あひがい

被害に遭わないためにできること（保護者の皆様へ）
ひがい あ

内閣府ホームページ
保護者向け普及啓発リーフレット

http://www8.cao.go.jp/youth/
kankyou/internet_use/leaflet.html

http://www.keisatukyoukai.or.jp/
untitled29.html

公益財団法人警察協会
インターネット利用に係る児童の
犯罪被害等防止啓発

必ずフィルタリングを！
平成29年6月、青少年インターネット
環境整備法が改正され、新規契約時や
機種・名義変更時に、販売店などに、青
少年確認・フィルタリング説明などの
義務が新設されました。
しっかり説明を受けて、年齢や利用に
応じたフィルタリングを設定しま
しょう。

家庭でのルール作りを！
日頃から子供の能力・発達に見合った
ネットの使い方を家庭で考えてみま
しょう。
内閣府では子供が安全に安心してネッ
トを利用できるように家庭でのルール
作りの例などを紹介しています。

実際の手口を知りましょう！
警察庁では、ネットでの児童の犯罪被
害等防止啓発動画を作成しています
ので、是非ご覧下さい。

もしもこのようなトラブルや犯罪被害に遭ってしまったら
ひがい あ

警察庁ホームページ
都道府県警察の少年相談窓口について

https://www.npa.go.jp/bureau/
safetylife/syonen/soudan.html

最寄りの警察本部の相談窓口につながります。

警察相談専用電話

♯9110
ひがい

性犯罪被害相談電話

♯8103（ハートさん）

各都道府県警察では、いじめ、犯罪などの被害に苦
しむお子さんや、ご家族のために少年相談窓口を
開設しています。いつでも遠慮なくご相談下さい。

ひがい

※緊急の事件・事故の場合は「110」番へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話の発信地域を管轄する警察の性犯罪被害相談電話窓口につながります。

こうしん

ひがい

スマートフォン、
パソコン
どちらでも

ご覧いただけます。

（人）

ひがい

契約時は利用していたが

被害当時は利用なし
114（7.4％）

ひがい

「被害当時は利用なし」も
併せて９割以上に!

ひがい
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編
集・
発
行
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
男
女
共
同
参
画
学
習
課
　
平
成
28
年
3月

〒
10
0-
89
59
 東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
3-
2-
2

TE
L 
03
-5
25
3-
41
11
（
内
線
 3
46
2）

監
修
　
消
費
者
教
育
推
進
委
員
会

上
村
　
協
子
　
 東
京
家
政
学
院
大
学
現
代
生
活
学
部
 教
授

奥
　
　
千
加
　
 埼
玉
県
立
本
庄
高
等
学
校
 教
頭

　
　
　
　
　
　
 元
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課
 指
導
主
事

柿
野
　
成
美
　
 公
益
財
団
法
人
消
費
者
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
 総
括
主
任
研
究
員

清
國
　
祐
二
　
 香
川
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長

須
黒
真
寿
美
　
 公
益
社
団
法
人
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会
 参
与

西
村
　
隆
男
　
 横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
 教
授

萩
原
な
つ
子
　
 立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
 教
授

水
川
　
和
彦
　
 岐
阜
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
総
括
監

文
部
科
学
省
　
◎
消
費
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

ht
tp
://
w
w
w
.m
ex
t.g
o.
jp
/a
_m
en
u/
ik
us
ei
/s
yo
uh
is
ha
/in
de
x.
ht
m

消
費
者
庁
　
◎
消
費
者
教
育
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

ht
tp
:/
/w
w
w
.c
aa
.g
o.
jp
/k
po
rt
al
/i
nd
ex
.p
hp

独
立
行
政
法
人
 国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

TE
L 
03
-3
44
3-
62
11
　
ht
tp
:/
/w
w
w
.k
ok
us
en
.g
o.
jp
/

（
敬
称
略
　
五
十
音
順
）

◎
委
員
長
／
○
啓
発
資
料
作
成
部
会
長

◎○

者
費

消
教
育
の
ヒ
ン
ト
＆
事
例
集

ど
こ
で
も

い
つ で
も

だ
れ

で
も
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2
3

た
し
た
ち
は
、生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、生
涯
を
通
じ
て
「
消
費
者
」
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、誰
も
が
消
費
者
で
す
。

一
生
涯
、消
費
を
通
じ
て
社
会
と
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
消
費
は
、個
人
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

社
会
の
在
り
方
を
も
変
え
る
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、安
心
し
て
豊
か
な
消
費
生
活
を
送
る
た
め
に
、

合
理
的
な
意
思
決
定
が
で
き
る「
自
立
し
た
消
費
者
」に
と
ど
ま
ら
ず
、

社
会
の
一
員
と
し
て
、 持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
、積
極
的
に
関
与
す
る

「
消
費
者
」に
な
る
こ
と
が
今
、求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ

平
成
24
年
12
月
に「
消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、

消
費
者
教
育
は
、幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
各
段
階
に
応
じ
て
体
系
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

実
践
事
例
は
14
-1
5P

環
境
や
も
の
を

大
切
に
し
よ
う

こ
ん
な
に

使
え
な
い
わ
…

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

商
品
に
し
よ
う

実
践
事
例
は
10
-1
1P

バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら

火
が
！

ブ
レ
ー
キ
も

大
丈
夫
！

安
全
な
お
も
ち
ゃ
は

ど
れ
か
し
ら
？

こ
ん
な
サ
イ
ト

利
用
し
て
な
い

こ
れ
は

ニ
セ
モ
ノ
だ
！

実
践
事
例
は
12
-1
3P

買
っ
て

買
っ
て
～
！

残
さ
ず

食
べ
な
さ
い
！

い
い
な
ー

こ
れ
欲
し
い
！

返
済

ど
う
し
よ
う
…

実
践
事
例
は
8-
9P
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私
た
ち
消
費
者
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
様
化・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。「
消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針（
平
成
25
年
6月
28

日
閣
議
決
定
）」
で
は
、こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
、消
費
者
教
育
の
対
象
領
域
を
4つ
に
分
類
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
育
む
べ
き
力
を
示

し
て
い
ま
す
。

4
5

消 消
費
者
を
取
り
巻
く
課
題

費
者
教
育
を
通
じ
て
育
む
べ
き
力

消
費
者
教
育
の
指
導
者
の
役
割

費
者
教
育
を
通
じ
て
育
む
べ
き
力
と
指
導
者
の
役
割

域地
校学

N
PO

教
員
O
B

事
業
者（
団
体
）

大
学

PT
A

民
生
委
員

福
祉
関
係
者

消
費
者
団
体

法
曹
関
係
者

学
校（
教
員
）

教
育
委
員
会コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
社
会
教
育
主
事
、消
費
生
活
相
談
員
等
）

消

消
費
者
教
育
を
通
じ
て
育
む
べ
き
力

＜
先
生
方
へ
＞

　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、社
会
科
、公
民
科
、技

術・
家
庭
科
、家
庭
科
等
に
お
い
て
消
費
者
教
育
の
教
育
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、着
実
に
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
指
導
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
際
、指
導
の
一

層
の
充
実
に
向
け
、地
域
の
専
門
家
と
連
携
す
る
な
ど
の
工
夫
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、上
記
以
外
の
教
科
等
の
指
導
に
当
た
っ
て
も
、児
童
生

徒
の
学
び
が
実
生
活
に
生
か
せ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、消
費
生
活

で
の
実
践
的
な
力
を
育
む
観
点
か
ら
捉
え
直
し
て
み
る
と
効
果

的
で
す
。

＜
社
会
教
育
主
事
の
方
へ
＞

　
消
費
者
教
育
は
、生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の

場
合
、消
費
生
活
に
関
わ
る
全
て
の
こ
と
を
対
象
と
し
、最
新
の
情
報
を
基
に
学
習
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、消
費
者
団
体
、事
業
者
等
と
の

連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
多
様
な
関
係
者
を
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、社
会
教
育
主
事
の

方
々
が
日
頃
の
活
動
で
形
成
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て

の
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
地
域
に
お
い
て
、新
た
に
消
費
者
教
育
を
始
め
る
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、例
え
ば
、環
境
や
食
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
域
の
既
存
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、各
団
体
の
活
動
に「
消
費
者
」の
視
点
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
豊
か

な
学
び
を
つ
くり
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
消
費
者
教
育
は
、被
害
に
遭
わ
な
い
消
費
者
、合
理
的
な
意
思
決
定
が

で
き
る
消
費
者
の
育
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、消
費
に
関
す
る
行
動
を
通
じ
て
、社

会
の
一
員
と
し
て
、よ
り
よ
い
社
会
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
関
与
す
る

消
費
者
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、消
費
者
教
育
で
は
知
識
の

定
着
を
図
り
、社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
実
践
的
な
能
力
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
指
導
者
の
方
々
に
は
以
下
に
示
す
課
題
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、消
費
者

教
育
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築

　「
消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
平
成
24
年
法
律
第
61
号
）」

に
お
い
て
、消
費
者
教
育
に
は「
消
費
者
が
主
体
的
に
消
費
者
市
民
社
会

の
形
成
に
参
画
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
及
び
関
心
を
深
め
る

た
め
の
教
育
を
含
む
。」
と
定
義
付
け
ら
れ
、そ
の
積
極
的
な
取
組
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
社
会
的
自
立
の
力
を
育
む

　
平
成
27
年
6月
に
選
挙
権
年
齢
を
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
公

職
選
挙
法
改
正
法
が
成
立
し
、新
た
に
有
権
者
と
な
る
若
い
人
た
ち
の
政

治
的
教
養
を
育
む
教
育
の
必
要
性
は
更
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、民
法
の
成
年
年
齢
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。
成
年
年
齢
を
引
き
下
げ
て
も
消
費
者
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
、

高
等
学
校
段
階
ま
で
に
、社
会
に
お
い
て
消
費
者
と
し
て
の
合
理
的
な
意

思
決
定
能
力
を
育
む
た
め
の
学
習
機
会
を
設
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
全
体
で
の
学
び
の
展
開

　
中
央
教
育
審
議
会
答
申「
新
し
い
時
代
の
教
育
や
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
た
学
校
と
地
域
の
連
携・
協
働
の
在
り
方
と
今
後
の
推
進
方
策
に
つ

い
て
」（
平
成
27
年
12
月
21
日
）で
は
、地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の

転
換
や
地
域
の
様
々
な
機
関
や
団
体
等
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
な
が

ら
、学
校
、家
庭
及
び
地
域
が
相
互
に
協
力
し
、地
域
全
体
で
学
び
を
展
開

し
て
い
く
教
育
体
制
の
構
築
等
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
被
害・
ト
ラ
ブ
ル
額

約
6.
7兆
円（
20
14
年
推
計
）

消
費
者
白
書
D
AT
A

消
費
者
庁
に
通
知
さ
れ
た

消
費
者
事
故
等
1万
20
78
件

（
20
14
年
度
）

消
費
者
白
書
D
AT
A

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
は

8年
間
で
約
3倍
に
増
加（
20
05
年

3.
5兆
円
→
20
13
年
11
.2
兆
円
）

消
費
者
白
書
D
AT
A

・
商
品
の
不
具
合
に
よ
る
事
故
、健
康
被
害

・
誤
っ
た
使
い
方
に
よ
る
事
故
、

　
健
康
被
害

・
食
の
安
全
に
関
わ
る
問
題

・
悪
質
商
法・
詐
欺

・
契
約
ト
ラ
ブ
ル（
詐
欺・
悪
質
商
法
を
含
む
）

・
借
金
、多
重
債
務

・
家
計
の
管
理
、生
活
設
計

・
消
費
者
の
権
利
と
責
任

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

・
情
報
モ
ラ
ル・
リ
テ
ラ
シ
ー

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

安
全・
安
心
を
求
め
る
力

・
商
品
安
全
の
理
解
と

　
危
険
を
回
避
す
る
能
力

・
ト
ラ
ブ
ル
対
応
能
力

社
会
の
一
員
と
し
て
行
動
す
る
力

・
消
費
が
も
つ
影
響
力
の
理
解

・
持
続
可
能
な
消
費
の
実
践

・
消
費
者
の
参
画・
協
働

日
本
に
お
け
る
食
品
ロ
ス

年
間
50
0～
80
0万
ト
ン

（
20
11
年
度
推
計
）

消
費
者
白
書
D
AT
A

・
環
境・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

・
食
糧
自
給
率
と
食
品
ロ
ス
の
問
題

・
地
域
経
済
の
衰
退

・
世
界
の
貧
困
、児
童
労
働

選
ぶ
力・
計
画
す
る
力

・
選
択
し
、契
約
す
る
こ
と
へ
の

　
理
解
と
考
え
る
態
度

・
生
活
を
設
計・
管
理
す
る
能
力

情
報
を
見
抜
き
、活
用
す
る
力

・
情
報
の
収
集・
処
理・
発
信
能
力

・
情
報
社
会
の
ル
ー
ル
や
情
報
モ
ラ
ル
の

　
理
解

・
消
費
生
活
情
報
に
対
す
る
批
判
的
思
考
力

「
消
費
者
市
民
社
会
」の
構
築

生
活
の
管
理
と
契
約

商
品
等
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全

情
報
と
メ
デ
ィ
ア

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
施
設
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1

6
7

消
費
者
教
育
の
領
域
別
に
、「
学
校
に
お
け
る
授
業
」や
「
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
消
費
者
教
育
」の
事
例
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
授
業
や
地
域
の
活
動
を
実
生
活
の

場
面
で
捉
え
直
す
と
、消
費
者
と
し
て
の
実

践
的
な
力
が
育
ま
れ
ま
す
。

本
冊
子
で
は
、様
々
な
実
践
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す

費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

ヒ
ン
ト

2
学
び
を
重
ね
、視
野
を
広
げ
る

ヒ
ン
ト

学
校
、家
庭
、地
域
等
の
様
々
な
場
に
お
い
て
、消
費
者
教
育
に
取
り

組
む
た
め
に
は
、関
係
者
が
得
意
な
分
野
を
生
か
し
合
い
、相
互
に

連
携
し
て
取
り
組
む
と
効
果
的
で
す
。

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、消
費
者
団
体
、事
業
者
等
が
作
成

し
た
教
材
や
出
前
講
座
の
活
用

・
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
よ
る
外
部
講
師
の
活
用

・
公
民
館
活
動
や
学
校
支
援
地
域
本
部
、P
TA
活
動
等
既

存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
取
組
を
活
用

3
得
意
分
野
を
生
か
し
合
う

ヒ
ン
ト

連
携・
協
働
に
よ
る
消
費
者
教

育
の
取
組
に
つ
い
て
、プ
ロ
セ

ス
や
活
動
内
容
、関
係
者
の
感

想
な
ど
も
含
め
詳
し
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
既
存
の
取
組
を

活
用
し
た
消
費
者
教
育
の
事

例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
消
費
者
問
題
を
解
決
す

る
手
立
て
を
探
る

【
中
学
校・
社
会
科
】

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
の
仕
組
み
を

数
学
的
に
考
察
す
る

【
高
等
学
校・
数
学
科
】

親
子
で
金
銭
感
覚
を
身
に
付
け

る（
熊
本
県
長
洲
町
）

製
品
の
事
故
に
対
し
消
費
者
の

意
見
を
発
信
す
る

【
中
学
校・
技
術・
家
庭
科
】

電
気
機
器
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る

【
中
学
校・
技
術・
家
庭
科
】

科
学
的
に
子
供
の
事
故
を
予
防

す
る（
長
崎
県
大
村
市
、N
PO
法

人
Lo
ve
&
Sa
fe
ty
お
お
む
ら
）

ES
D 
の
視
点
で
食
材
の
購
入
に

つ
い
て
考
え
る

【
高
等
学
校・
家
庭
科
】

身
近
な
商
品
を
通
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
育
て
る

【
中
学
校・
外
国
語
科
】

「
地
域
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
」で

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

す（
石
川
県
七
尾
市
 能
登
島
公

民
館
）

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

商
品
の
購
入
に
つ
い
て
考
え
る

【
小
学
校・
社
会
科
】

CM
制
作
を
通
し
て
思
考
力
を

養
う

【
高
等
学
校・
情
報
科
】

子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を

大
人
が
支
え
る（
秋
田
県
教
育
庁

生
涯
学
習
課
）

領
域

学
校
に
お
け
る
授
業

消
費
者
教
育
の
中
核
的
な
教
科
に
お
け
る
授
業

「
消
費
者
」の
視
点
を
持
っ
た
授
業

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

消
費
者
教
育

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
安
全

情
報
と
メ
デ
ィ
ア

消
費
者
市
民
社
会

の
構
築

生
活
の
管
理
と

契
約

学
校

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

社
会
科：
お
店
の
し
ご
と

算
数
科：
正
し
い
計
算家
庭
科：
計
画
的
な
買
い
物

外
国
語
科：
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

技
術・
家
庭
科：
消
費
者
の
権
利
と
責
任

家
庭
科：
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、多
重
債
務

理
科：
環
境
に
与
え
る
影
響

公
民
科

契
約
に
よ
り
生
じ
る
責
任

 情
報
科：
情
報
モ
ラ
ル
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

地
域

PT
A
の
取
組

親
子
で
お
金
を
学
ぶ

家
庭
で
お
買
い
物
ご
っ
こ

農
作
物
の
栽
培
体
験

地
域
を
支
え
る

地
産
地
消

地
元
企
業
の
工
場
見
学

公
民
館
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
の
出
前
講
座

家
庭
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ル
ー
ル
作
り

領
域
別

実
践
事
例

p.
8～
15

連
携・
協
働
に

よ
る
実
践
事
例

p.
16
～
19

既
存
の

取
組
を
生
か
し
た

実
践
事
例

p.
20

専
門
家
と
の
テ
ィ
ー
ム・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
子
供
た
ち
の
意
識
が
変
わ
る

（
岐
阜
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー・
岐
阜
市
教
育
研
究
所
）

ES
Dや
消
費
者
教
育
を
地
域
み
ん
な
で
実
践
す
る

（
岡
山
市
京
山
地
区
ES
D推
進
協
議
会・
岡
山
市
立
京
山
公
民
館
）

銭
函
小
学
校
父
母
と
先
生
の
会
に
よ
る
金
銭
教
育
研
修
会
の
実
施

（
）

太
田
南
小
学
校
コ
ラ
ボ・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
伝
統
野
菜
の
栽
培

（
秋
田
県
大
仙
市
立
太
田
南
小
学
校
）

公
民
館
が
つ
な
ぐ
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
を
生
か
し
た
地
元
特
産
品
づ
く
り

（
山
口
県
長
門
市
中
央
公
民
館
）

消

消
費
者
の
視
点
を
プ
ラ
ス

実
践
的
な
力

発
達
段
階
に
応
じ
て
学
習

を
重
ね
る
こ
と
で
、多
面
的

な
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

「
買
い
物
」を
テ
ー
マ
と
し
た
場
合
の
消
費
者
と
し
て
の
視
野
の
広
が
り

こ
の
領
域
別
実
践
事
例
で
は
、よ
り
身
近
な
消
費
生
活
の
場
面
か
ら
消
費
者
教
育
を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
消
費
者
教
育
の
4
領
域
の
順
番
を
入
替
え
て

い
ま
す
。

学
校
の
授
業

・
選
ぶ
力・
計
画
す
る
力

・
安
全・
安
心
を
求
め
る
力

・
情
報
を
見
抜
き
、活
用
す
る
力

・
社
会
の
一
員
と
し
て
行
動
す

　
る
力

地
域
の
活
動

こ
れ
ま
で
の
授
業
や
活
動
に「
消
費
者
」の
視
点
を
プ
ラ
ス

実
生
活
の
場
面
で
捉
え
直
す

（
観
点：
安
全
、情
報
収
集
、モ

ラ
ル
、危
険
回
避
、環
境
、社

会
に
与
え
る
影
響
…
） 1つ

の
情
報
に

惑
わ
さ
れ
ち
ゃ
ダ
メ
だ

原
産
国
の
生
産
者

の
こ
と
を
考
え
た

買
い
方
も
必
要
だ
ね

表
示
を
よ
く
見
て

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ

で
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
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「
子
供
の
た
め
の
お
金
の
教
室
」

・
対
象：
小
学
校
高
学
年

・
る
え
考
て
い
つ
に」

要
必
と
い
し
欲

「」
り
く
り
や
の
金
お
「：マ

ー
テ
・「
人
生
い
ろ
い
ろ
や
り
く
り
ゲ
ー
ム
」を
実
施
、お
金
の
や
り
く
り
の
擬
似
体
験
を
行
う

「
親
子
の
た
め
の
お
金
の
教
室
」

・
対
象：
小・
中
学
生
の
保
護
者

・
テ
ー
マ：
携
帯
電
話
を
通
し
て
考
え
る
お
金
と
の
付
き
合
い
方

・
子
供
の
携
帯
電
話
で
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
基
に
、青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、携
帯
電
話
と
子
供
の
関
係
や
お
金
の
使
い
方
に

つ
い
て
情
報
や
意
見
の
交
換
を
す
る

■
指
導
上
の
工
夫

●
個
人
か
ら
社
会
へ
、視
野
の
広
が
り
を
持
た
せ
る
。

●「
小
集
団
で
考
え
さ
せ
る
際
、国
、消
費
者
、企
業・
事
業
者
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
検
討
さ
せ
る
。

●
他
の
単
元
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

●
課
題
追
究
学
習
の
事
例
と
し
て
消
費
者
問
題
を
取
り
上
げ
、消
費

者
教
育
に
か
け
る
時
間
を
確
保
し
て
い
る
。

■
授
業
内
容

消
費
者
保
護
の
仕
組
み
と
薬
害
の
概
要
を
知
り
、社
会
の
一
員
と
し
て

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
小
集
団
で
追
究
し
、発
表
す
る
。さ
ら
に
自
分
の

関
心
に
基
づ
き
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
調
べ
、発
表
す
る
。

8
9

領
域
別
 実
践
事
例
Ⅰ

活
の
管
理
と
契
約

身
近
な
消
費
者
問
題
を
解
決
す
る
手
立
て
を
探
る

単
元
名

よ
り
よ
い
消
費
生
活
を
目
指
し
て

第
1次

第
1次

①
ク
イ
ズ
を
通
し
て
ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
に
つ
い
て
学
ぶ
。

②
消
費
者
保
護
の
仕
組
み
に
つ
い
て
知
る
。

第
2次

第
2次

①
薬
害
の
概
要
、薬
害
が
起
こ
る
背
景
を
知
る
。

②「
ど
う
す
れ
ば
薬
害
が
起
こ
ら
な
い
社
会
に
な
る
か
」

　
を
考
え
、発
表
す
る
。

第
3次

材教
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ク
ー
リ
ン
グ・

　
オ
フ
で
き
る
の
は
ど
ん
な
時
？
」

・
厚
生
労
働
省
発
行
の
副
教
材「
薬
害
を
学
ぼ
う
」

容内業授

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
取
引
の
増
加
、情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
速
な
進
展
、

高
齢
化
の
一
層
の
進
行
な
ど
の
社
会
経
済
情
勢
の
下
で
、そ
の
ト
ラ
ブ
ル
内
容
は
、

ま
す
ま
す
複
雑
で
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
適
切
な
情
報
収
集
と
選
択
に
よ
る
将
来
を
見
通
し
た
意
思
決
定
に
基
づ
き
、自
ら

　
の
生
活
の
管
理
と
健
全
な
家
計
運
営
が
で
き
る
力

・
契
約
締
結
に
よ
っ
て
発
生
す
る
権
利
や
義
務
を
明
確
に
理
解
で
き
、違
法・
不
公

　
正
な
取
引
や
勧
誘
に
気
付
き
、ト
ラ
ブ
ル
の
回
避
や
事
業
者
等
に
対
し
て
補
償
、

　
改
善
、再
発
防
止
を
求
め
て
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
力

生

消
費
者
教
育
の
中
核
的
な
教
科
に
お
け
る
授
業

3年
生
 社
会
科

中
学
校

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
の
仕
組
み
を
数
学
的
に
考
察
す
る

「
消
費
者
」の
視
点
を
持
っ
た
授
業

数
学
科（
数
学
B）

等
高

学
校

親
子
で
金
銭
感
覚
を
身
に
付
け
る

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
消
費
者
教
育

長
洲
町

熊
本
県

取
組
の
き
っ
か
け

日
頃
の
相
談
対
応
か
ら
、幼
少
期
か
ら
の
金
銭
教
育
の
必
要
性
を
実
感
。地
域
の
N
PO
と
の
連
携
で
家

計
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
。P
TA
の
学
校
行
事
の
一
環
で
セ
ミ
ナ
ー
の
出
前
講
座
を
実
施
。

■
実
践
内
容

長
洲
町
消
費
者
行
政
推
進
委
員
会
を
設
置（
長
洲
町
総
務
課
）

町
の
消
費
者
行
政
の
機
能
を
補
完
す
る

消
費
者
を

取
り
巻
く
課
題

本
領
域
で

育
む
べ
き
力

材
教 　
30
万
円
の
買
い
物
を
し
、月
々
の
支
払
い
時
に
、残
金
に

対
し
て
お
よ
そ
1.
25
％
の
手
数
料（
利
息
）が
か
か
る
リ
ボ
ル

ビ
ン
グ
払
い
に
し
た
と
す
る
。例
え
ば
、こ
の
場
合
の
1回
目
の

37
50
（
円
）で
あ
る
。

　
月
々
の
支
払
い
で
、手
数
料
を
合
わ
せ
て
5千
円
を
返
済
し

て
い
く
方
式（
元
利
定
額
方
式
）の
場
合
、何
回
で
完
済
で
き

る
だ
ろ
う
か
。

n+
1回
目
の
支
払
後
の
残
高

（
n

（
n回

目
の
支
払
後
の
残
高
）5
00
0

漸
化
式

n回
目
の
支
払
後
の
残
高
を
a n
と
し
て
漸
化
式
を
用
い

て
表
す
と

a n
＋
1＝
1.
01
25
a n
50
00
　
　
a

1＝
29
87
50

家
計
管
理

セ
ミ
ナ
ー
の

実
施

■
授
業
内
容

数
列
や
漸
化
式
の
学
習
に
お
い
て
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
の
支
払
回
数
や
総
額
を
計

算
し
、さ
ら
に
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
の
長
所・
短
所
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
1次

リ
ボ
払
い
の
仕
組
み
を
数
列
や
漸
化
式
を
用
い
て
考
察
、何
回
で

支
払
が
終
わ
る
か
、総
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
を
考
え
る
。

第
2次

利
用
額
や
月
々
の
支
払
額
を
変
更
し
、リ
ボ
払
い
の
長
所・
短
所
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

容内業授

日
頃
の
相
談
対
応
か
ら
見
え
て
き
た
消
費
者
教
育
の
必
要
性

題
課

域
地　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

●
実
際
に
支
払
い
回
数
を
計
算
す
る
こ
と
で
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
の
危
険
性
を
理

解
す
る
。

　
 ア
レ
ン
ジ

●
高
等
学
校
家
庭
科
で
多
重
債
務
を
扱
う
の
で
相
互
に
連
携
す
る
と
効
果
的
で

あ
る
。

●
小
学
校
算
数
科
や
中
学
校
数
学
科
で
も
買
い
物
の
場
面
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で

消
費
者
の
視
点
を
も
っ
た
授
業
に
な
る
。

ど
う
す
れ
ば
薬
害
が
起
こ
ら
な

い
社
会
に
な
る
の
だ
ろ
う
？

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

●
親
子
で
お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

●
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
擬
似

的
に
学
ぶ
。

　
 連
携
の
ポ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
す
る
際
に
、町
の
担
当

者
、N
PO
、P
TA
役
員
、保
護
者
が
企
画

会
議
に
参
加
し
て
い
る
。

　
 ア
レ
ン
ジ

子
供
会
、放
課
後
子
供
教
室
、家
庭
教
育

学
級
な
ど
で
も
実
施
可
能

ht
tp

://
w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/b
un

ya
/iy

ak
uh

in
/y

ak
ug

ai
/

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

①
自
分
の
関
心
に
基
づ
い
て
消
費
者
問
題
を
調
べ
る

②
発
表
し
合
う

「
人
生
い
ろ
い
ろ
や
り
く
り
ゲ
ー
ム
」の
教
材
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課
題
の
共
有・

行
動

手
の
大
き
さ
と
ブ
レ
ー
キ
の
幅
が
合
っ
て
い
な
い
と
事
故
に

つ
な
が
る
事
を
小
学
校
で
の
実
験
を
通
し
、科
学
的
に
実
証

し
、教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。こ
れ
を
用
い
、自
転
車

の
点
検
の
重
要
性
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
、マ
ナ
ー
の
励
行
な
ど

を
広
く
伝
え
た
。そ
の
他
に
も
、課
題
が
見
つ
か
っ
た
ら
、学

校
や
保
護
者
、行
政
、警
察
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

解
決
策
を
見
つ
け
、実
施
す
る
。

情
報
発
信・

共
有

救
急
搬
送
さ
れ
た
子
供
の
重
症
例
に
関
わ
る
製
品
で
、一
番

多
か
っ
た
の
は
自
転
車
だ
っ
た
。自
転
車
事
故
予
防
は
、大

村
市
が
取
り
組
む
優
先
課
題
で
あ
る
と
決
定
。こ
の
情
報
を

行
政
や
N
PO
が
発
信
。

■
授
業
内
容

事
故
を
起
こ
し
た
製
品
に
つ
い
て
企
業
へ
の
ク
レ
ー
ム
を
考
え
、ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
を
通
し
て
消
費
者
と
し
て
意
見
を
発
信
す
る
こ
と
を
体
験
す
る
。

■
指
導
上
の
工
夫

●
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
を
意
見
交
流
し
、

消
費
者
と
し
て
の
適
切
な
行
動
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

■
実
践
内
容

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

●
製
作
に
と
ど
ま
ら
ず
事
業
者
の
立
場
で「
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
。

●
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
通
し
て
安
全
に
関
す
る
表
示
の
意
味
を
知
り
、消
費

者
の
立
場
で
正
し
い
使
い
方
や
保
守
点
検
の
重
要
性
を
理
解
す
る
。

■
授
業
内
容

電
気
機
器
の
取
扱
説
明
書
か
ら
安
全
な
使
い
方
や
注
意
事
項
を
知
り
、前
時

に
作
っ
た
手
回
し
発
電
機
付
き
ラ
ジ
オ
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

●
自
転
車
事
故
の
現
状
を
科
学
的
に
分
析
し
、具
体
策
を
提
案

し
て
い
る
。

　
 連
携
の
ポ
イ
ン
ト

●
大
村
市
と
N
PO
を
中
心
に
、各
機
関（
図
）と
の
連
携
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。

●
デ
ー
タ
を
公
表
す
る
こ
と
で
課
題
を
共
有
し
、連
携
す
る
目

的
の
具
体
化
を
図
る
。

　
 ア
レ
ン
ジ

●
子
供
で
も
、自
転
車
事
故
の
加
害
者
に
な
り
得
る
こ
と
を
伝

え
、損
害
保
険
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、子
供
自
身
の
予
防
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
。

10
11

領
域
別
 実
践
事
例
Ⅱ

製
品
の
事
故
に
対
し
消
費
者
の
意
見
を
発
信
す
る

題
材
名

自
立
し
た
消
費
者
に
な
ろ
う

お
店（
企
業
）に
伝
え
る
こ
と
や
、手
元
に
用
意
す
べ
き
も
の
を
考
え
る
。

お
店
と
消
費
者
の
立
場
か
ら
セ
リ
フ
を
考
え
、ペ
ア
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
を
行
い
、発
表
す
る
。

業授 ）間時１（れ流の消
費
者
教
育
の
中
核
的
な
教
科
に
お
け
る
授
業

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
経
験
し
た
よ
う
な
こ
と
が
社
会
を
変
え
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
こ
と
を
伝
え
る
。

前
時
に「
消
費
者
の
権
利
と
責
任
」に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
確
認
す
る
。

「
取
扱
説
明
書
」を
調
査

電
気
機
器
の
取
扱
説
明
書
を
持
参
し
、安
全
に
関
す
る
注
意
事
項
や
保

守
点
検
に
関
わ
る
内
容
を
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
る
。

調
査
内
容
の
発
表
お
よ
び
共
有
化

共
通
す
る
内
容
を
ま
と
め
、マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
一
般
化
す
る
。

安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

前
時
に
製
作
し
た
手
回
し
発
電
機
付
き
ラ
ジ
オ
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、安
全
な
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
、発
表
す
る
。

れ流の業授 １（ ）間時

技
術・
家
庭
科（
家
庭
分
野
）

中
学
校

電
気
機
器
の
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

「
消
費
者
」の
視
点
を
持
っ
た
授
業

技
術・
家
庭
科（
技
術
分
野
）

中
学
校

科
学
的
に
子
供
の
事
故
を
予
防
す
る

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
消
費
者
教
育

教
材

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
台
本

安
全
に
関
す
る
表
示
の
意
味
を
理
解
さ
せ
る

現
状
把
握・

科
学
的
検
証

大
村
市
の
医
療
機
関
で
収
集
し
た
子
供
の
事
故
デ
ー
タ
を

科
学
的
に
分
析

ま
た
、小
・中
・
高
等
学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
現

状
把
握

子
供
の
自
転
車
事
故
の
予
防

題
課

域
地

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全

日
常
生
活
に
お
い
て
、家
電
製
品
か
ら
の
発
火
に
よ
る
火
災
や
、食
中
毒
、ア

レ
ル
ギ
ー
事
故
な
ど
、生
命・
身
体
に
関
わ
る
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
商
品
等
や
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
収
集
に
努
め
、内
在
す
る
危
険
を
予
見
し
、

安
全
性
に
関
す
る
表
示
等
を
確
認
し
、危
険
を
回
避
で
き
る
力

・
商
品
等
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
事
故・
危
害
が
生
じ
た
際
に
、事
業
者
に
対
し

て
補
償
や
改
善
、再
発
防
止
を
求
め
て
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
力

商
消
費
者
を

取
り
巻
く
課
題

本
領
域
で

育
む
べ
き
力

消
費
者
の
権
利
と
責
任

【
権
利
】

【
責
任
】

　
 ア
レ
ン
ジ

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
に
関
す
る
技
術
」か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
環

境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

１
．安
全
が
確
保
さ
れ
る
権
利

２
．選
択
す
る
権
利

３
．知
ら
さ
れ
る
権
利

４
．意
見
が
反
映
さ
れ
る
権
利

５
．消
費
者
教
育
を
受
け
ら
れ
る
権
利

６
．被
害
の
救
済
を
受
け
ら
れ
る
権
利

７
．基
本
的
な
需
要
が
満
た
さ
れ
る
権
利

８
．健
全
な
環
境
が
確
保
さ
れ
る
権
利

１
．批
判
的
意
識
を
持
つ
責
任

２
．主
張
し
行
動
す
る
責
任

３
．社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮
責
任

４
．環
境
へ
の
配
慮
責
任

５
．連
帯
す
る
責
任

「
消
費
者
の
権
利
と
責
任
」に
つ
い
て
、パ
ソ
コ
ン
の
充
電
器
の
事
故

を
例
に
具
体
的
に
考
え
る
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
通
し
て
、消
費
者
の「
意
見
が
反
映
さ
れ
る

権
利
」や
「
主
張
し
行
動
す
る
責
任
」に
つ
い
て
確
認
す
る
。

大
村
市

N
PO

教
育
機
関

警
察

消
防

医
療
機
関

産
業
技
術

総
合

研
究
所

大
村
市
、　
　
　
　
　
　
  L
ov
e 
&
 S
af
et
yお
お
む
ら

県
長
崎

O
法
人

N
P Lo

ve
 &
 S
af
et
y
お
お
む
ら
の
体
制
図
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■
授
業
内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
テ
ル
予
約
サ
イ
ト
、お
客
様
の
声
な
ど
か
ら
情
報
の
判
断
の
仕
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

■
指
導
上
の
工
夫

●
実
際
の
画
面
で
情
報
を
見
せ
て

判
断
さ
せ
る
。

●「
お
客
様
の
声
」を
取
り
上
げ
る

こ
と
で
、自
分
た
ち
は
情
報
の
受

取
側
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、情
報

の
発
信
側
に
も
な
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
る
。

　
 ア
レ
ン
ジ

●
C
M
制
作
を
宣
伝
文
作
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
り

な
ど
に
変
え
る
こ
と
で
、小
・中
学
校
の
国
語
科

や
図
画
工
作
科
、美
術
科
で
も
実
践
で
き
る
。

12
13

領
域
別
 実
践
事
例
Ⅲ

報
と
メ
デ
ィ
ア

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
商
品
の
購
入
に
つ
い
て
考
え
る

単
元
名

情
報
を
生
か
す
わ
た
し
た
ち

商
品
に
は
定
価
の
あ
る
も
の（
本
な
ど
）と
、値
段
が
変
動
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
話
し
合
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
テ
ル
予
約
サ
イ
ト
を
実
際
に
見
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
予
約
で
き

る
こ
と
を
知
る
。

「
お
客
様
の
声
」の
最
高
評
価
と
最
低
評
価
の
内
容
を
確
認
す
る
。

教
材

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

授 業 の 流 れ （ １ 時 間 ）

情

消
費
者
教
育
の
中
核
的
な
教
科
に
お
け
る
授
業

C
M
の
意
図
を
考
え
る

CM
を
鑑
賞
し
、制
作
者
の
意
図
は
何
か
を
考
え
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

情
報
の
選
択
の
仕
方
で
意
図
的
に
情
報
を
作
り
出
せ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

C
M
の
制
作

動
画
編
集
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
写
真
と
コ
メ
ン
ト
と
曲
を
組
み
合
わ
せ
CM
を
制
作
す
る
。

CM
か
ら
受
け
た
印
象
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
、相
手
に
伝
え
る
。

授 業 の 流 れ （ １ 時 間 ）

5年
生
 社
会
科

小
学
校

C
M
制
作
を
通
し
て
思
考
力
を
養
う

「
消
費
者
」の
視
点
を
持
っ
た
授
業

情
報
科

等
高

学
校

子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
大
人
が
支
え
る

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
消
費
者
教
育

教
育
庁
生
涯
学
習
課

秋
田
県

■
実
践
内
容

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

●
子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
問
題
を
学
校・
家
庭・
地
域
全

体
の
課
題
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

●
親
が
子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
。

　
 連
携
の
ポ
イ
ン
ト

●
保
護
者
の
関
心
や
意
欲
に
応
じ
た
複
数
の
取
組
を
推
進
す
る
。

●
民
間
や
PT
A等
と
の
協
働
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し

て
得
意
分
野
を
役
割
分
担
し
て
い
る
。

　
 ア
レ
ン
ジ

●
被
害
防
止
と
い
っ
た
観
点
の
み
で
は
な
く
、防
災
や
高
齢
者
の

見
守
り
な
ど
の
地
域
課
題
の
解
決
に
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ

と
で
、メ
デ
ィ
ア
の
持
つ
長
所・
短
所
を
理
解
で
き
る
。

■
授
業
内
容

発
信
者
側
の
視
点
で
情
報
を
多
角
的・
多
面
的
に
読
み
、C
M
制
作
を
通
し
て
相
手
に
正
し
く

伝
え
る
技
術
を
身
に
付
け
る
。

高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
に
よ
り
、ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

通
販
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
、S
N
S、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
な
ど
に
よ
る
消
費
者
被
害

や
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

・
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
情
報
や
通
信
技
術
の
重
要
性
を
理
解
し
、情
報
の

　
収
集・
発
信
に
よ
り
消
費
生
活
の
向
上
に
役
立
て
る
力

・
情
報
、メ
デ
ィア
を
批
判
的
に
吟
味
し
て
適
切
な
行
動
を
す
る
と
と
も
に
個
人
情
報

　
管
理
や
知
的
財
産
保
護
等
、様
々
な
情
報
を
読
み
解
く
力
を
身
に
付
け
、活
用
で

　
き
る
力

消
費
者
を

取
り
巻
く
課
題

本
領
域
で

育
む
べ
き
力

子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
問
題

題
課

域
地 家
庭
と
の

連
携

主
な
取
組

・「
ネ
ッ
ト
に
少
し
詳
し
い
」地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

　
ネ
ッ
ト
利
用
の
正
し
い
知
識
を
広
め
、相
談
に
応
じ
る
人

材
を
増
や
す

・
学
校
や
PT
A
等
の
要
請
に
応
じ
た
出
前
講
座
の
実
施

　
子
供
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト
環
境
の
変
化
、健
全
利
用
の
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
講
話

・
新
聞
社
と
の
協
働
に
よ
る
啓
発

　
親
子
で
学
べ
る
ネ
ッ
ト
利
用
啓
発
記
事「
う
ま
ホ
と
学
ぼ

う！
ネ
ッ
ト
利
用
」を
連
載
、掲
載
記
事
は
県
公
式
Ｈ
Ｐ
で

も
公
開（
「
う
ま
ホ
と
学
ぼ
う！
」で
検
索
）

・
子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
問
題
を
家
庭
教
育
の
課

題
の
一
つ
と
捉
え
る

・
保
護
者
や
地
域
の
大
人
が
関
心
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
た
め

の
継
続
的
な
教
育
啓
発

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

●
自
ら
事
業
者
の
視
点
に
立
っ
て
広
告
を
作
る
こ
と
に
終
わ
ら
ず
消
費
者
の
視
点
か
ら
振
り
返

り
を
行
う
こ
と
で
、C
M
の
裏
側
に
あ
る
意
図
を
知
り
、思
考
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

●
著
作
権
や
情
報
発
信
者
の
責
任
、表
示
義
務
に
つ
い
て
学
ぶ
。

消
費
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
情
報
を
集
め
、合
理
的
判
断
を
下
せ
ば
よ
い
の
か
を
話
し
合
う
。

実
施
体
制

［
実
施
主
体
］ 
・
秋
田
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

［
協
　
　
働
］
・
子
ど
も
た
ち
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ

い
て
考
え
る
研
究
会
、秋
田
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
、各
市
町
村
教
育
委
員
会
、民
間
企
業

情
報
を
活
用
す
る
際
の

留
意
点
に
関
す
る
学
習

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ー
フ
テ
ィ
PR
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
う
ま
ホ
」

平
成
26
年
、全
県
の
小
・
中
学
生
45
4点
の
応
募
の
中
か

ら
、秋
田
市
立
山
王
中
学
校
の
柴
田
陶
子
さ
ん
の
原
案
が

採
用
さ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。

「
う
ま
く
ス
マ
ホ
等
を
使
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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国
際
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

認
証
ラ
ベ
ル

®

■
指
導
上
の
工
夫

●
日
本
の
食
生
活
と
環
境
問
題
等
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
え
、消

費
行
動
の
変
革
の
必
要
性
を
意
識
さ
せ
る
。

●「
買
い
物
ゲ
ー
ム
」や
「
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
成
」を
通
し
て
、消

費
者
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
。

　〈
買
い
物
ゲ
ー
ム
〉国
産
or
外
国
産
、無
農
薬
or
農
薬
を
使
用

な
ど
異
な
る
観
点
の
２
種
類
の
商
品
か
ら
選
択
し
、選
ん
だ
商

品
に
よ
っ
て
得
点
を
つ
け
る
。環
境
問
題
や
世
界
の
問
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
行
動
を
高
い
得
点
と
し
、消
費
者
の
行
動
に

よ
っ
て
社
会
を
変
え
る
力
に
な
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

　〈
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ー
ド
〉「
持
続
可
能
な
食
生
活
へ
の
行
動
目
標
」を

立
て
、具
体
的
な
食
材
の
選
び
方
を
列
記
し
た
カ
ー
ド
を
作
成

し
、財
布
の
中
な
ど
に
入
れ
て
食
材
購
入
の
際
の
参
考
に
す
る
。

■
授
業
内
容

日
本
の
食
生
活
と
環
境
問
題
等
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
え
、日
々
の
実
践
に

つ
な
が
る
よ
う
に
ES
Dの
視
点
か
ら
食
材
購
入
の
在
り
方
を
考
え
る
。

生
徒
が
作
成
し
た

ポ
ケ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
例

領
域
別
 実
践
事
例
Ⅳ

ES
D
の
視
点
で
食
材
の
購
入
に
つ
い
て
考
え
る

消
費
者
教
育
の
中
核
的
な
教
科
に
お
け
る
授
業

単
元
名 第 １ 次 第 ２ 次

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
工
夫

日
本
の
食
生
活
と
環
境
問
題
等
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
え
る

・
日
本
で
は
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、食
料

　
輸
送
に
よ
る
環
境
負
荷
な
ど
と
関
連
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

・
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

授 業 の 内 容

家
庭
科

等
高

学
校

身
近
な
商
品
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
育
て
る

「
消
費
者
」の
視
点
を
持
っ
た
授
業

3年
生
 外
国
語
科

中
学
校

「
地
域
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
」で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
消
費
者
教
育

七
尾
市
 能
登
島
公
民
館

石
川
県

費
者
市
民
社
会
」の
構
築

「
消

地
球
環
境
、エ
ネ
ル
ギ
ー・
資
源
問
題
を
含
め
て
、消
費
を
め
ぐ
る
社
会
問
題
が
山

積
し
て
い
る
中
で
、消
費
者
が
、単
な
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
と
し
て
で
は

な
く
、消
費
を
個
人
の
欲
求
を
満
た
す
も
の
と
の
み
捉
え
ず
、社
会
、経
済
、環
境
等

に
消
費
が
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
た
選
択
や
行
動
に
よ
っ
て
公
正
で
持
続
可
能

な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
環
境
、経
済
、社
会
、文
化
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、自
ら
の
消
費
が
他
者

に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、適
切
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
で
き
る
力

・
持
続
可
能
な
社
会
の
必
要
性
に
気
付
き
、そ
の
実
現
に
向
け
て
多
く
の
人
々
と

協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
力

・
消
費
者
が
、個
々
の
消
費
者
の
特
性
や
消
費
生
活
の
多
様
性
を
相
互
に
尊
重
し

つ
つ
、主
体
的
に
社
会
参
画
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
し
、他
者
と
協
働
し
て

消
費
生
活
に
関
連
す
る
諸
課
題
の
解
決
の
た
め
に
行
動
で
き
る
力

消
費
者
を

取
り
巻
く
課
題

実
物
を
見
て
、世
界
を
身
近
に
感
じ
る

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
、そ
う
で
な
い

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
実
物
を
見
る
。

世
界
観
を
広
げ
る

教
科
書
の
英
文
を
読
み
、ガ
ー
ナ
の
子
供
た
ち
の
生
活
の

実
情
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
つ
い
て
知
る
。

授 業 の 流 れ （ １ 時 間 ）
協
働
で
英
語
を
学
ぶ

社
会
の
一
員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、英
語
で

話
し
合
う
。

■
授
業
内
容

実
物
の
商
品
を
見
る
こ
と
と
、教
科
書
を
読
む
こ
と
で
、フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
に
つ
い
て
知
り
、社
会
の
一
員
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、話
し
合
う
。

今
後
の
活
動

薪
利
用
と
結
び
つ
け
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

子
供
た
ち
へ
の
学

習
機
会
へ
の
提
供

山
の
環
境
を
守
る
た
め
に
自
分
達
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
地

域
の
大
人
と
一
緒
に
学
ぶ
／
薪
割
り
体
験
、薪
ス
ト
ー
ブ
体
験

学
び
の
場・
連
携

の
場
の
創
造

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参
加
者
の
次

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
引
き
出
し
、連
携
の
た
め
の
対
話
を
促
す

先
進
地
視
察

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る

■
活
動
内
容

地
域
課
題
の
認

識・
現
状
把
握

地
域
課
題
の
設
定
、地
域
資
源
の
確
認
を
目
的
と
し
た
講
演

会
で
得
ら
れ
た
こ
と

里
山
の
整
備
の
た
め
に
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
た
間
伐
材
を
薪（
地
域
循

環
エ
ネ
ル
ギ
ー
）と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
に
着
目

里
山
の
荒
廃
、子
供
た
ち
の
愛
郷
心
を
育
む
地
域
学
習

題
課

域
地
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 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

●
地
域
課
題
を
発
見
し
、そ
の
解
決
の
た
め
に
間
伐
材
を
薪
と
し

て
利
用
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

●
1回
の
学
び
に
と
ど
ま
ら
ず
、学
び
を
重
ね
社
会
を
変
革
す
る
力

に
な
っ
て
い
る
。

　
 連
携
の
ポ
イ
ン
ト

●
多
様
な
人
た
ち
と
の
対
話
の
場
に
工
夫
が
あ
る
。

●
新
た
に
始
め
る
の
で
は
な
く
、今
あ
る
も
の
を
繋
ぎ・
補
い
合
う
。

　
 ア
レ
ン
ジ

●
里
山・
里
海
の
保
全
に
課
題
を
抱
え
る
地
域
と
の
情
報
交
換
と

連
携

①
買
い
物
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

②
消
費
の
背
景
等（
生
産
地
や
価
格
等
）に
つ
い
て
理
解
す
る
。

　
  ③
環
境
保
全
・
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
商
品
を
知
り
、持
続
可

　
  　
能
な
食
材
の
購
入
の
在
り
方
を
考
え
る
。

④
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
。

⑤
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
を
視
聴
し
て
、ラ
イ
フ
ス
タ

　
イ
ル
を
変
革
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

●
英
文
の
読
解
で
終
わ
ら
ず
、そ
れ
を
題
材
に
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る
。

●
商
品
の
実
物
を
見
せ
る
こ
と
で
、遠
い
国
の
こ
と
で
は
な
く
身
近
な
問
題
で
あ

る
こ
と
に
気
付
く
。

　
 ア
レ
ン
ジ

●
教
科
の
学
習
か
ら
、文
化
祭
な
ど
で
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
た
り
、販
売
す
る
こ

と
で
広
が
り
が
持
て
る
。

●
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
中
学
校
の
社
会
科（
地
理

的
分
野
）や
技
術
・
家
庭
科（
家
庭
分
野
）の

学
習
で
も
関
連
す
る
題
材
の
た
め
、各
教
科

で
学
習
内
容
を
確
認
す
る
と
効
果
的
で
あ
る
。

薪
割
り
体
験

本
領
域
で

育
む
べ
き
力

消
費
者
を

取
り
巻
く
課
題

66
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連
携・
協
働
に
よ
る
実
践
事
例

門
家
と
の
T
T
で
子
供
た
ち
の
意
識
が
変
わ
る

学
校
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
授
業
実
践

Ⅰ
専 岐
阜
市
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
、中
学
校
の
技
術
・
家
庭
科（
家
庭
分

野
）の
授
業
に
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
参
加
し
、商
品
選
択
、

悪
質
商
法
、消
費
者
の
権
利
と
責
任
、ラ
イ
フ
＆
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
等
の
消
費

者
教
育
を
連
携
・
協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。「
消
費
者
の
権
利
と
責
任
」の

授
業
を
例
に
、実
践
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

お
話
を

聞
い
た
方

活
動
主
体
：
岐
阜
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
＋
岐
阜
市
教
育
研
究
所

授
業
の
内
容

　
家
庭
分
野「
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境（
全
６
時
間
）」
の
６
時
間
目
、

教
室
の
後
ろ
に
は
保
護
者
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
は
家
庭
科

教
師
と
消
費
生
活
相
談
員
の
Ｔ
Ｔ（
テ
ィ
ー
ム・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）で
す
。

ま
ず
教
師
が
問
い
か
け
ま
す
。
題
材
は
、「
安
く
な
っ
て
い
た
折
り
畳
み

自
転
車
を
購
入
し
、し
ば
ら
く
し
た
ら
保
証
期
間
中
に
サ
ド
ル
下
の
部

分
が
壊
れ
た
。
ど
う
対
処
す
る
か
」。

　
生
徒
た
ち
は
、恥
ず
か
し
い
か
ら
黙
っ
て
お
く
と
か
、買
い
直
す
、新
品

に
交
換
し
て
も
ら
う
等
、初
め
に
自
分
た
ち
の
考
え
を
話
し
合
い
ま
す
。

保
護
者
か
ら
は
、安
全
や
原
因
究
明
、保
証
期
間
や
修
理
と
い
う
考
え

が
出
て
き
て
、大
人
っ
て
す
ご
い
な
と
、授
業
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。
し
か

し
と
、教
師
は
更
に
問
い
か
け
ま
す
。
本
当
の
解
決
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
。

　
こ
こ
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
花
井
さ
ん
が
登
壇
し
、更
に
問
い
か

け
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、周
囲
の
人
、さ
ら
に
未
来

の
自
分
を
取
り
巻
く
人
々
や
、社
会
経
済
や
地
球
環
境
に
ま
で
思
い
を

馳
せ
、持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の
利
益
を
考
え
た
な
ら
、ど
う
す
べ
き

か
。
消
費
者
市
民
社
会
と
い
う
概
念
へ
の
大
き
な
転
換
点
で
す
。

　
故
障
等
の
ト
ラ
ブ
ル
を
事
業
者
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
伝
え
る
行

為
は
、今
後
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
果
た
す
べ
き
消
費
者
の
責
任
で
は

な
い
か
と
問
い
か
け
る
の
で
す
。
一
方
で「
ク
レ
ー
マ
ー
」の
よ
う
な
否

定
的
な
言
葉
も
あ
る
な
か
、消
費
者
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
商
品
や
、そ
れ

を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
す
る
商
品
ま
で
あ
る
こ
と
を
実
際
に
見
せ
る
と
、

生
徒
た
ち
は
自
分
の
消
費
行
動
が
社
会
を
変
え
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

自
転
車
に
は
安
全
と
い
う
目
に
見
え
な
い
商
品
の
選
択
基
準
が
あ
り
、

消
費
者
に
は「
安
全
で
あ
る
権
利
」も
「
情
報
が
与
え
ら
れ
る
権
利
」も
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
の
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、消
費
者
と
し
て

５
つ
の
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、そ
れ
が
、世
の
中
を
変
え
る
力
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
、花
井
さ
ん
は
問
い
か
け
て
い
く
の
で
す
。

　
生
徒
の
感
想
は
、「
私
は
最
初
、同
じ
物
の
新
品
を
無
料
で
交
換
す
れ

ば
お
得
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、メ
ー
カ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
で
、

自
分
だ
け
で
な
く
他
の
人
も
よ
り
よ
い
商
品
を
使
え
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
」「
も
し
被
害
に
あ
っ
て
、今
日
の
授
業
を
知
ら
な
か
っ
た
ら

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
、も
う
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
」等
々
。

　
保
護
者
の
感
想
は
、「
普
段
の
生
活
の
中
で
親
子
の
会
話
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
る
事
柄
だ
と
思
い
ま
し
た
」「
自
分
自
身
も
消
費
者
教
育
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」等
々
。

　
岐
阜
市
の
連
携
事
業
は
平
成
21
年
、あ
る
中
学
校
の
家
庭
科
教
師

が「
生
徒
に
身
近
で
楽
し
い
消
費
生
活
の
授
業
を
し
た
い
」と
思
い
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
訪
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
花
井
さ
ん
は
、携
帯
電
話
の
普
及
で
中
高
生
が

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
に
遭
う
相
談
を
受
け
、学
校
教
育
で
何
と
か
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ
で
、半
年
か
け
て
協
働
で
題

材
を
練
り
、研
究
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
研
究
授
業
を
見
て
影
響
を
受
け
た
の
が
、当
時
学
校
で
家
庭
分

野
を
教
え
て
い
た
岐
阜
市
教
育
研
究
所
の
阿
部
さ
ん
。
座
学
中
心
で

平
板
に
な
り
が
ち
な
消
費
生
活
の
授
業
を
、最
新
の
情
報
を
使
っ
て
、中

学
生
の
身
近
な
事
例
と
し
て
扱
う
手
法
に
感
銘
し
、自
分
も
や
り
た
い
と

続
き
ま
す
。
そ
し
て
経
験
を
積
む
中
で
、生
徒
た
ち
は
相
談
員
が
専
門

家
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
っ
た
上
で
自
分
の
言
葉
で
話
を
し
て
く

れ
る
こ
と
で
、他
人
事
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
と
し
て
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　
阿
部
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
商
品
選
択
の
基
準
は
、そ
の
家
庭
の
価
値

観
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
、そ
の
時
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
、同
じ
人
で
も
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、こ
れ
が
正
解
で
す
と
は
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
私

た
ち
に
で
き
る
の
は
、商
品
選
択
を
す
る
た
め
の
手
順
や
考
え
方
を
見

直
す
こ
と
、つ
ま
り
“視
点
”を
増
や
す
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
」。
そ
の
と

き
に
、「
安
い
」以
外
の
視
点
、「
安
全
」「
安
心
」「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」「
環

境
」「
持
続
可
能
な
社
会
」等
を
具
体
的
に
描
き
だ
し
て
く
れ
る
存
在
と
し

て
、消
費
生
活
の
専
門
家
の
力
は
大
き
い
と
言
い
ま
す
。

　
取
組
を
見
守
っ
て
き
た
泉
谷
さ
ん
は
、「
こ
う
し
た
経
験
は
、子
供
た

ち
が
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
力
に
な
る
、単
発
で
終
わ
ら
せ
て
は

も
っ
た
い
な
い
」と
事
業
化
を
決
意
し
ま
す
。
担
当
者
が
変
わ
っ
て
も
組

織
対
応
が
継
続
で
き
る
よ
う
、授
業
を
学
習
指
導
案
に
起
こ
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、教
育
研
究
所
と
の
連
携
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
今
、岐
阜
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
自
転
車
の
両
輪
」に
例
え

た
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
教
育
研
究
所
が
各
学
校

と
の
連
絡
を
行
い
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
外
部
講
師
の
派
遣
要
請
を

担
当
し
て
、両
者
が
調
整
を
図
る
仕
組
み
で
す
。

　
一
方
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
学
習
指
導
案
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
家
庭
分
野
の
先
生
に
個
別

に
実
施
予
定
を
問
い
合
わ
せ
、そ
の
後
、指
導
案
に
沿
っ
て
内
容
を
打
ち

合
わ
せ
て
実
施
す
る
形
を
と
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

取
組
の
背
景

連
携・
協
働
の
仕
組
み

連
携
の
イ
メ
ー
ジ
図

＜
教
師
か
ら
は
…
＞

　
外
部
の
講
師
に
、生
徒
の
状
況
を
予
め
詳
し
く
伝
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
行
っ
た
授
業
内
容
と
今
後
の
予
定
、今
回
依
頼
す
る
授
業
の
目
標
な

ど
を
事
前
に
共
有
し
ま
す
。
携
帯
電
話
所
持
率
な
ど
の
状
況
も
、事
前

準
備
に
役
立
つ
情
報
で
す
。

＜
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
サ
イ
ド
は
…
＞

　
外
部
講
師
と
し
て
授
業
に
入
る
場
合
は
、出
前
講
座
の
よ
う
な
一
方

的
に
話
す
場
合
と
違
っ
て
、自
分
が
喋
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
生

徒
が
自
分
で
気
付
け
る
よ
う
な
話
し
方
、導
き
方
を
学
校
の
先
生
に
教

え
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
地
域
の
情
報

や
最
新
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
泉
谷
さ
ん
は
、「
消
費
者
教
育
は
自
分
や
自
分
の
身
の
周
り
だ
け
の

狭
い
範
囲
で
の
取
組
で
は
解
決
し
な
い
問
題
に
な
っ
て
い
る
」と
言
い

ま
す
。
悪
質
商
法
を
例
に
し
て
も
、全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、そ
の
解
決

方
法
も
個
別
の
事
例
に
対
す
る
対
処
法
で
は
な
く
、「
消
費
者
市
民
社

会
の
一
員
と
し
て
社
会
を
生
き
る
力
」を
根
本
的
に
身
に
付
け
て
、将
来

的
に
起
こ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
別
の
問
題
に
も
対
処
で
き
る
よ
う

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　
そ
の
た
め
に
は
行
政
と
学
校
教
育
が
連
携・
協
働
し
て
、消
費
者
市

民
社
会
の
構
築
へ
向
け
た
地
道
な
取
組
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
担
当
者
が
代
わ
っ
て
も
継
続
し
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
と
そ
の
担
い

手
づ
く
り
、ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
集
約
し
、担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

連
携
時
の
留
意
点

今
後
の
課
題

教
育
研
究
所
が
、各
学
校
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
案
内
、申
込
み
、事
前
打
合
せ
等
を
担
当
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、派
遣
講
師
の
要
請
を
行
い
、実
施
数
を
よ
り
増
や
せ
る
よ
う
な
仕

組
み
を
整
備教
育
研
究
所

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

調
整

各
小
学
校
　
各
中
学
校

消費生
活相

談
員
　
各
種
N
PO
　
大
学→

学生
   

消
費
者
教
育
の
案
内

講
師
派
遣
の
要
請

申込
み

申込
み

消
費
者
の
声
が
商
品
に
反
映
さ
れ
た
例

「
布
の
タ
グ
が
肌
に
あ
た
る
の
が
気
に
な
る
」

と
い
う
声
を
反
映
し
て
印
刷
し
た
シ
ャ
ツ

「
使
う
量
を
調
節
し
た
い
」と
い
う
声
を
反
映

し
て
細
口
キ
ャ
ッ
プ
を
付
け
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

岐
阜
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 消
費
生
活
係
長
  泉
谷
　
徹
 氏

岐
阜
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 消
費
生
活
相
談
員
  花
井
　
泰
子
 氏

岐
阜
市
教
育
研
究
所
  阿
部
　
和
子
 氏
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連
携・
協
働
に
よ
る
実
践
事
例
Ⅱ

E 岡
山
市
北
区
京
山
地
区
で
は
、平
成
15
年
か
ら「
ES
D
*1
=持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
18
年
に
は
公
民
館

を
拠
点
と
し
た
京
山
地
区
ES
D
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、様
々
な
団
体

と
協
働
関
係
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
行
っ
て
い
た

活
動
が
京
山
地
区
ES
D
推
進
協
議
会
と
協
働
す
る
こ
と
で
大
き
く
進
展

し
て
い
ま
す
。

お
話
を

聞
い
た
方

活
動
主
体
：
岡
山
市
京
山
地
区
ES
D
推
進
協
議
会
＋
岡
山
市
立
京
山
公
民
館

岡
山
市
京
山
地
区
ES
D推
進
協
議
会
会
長
  池
田
  満
之
 氏

岡
山
市
立
京
山
公
民
館
 主
任（
社
会
教
育
主
事
） 
 田
中
  純
子
 氏

京
山
地
区
ES
D
推
進
協
議
会
と
は

　「
京
山
地
区
ES
D
推
進
協
議
会
」は
、京
山
公
民
館
に
拠
点
を
置
き
、

「（
E）
え
ー
も
の
を（
S）
子
孫
の（
D）
代
ま
で
」を
合
言
葉
に
、持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り・
人
づ
く
り
を
目
的
に
活
動
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。

　「
一
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の
一
歩
」を
信
条
に
社
会
変
革
を
願
っ
て

活
動
を
始
め
た
会
長
の
池
田
さ
ん
。
取
材
で
は
開
口
一
番
、「
消
費
者

教
育
も
ES
D
 も
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
、学
ん
で
終
わ
り
で
は
な

く
、周
り
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
か
ら
ね
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、マ
イ
バ
ッ

グ
運
動
を
例
に
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
は
、初
め
は
岡
山
市
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
が
単

独
で
、街
頭
で
呼
び
か
け
運
動
を
行
っ
た
り
、講
座
を
開
い
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、同
じ
年
代
の
婦
人
層
に
し
か
広
が
っ
て
い
か
ず
、悩
ん
で
い

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、京
山
地
区
ES
D
推
進
協
議
会
の
集
ま
り
で「
マ
イ
バ
ッ
グ

運
動
が
上
手
く
広
が
ら
な
い
」と
い
う
課
題
が
共
有
さ
れ
る
と
、公
民
館

を
拠
点
に
活
動
す
る
様
々
な
グ
ル
―
プ
や
小・
中
学
校
の
先
生
並
び
に

児
童・
生
徒
、町
内
会
長
、N
PO
な
ど
を
通
し
て
、市
民
一
人
一
人
に
自

分
の
問
題
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
問
題
解
決
に
ま
ず
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
中
学
生
で
し
た
。
マ
イ

バ
ッ
グ
を
自
分
自
身
が
持
っ
て
そ
れ
で
終
わ
り
じ
ゃ
な
く
て
、周
り
に
、

も
っ
と
楽
し
く
広
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
…
と
思
い
つ
い
た
の
が
、マ
イ

バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト
。
多
く
の
人
が
参
加
し
て
、色
ん
な
学
校
で
、マ
イ

バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
で
き
た
ら
…
。

　
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、協
議
会
と
連
携
す
る
各
学
校
や
団
体
に
持
ち
帰

ら
れ
、小
学
校
で
は「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」を
使
っ
て
親
子
で
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
マ
イ
バ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
選
考
、素
材
選
び
、

制
作
、完
成
品
の
品
評
会
、展
示
会
」を
行
う
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
一
つ
の
団
体
の
活
動
が
京
山
地
区
ES
D
推
進
協
議
会
と
協
働
し
、

地
域
総
働
型
の
消
費
者
教
育
を
展
開
し
て
い
っ
た
実
践
例
で
す
。

　
始
ま
り
は
、岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
京
山
公
民
館
と
連
携
し
て
、地
域

の
小・
中
学
校
と
大
学
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、企
業・
市
民
団
体
を
巻
き

込
ん
で
、子
供
の
視
点
で
地
域
の
環
境
を
“て
ん
け
ん
す
る
“活
動
を

行
っ
た
こ
と
で
す
。
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、色
々
な
年
代
、色
々
な
立

場
の
人
が
一
緒
に
地
域
の
環
境
活
動
を
す
る
こ
と
が
い
か
に
大
事
か
を

実
感
し
、そ
こ
か
ら
連
携
が
強
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
、公
民
館
と

い
う
公
的
な
所
に
拠
点
を
置
く
こ
と
で
、学
校
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も

企
業
も
市
民
団
体
も
、誰
も
が
参
加
で
き
ま
し
た
。
こ
の
良
い
流
れ
を

地
域
全
体
が
連
携・
協
働
す
る
仕
組
み
と
し
て
確
立
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、母
体
と
な
る「
京
山
地
区
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
協
議
会
」を
創
設
し
、公
民
館

を
拠
点
に
発
展
、進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
に
は
、学
校
、公
民
館
、町
内
会
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
な
ど

の
地
域
を
つ
な
ぐ
要
と
な
る
団
体
を
集
結
さ
せ
る
こ
と
で
、「
地
域
総
働

型
」を
形
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
も
市
民
か
ら
の
個
別
の
相
談
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

た
い
」と
か
、「
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
地
域
を
知
り
た
い
」等
に
応

え
る
形
で
、様
々
な
活
動
グ
ル
ー
プ
と
個
人
を
つ
な
げ
て
組
織
の
裾
野

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ES
D 
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、今
年
、成
果
を

上
げ
た
の
が「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」。
N
PO
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岡
山
の

呼
び
か
け
で
、家
庭
に
あ
る
賞
味
期
限
1カ
月
以
上
の
食
品
(生
鮮
以

外
) を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、ホ
ー
ム
レ
ス
の
支
援
施
設
等
へ
届
け
る
と

い
う
食
品
リ
ユ
ー
ス
活
動
で
す
。

　
実
施
に
先
駆
け
て
、京
山
公
民
館
で
２
回
の
講
座
を
開
き
、京
山
公

民
館
だ
よ
り
(全
世
帯
配
布
)で
、食
品
の
寄
付
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

結
果
は
前
年
に
比
べ
て
大
き
く
躍
進
。
自
分
が
ま
だ
使
う
こ
と
の
で
き

る
食
品
を
寄
付
す
る
こ
と
へ
の
理
解
は
、持
続
可
能
な
社
会
の
在
り
方

や
そ
れ
を
支
え
る
消
費
者
市
民
と
し
て
の
意
識
の
持
ち
方
な
ど
、消
費

者
教
育
の
浸
透
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
実
施
し
た
N
PO
法
人
は
、そ
の
後
も
引
き
続
き
寄
付
の
申
込
み
が

あ
っ
た
り
、域
外
か
ら
も
問
合
せ
を
受
け
た
り
と
、つ
な
が
り
が
も
た
ら
す

地
域
総
働
型
の
底
力
を
実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

新
た
な
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
消
費
者
教
育

　
京
山
公
民
館
の
田
中
さ
ん
も
池
田
さ
ん
と
口
を
揃
え
ま
す
。「
公
民
館

は
学
ぶ・
育
て
る・
繋
ぐ
場
で
す
か
ら
、E
SD
と
目
的
が
同
じ
だ
っ
た
ん

で
す
」。
現
在
で
は
岡
山
市
域
全
体
に
ES
D
の
推
進
が
広
が
り
、全
市

で
連
携・
協
働
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、一
方
で
、各
学
校
や
団
体
の
長
の

交
代
、公
民
館
職
員
の
異
動
な
ど
に
よ
っ
て
、活
動
の
内
容
レ
ベ
ル
を
維

持
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
新
た
な
課
題
も
見
え
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
解
決
の
た
め
、「
地
域
に
特
有
の
課
題
か
ら
導
き
出
し
た
行
動
目

標
」を
設
定
し
た
り
、「
行
動
目
標
を
ど
の
く
ら
い
実
行
で
き
た
か
を
５
段

階
で
評
価
す
る
総
括
シ
ー
ト
」を
作
成
し
た
り
し
て
、活
動
の「
見
え
る

化
」に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
共
通
の
目
標
、共
通
認
識
を
持
た
な
い
と

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
最
近
、特
殊
詐
欺
*2
の
被
害
が
岡
山
で
も
多
発
し
て
お
り
、近
隣
地

域
で
も
被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
話
が
聞
こ
え
て
く
る
そ
う
で
す
。「
新
た
な

課
題
と
し
て
、防
止
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
田
中
さ
ん
は

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」を
年
に
一
回
で
は
な
く
定
期

的
に
行
い
た
い
と
、活
動
団
体
の
一
つ
で
あ
る「
地
域
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
メ
ン
バ
ー
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
地
域
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
毎

月
公
民
館
で
実
施
し
て
い
る「
京
山
み
ん
な
の
カ
フ
ェ
」で
や
っ
て
み
て

は
ど
う
か
、と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。田
中
さ
ん
は「
心
強
い
で
す
よ
、

そ
れ
は
も
う
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
た
ち
で
や
る
ん
だ
っ
て
い

う
意
識
が
、み
ん
な
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
」と
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

表
情
を
見
せ
ま
す
。

　
池
田
さ
ん
も「
協
議
会
が
で
き
て
５
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
か
ら
、や
っ
と

地
域
の
中
で
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
感
じ
が
す
る
ん
で
す
よ
」と
言
い
ま
す
。
地
域
の
持
続

性
を
損
な
う
様
々
な
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、解
決
策
を

共
に
考
え
、共
に
行
動
し
て
い
こ
う
と
す
る「
習
慣
」が
多
く
の
人
に
で
き

て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
こ
そ
、持
続
可
能
な
社
会
、持
続
可
能
な
消
費
者
市
民
社
会
を

構
築
す
る
の
に
、共
通
す
る
姿
勢
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
新
た
に
さ

せ
ら
れ
る
連
携・
協
働
の
実
践
事
例
で
し
た
。

連
携・
協
働
の
継
続
の
た
め
に

消
費
者
教
育
の
今
後
の
展
開

寄
付
で
集
ま
っ
た
食
料

平
成
27
年

40
個（
約
30
kg
）

平
成
28
年

16
3個
（
約
55
kg
）

缶
詰
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト

・レ
ト
ル
ト
食
品
や

麺
類
な
ど

活
動
の
広
が
り
 ～
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
例
～

連
携・
協
働
の
仕
組
み
が
で
き
る
ま
で

S
D
や
消
費
者
教
育
を
地
域
み
ん
な
で
実
践
す
る

公
民
館
と
ES
D
推
進
協
議
会
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
総
働
型
の
消
費
者
教
育

連
携
の
イ
メ
ー
ジ

各
地
区
の
公
民
館
が
拠
点

公
民
館

ES
D

推
進
協
議
会

企
業N
PO
N
G
O

学
校

（
幼
保・
小・
中・
高・
大
学
）

町
内
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

ク
ラ
ブ
活
動

サ
ー
ク
ル
活
動

各
種

マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
様
子

*1
 E
du
ca
tio
n 
fo
r S
us
ta
in
ab
le
 D
ev
el
op
m
en
t

特
殊
詐
欺
と
は
、不
特
定
の
人
に
対
し
て
、対
面
す
る
こ
と
な
く
、電
話
、F
AX
、メ
ー
ル
を
使
っ
て

行
う
詐
欺
の
こ
と
で
、「
振
り
込
め
詐
欺
」と
「
振
り
込
め
類
似
詐
欺
」に
分
け
ら
れ
る
。

*2
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銭
函
小
学
校
父
母
と
先
生
の
会
に
よ
る

金
銭
教
育
研
修
会
の
実
施

公
民
館
が
つ
な
ぐ
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
を

生
か
し
た
地
元
特
産
品
づ
く
り

太
田
南
小
学
校
コ
ラ
ボ・
ス
ク
ー
ル
に

お
け
る
伝
統
野
菜
の
栽
培

●
取
組
の
内
容

　「
銭
函
小
学
校
父
母
と
先
生
の
会
」は
地
域
と
連
携
し
た
子
供
の
健
全
育
成
の
取
組

を
目
的
と
し
、「
銭
小
PT
Aま
つ
り
」な
ど
を
長
年
に
渡
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、本

会
の
活
動
方
針
に「
親
子
で
取
り
組
む
」を
上
げ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、研
修
会
で
は
、

消
費
者
教
育
や
食
育
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
お
金
や
も
の
を
大
切
に
扱
う
意
識
を
高
め
る
た
め「
お
こ
づ
か
い

帳
を
つ
け
よ
う！
」と
題
し
て
実
技
講
習
会
を
実
施
し
、子
供
と
親
が
、共
に
お
金
や
も
の

の
使
い
方・
お
金
や
も
の
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
る
会
と
し
ま
し
た
。

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

親
子
で
一
緒
に
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
て
み
る
こ
と
で
お
金
と
物
と
の
付
き
合
い
方
を

実
践
的
に
学
ぶ
。

●
取
組
の
内
容

　
公
民
館
が
つ
な
ぐ「
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
」は
、既
存
の
学
校
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
公

民
館
が
も
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
総
が
か
か
り
で
子

供
を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
供
の
土
曜
日
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
実
施
し
て
い
る「
わ
く
わ
く
土
曜
塾
」で
は
、

消
費
者
教
育
に
関
す
る
取
組
と
し
て
地
元
の
水
産
高
校
で
高
校
生
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、代
表
的
な
産
業
で
あ
る「
仙
崎
か
ま
ぼ
こ
作
り
」を
体
験
し
ま
し
た
。体
験
を
通
じ

て
か
ま
ぼ
こ
の
原
料
と
な
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
か
ら
海
の
環
境
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、食
の

安
全・
安
心
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、ま
ぐ
ろ
解
体
体
験
、く
じ
ら
料
理
教
室
へ
と
つ
な
げ
、食
の
楽
し
さ
、大
切

さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

地
元
の
産
業
を
知
り
、体
験
す
る
こ
と
で
食
の
安
全・
安
心
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
る
。

地
域
で
は
公
民
館
、P
TA
、N
PO
等
が
主
体
と
な
っ
て
環
境
や
食
育
、ま
ち
づ
く
り
等
の
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
消
費
者
教
育
に
取
り
組
む
以
外
に
も
、こ
う
し
た「
既
存
の
取
組
」を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

語
解
説

既
用

Ed
uc
at
io
n 
fo
r 
Su
st
ai
na
bl
e 
De
ve
lo
pm
en
tの

略
で
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
」を
意
味
す

る
。環
境
、貧
困
、人
権
、平
和
、開
発
と
い
っ
た
現
代
社
会

の
課
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ら
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
新
た
な
価
値
観

や
行
動
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
。さ
ら
に
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
学
習
や
活
動
を
い
う
。

国
際
貿
易
に
お
け
る
一
層
の
平
等
性
を
追
求
す
る
、対
話

や
透
明
性
や
尊
敬
に
基
づ
く
取
引
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

あ
り
、特
に
南
半
球
の
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
生
産
者

や
労
働
者
へ
の
よ
り
良
い
取
引
条
件
の
提
供
や
権
利
の
保

護
に
よ
っ
て
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
。代
表
的
な
商
品
に
、チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
あ
る
。

ES
D

オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
消
費
者
金
融
に
よ
り
利
用
代
金
を
支

払
う
方
法
で
、毎
月
定
額
ま
た
は
残
高
の
定
率
を
支
払
う

方
法
。リ
ボ
払
い
と
も
い
う
。利
用
金
額
を
分
割
し
て
支
払

う
た
め
、月
々
の
返
済
負
担
が
小
さ
く
済
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
が
、一
方
で
残
高
が
な
か
な
か
減
ら
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

ま
た
、毎
月
返
済
額
を
低
め
に
抑
え
た
場
合
に
は
、借
金
を
し
て
い
る
意
識
が

薄
れ
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
借
入
れ
を
増
や
し
が
ち
に
も
な
る
。し
た
が
っ

て
、利
用
す
る
際
に
は
、金
銭
管
理
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

リ
ボ
ル

ビ
ン
グ
払
い

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、ゲ
ー
ム

専
用
機
器
な
ど
か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
、他

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
デ
ー
タ
を
交
換
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を

進
め
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
の
一
形
態
。オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
複
数
の
人
が
同
時
に
参
加・
交
流
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
り
、最
初
に
購
入
対
価
を
支
払
う
の
で
は
な
く
、月
額
料
金
や
プ
レ
イ
内
容

に
応
じ
て
課
金
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。こ
う
し
た
ゲ
ー
ム
で

は
、様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や
危
険
性
も
増
え
て
い
る
。

フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド

SN
S

S
N
Sは
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

（
So
ci
al
 N
et
w
or
ki
ng
 S
er
vi
ce
）の
略
で
、登
録
さ
れ

た
利
用
者
同
士
が
交
流
で
き
る
W
eb
サ
イ
ト
の
会
員
制

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。友
人
同
士
や
、同
じ
趣
味
を
持
つ
人
同

士
が
集
ま
っ
た
り
、近
隣
地
域
の
住
民
が
集
ま
っ
た
り
と
、あ
る
程
度
閉
ざ
さ

れ
た
世
界
に
す
る
こ
と
で
、密
接
な
利
用
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可

能
に
し
て
い
る
。一
方
で
ア
カ
ウ
ン
ト
の
不
正
利
用
や
、知
り
合
い
同
士
の
空

間
で
あ
る
と
い
う
安
心
感
を
利
用
し
た
詐
欺
や
ウ
イ
ル
ス
配
布
の
被
害
に
遭

う
な
ど
の
事
例
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、注
意
が
必
要
で
あ
る
。

に
あ
る
活
動
に
「
消
費
者
」
の
視
点
を

既
存
の
取
組
を
生
か
し
た
実
践
事
例

消
費
者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律 （
平
成
24
年
法
律
第
61
号
）

こ
の
法
律
は
、消
費
者
教
育
を
総
合
的・
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、平
成
24
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
大
き
な
意
義
の

一
つ
は
、消
費
者
教
育
を「
消
費
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

消
費
生
活
に
関
す
る
教
育
」と
定
義
す
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
の
消
費
者
基

本
法
の
基
本
理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、「
消
費
者
が
主
体
的
に
消
費
者
市
民

社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
及
び
関
心
を
深

め
る
た
め
の
教
育
を
含
む
。」
と
し
、消
費
者
教
育
の
対
象
と
し
て
、消
費
者

市
民
社
会
の
形
成
へ
の
参
画
に
視
野
を
広
げ
た
こ
と
に
あ
る
。

「
消
費
者
市
民
社
会
」の
定
義（
第
2
条
第
2
項
）

こ
の
法
律
に
お
い
て「
消
費
者
市
民
社
会
」と
は
、消
費
者
が
、個
々
の
消

費
者
の
特
性
及
び
消
費
生
活
の
多
様
性
を
相
互
に
尊
重
し
つ
つ
、自
ら
の

消
費
生
活
に
関
す
る
行
動
が
現
在
及
び
将
来
の
世
代
に
わ
た
っ
て
内
外

の
社
会
経
済
情
勢
及
び
地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
て
、公
正
か
つ
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
積
極
的
に
参

画
す
る
社
会
を
い
う
。

●
取
組
の
内
容

　
学
校
支
援
地
域
本
部
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る「
太
田
南
小
学
校
コ
ラ
ボ・
ス
ク
ー

ル
」で
は
学
校
と
保
護
者
、地
域
住
民
、関
係
機
関
等
が「
コ
ラ
ボ（
連
携・
協
働
）」
し
な

が
ら
、地
域
と
と
も
に
子
供
を
育
む
コ
ラ
ボ
学
習
や
コ
ラ
ボ
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
教
育
に
関
す
る
取
組
と
し
て
は
、地
元
ス
ー
パ
ー
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
見
学

し
、商
品
の
管
理
や
販
売
の
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、そ
の
道
の
達
人
を
講
師
に
招

き
、１
年
間
を
通
じ
て
地
元
の
伝
統
野
菜「
曲
が
り
ネ
ギ
」の
栽
培
を
体
験
し
た
り
し
て
、

自
然
を
相
手
に
野
菜
を
栽
培
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、生
産
者
の
苦
労
等
に
つ
い
て
も

学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
 消
費
者
教
育
の
ヒ
ン
ト

伝
統
野
菜
の
栽
培
体
験
か
ら
、地
域
農
業
の
発
展
や
生
産
者
の
視
点
に
立
っ
た
考
え

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

「
持
続
可
能
な

社
会
」と
は

「
持
続
可
能
」の
理
念
が
提
唱
さ
れ
た
の
は
国
連
の
環
境

と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会（
19
87
年
）の
最
終
報

告
書（
い
わ
ゆ
る「
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
報
告
」）
。同
報
告
で

「
持
続
可
能
な
開
発
」と
は「
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
充
た
し
つ
つ
、現
在
の

世
代
の
ニ
ー
ズ
を
も
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
開
発
」と
さ
れ
た
。平
成
18
年
4月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
3次
環
境
基
本
計
画
で
は
、持
続
可
能
な
社
会
と
は

「
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
が
地
球
規
模
か
ら
身
近
な
地
域
ま
で
に
わ
た
っ

て
保
全
さ
れ
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
を
通
じ
て
国
民
一
人
一
人
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
生
活
を
享
受
で
き
、将
来
世
代
に
も
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

 〈
山
口
県
長
門
市
中
央
公
民
館
〉

 〈
秋
田
県
大
仙
市
立
太
田
南
小
学
校
〉

 〈
北
海
道
小
樽
市
立
銭
函
小
学
校
 父
母
と
先
生
の
会
〉
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資
料

1
消
費
者
教
育
の
体
系
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ

資
料

2
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
消
費
者
教
育
に
関
す
る
主
な
内
容

（
社
会
科
）

・
地
域
の
社
会
生
活
を
営
む
上
で
大
切
な
法
や
き
ま
り
に
つ
い
て
扱
う

（
家
庭
科
）

・
物
や
金
銭
の
大
切
さ
に
気
付
き
、計
画
的
な
使
い
方
を
考
え
る
こ
と

・
身
近
な
物
の
選
び
方
、買
い
方
を
考
え
、適
切
に
購
入
で
き
る
こ
と

・
自
分
の
生
活
と
身
近
な
環
境
と
の
か
か
わ
り
に
気
付
き
、物
の
使
い
方
な
ど
を
工
夫
で
き

る
こ
と

（
特
別
の
教
科
  道
徳
）　
※
平
成
27
年
3月
告
示（
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
）

・
節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
る
こ
と

・
法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
た
上
で
進
ん
で
そ
れ
ら
を
守
り
、自
他
の
権
利
を
大
切
に

し
、義
務
を
果
た
す
こ
と

（
公
民
科
）

・
法
や
規
範
の
意
義
及
び
役
割

・
消
費
者
に
関
す
る
問
題（
消
費
者
基
本
法
、消
費
者
契
約
法
、多
重
債
務
問
題
、製
品
事

故
 等
）

・
金
融
制
度
や
資
金
の
流
れ
、金
融
環
境
の
変
化（
金
融
市
場
の
意
義
や
役
割
、金
融
商
品

の
多
様
化
 等
）

（
家
庭
科
）

・
消
費
生
活
の
現
状
と
課
題
や
消
費
者
の
権
利
と
責
任（
消
費
構
造
の
変
化
、消
費
行
動
の

多
様
化
 等
）

・
消
費
生
活
と
生
涯
を
見
通
し
た
経
済
の
計
画（
貯
蓄
や
保
険
な
ど
の
資
金
計
画
 等
）

・
契
約
、消
費
者
信
用
及
び
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
問
題（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
適
切
な
利
用
、

多
重
債
務
問
題
 等
）

・
消
費
者
問
題
や
消
費
者
の
自
立
と
支
援

・
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
確
立（
自
ら
の
消
費
行
動
に
よ
っ
て

環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
、進
ん
で
地
球
環
境
保
全
に
貢
献
で
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

実
践
）

（
社
会
科（
公
民
的
分
野
））

・
社
会
生
活
に
お
け
る
物
事
の
決
定
の
仕
方
、き
ま
り
の
意
義
、法
の
意
義

・
契
約
の
重
要
性
や
そ
れ
を
守
る
こ
と
の
意
義
及
び
個
人
の
責
任
な
ど
に
気
付
か
せ
る
こ
と

・
金
融
な
ど
の
仕
組
み
や
働
き（
家
計
の
貯
蓄
の
循
環
、直
接
金
融・
間
接
金
融
 等
）

・
消
費
者
の
自
立
の
支
援
な
ど
も
含
め
た
消
費
者
行
政

（
技
術・
家
庭
科（
家
庭
分
野
））

・
自
分
や
家
族
の
消
費
生
活
に
関
心
を
も
ち
、消
費
者
の
基
本
的
な
権
利
と
責
任
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と

　（
消
費
者
基
本
法
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
制
度
 等
）

・
販
売
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て
知
り
、生
活
に
必
要
な
物
質
・サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
選
択
、

購
入
及
び
活
用
が
で
き
る
こ
と

・
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
生
活
に
つ
い
て
工
夫
し
、実
践
で
き
る
こ
と

（
特
別
の
教
科
  道
徳
）　
※
平
成
27
年
３
月
告
示（
平
成
31
年
度
か
ら
実
施
）

・
節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
、安
全
で
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と

・
法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、そ
れ
ら
を
進
ん
で
守
る
と
と
も
に
、そ
の
よ
り
よ
い
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
、自
他
の
権
利
を
大
切
に
し
、義
務
を
果
た
し
て
、規
律
あ
る
安
定
し
た
社

会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と

文
部
科
学
省
平
成
20
年
3月
告
示

（
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
）

小
学
校

文
部
科
学
省
平
成
20
年
3月
告
示

（
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
）

中
学
校

文
部
科
学
省
平
成
21
年
3月
告
示

（
平
成
25
年
度
入
学
生
か
ら
実
施
）

等
高

学
校

注：
緑
文
字
は
学
習
指
導
要
領
解
説
の
記
述

※本イメージマップで示す内容は、学校、家庭、地域における学習内容について体系的に組み立て、理解を進めやすいように整理したものであり、学習指導要領との対応関係を示すものではありません。

幼児期小学生期中学生期高校生期成人期
特に高齢者 成人一般 特に若者

消
費
者
市
民
社
会
の
構
築

商
品
等
の
安
全

生
活
の
管
理
と
契
約

情
報
と
メ
デ
ィ
ア

持続可能な
消費の実践

消費者の
参画・協働

商品安全の理解と
危険を回避する
能力

トラブル対応
能力

選択し、契約する
ことへの理解と
考える態度

生活を設計・管理
する能力

情報の収集・
処理・発信能力

情報社会のルール
や情報モラルの
理解

消費生活情報に
対する批判的
思考力

消費がもつ
影響力の理解

自分の生活と身近な環境
とのかかわりに気づき、物
の使い方などを工夫しよう

消費生活が環境に与える
影響を考え、環境に配慮し
た生活を実践しよう

身の回りのものを大切にし
よう

身近な消費者問題に目を
向けよう

身近な消費者問題及び社
会課題の解決や、公正な社
会の形成について考えよう

協力することの大切さを知
ろう

消費をめぐる物と金銭の
流れを考えよう

消費者の行動が環境や経
済に与える影響を考えよう

おつかいや買い物に関心
を持とう

危険を回避し、物を安全に
使う手がかりを知ろう

危険を回避し、物を安全に
使う手段を知り、使おう

くらしの中の危険や、もの
の安全な使い方に気づこう

困ったことがあったら身近
な人に相談しよう

販売方法の特徴を知り、ト
ラブル解決の法律や制度、
相談機関を知ろう

困ったことがあったら身近
な人に伝えよう

約束やきまりを守ろう

消費に関する情報の集め
方や活用の仕方を知ろう

消費生活に関する情報の
収集と発信の技能を身に
付けよう

身の回りのさまざまな情報
に気づこう

自分や知人の個人情報を
守るなど、情報モラルを知
ろう

著作権や発信した情報へ
の責任を知ろう

自分や家族を大切にしよう

消費生活情報の目的や特
徴、選択の大切さを知ろう

消費生活情報の評価、選
択の方法について学び、意
思決定の大切さを知ろう

身の回りの情報から「な
ぜ」「どうして」を考えよう

物の選び方、買い方を考え
適切に購入しよう
約束やきまりの大切さを
知り、考えよう

商品を適切に選択すると
ともに、契約とそのルール
を知り、よりよい契約の仕
方を考えよう

欲しいものがあったとき
は、よく考え、時には我慢す
ることをおぼえよう

物や金銭の大切さに気づ
き、計画的な使い方を考え
よう
お小遣いを考えて使おう

消費に関する生活管理の
技能を活用しよう 
買い物や貯金を計画的に
しよう

持続可能な社会を目指し
たライフスタイルを探そう

持続可能な社会を目指し
たライフスタイルを実践し
よう

持続可能な社会を目指し
て、ライフスタイルを考え
よう

消費者問題その他の社会
課題の解決や、公正な社会
の形成に向けた行動の場
を広げよう

地域や職場で協働して消
費者問題その他の社会課
題を解決し、公正な社会を
つくろう

身近な消費者問題及び社会
課題の解決や、公正な社会
の形成に協働して取り組む
ことの重要性を理解しよう

生産・流通・消費・廃棄が
環境、経済、社会に与える
影響を考える習慣を身に
付けよう

生産・流通・消費・廃棄が
環境、経済、社会に与える
影響に配慮して行動しよう

生産・流通・消費・廃棄が
環境、経済や社会に与える
影響を考えよう

安全で危険の少ないくらし
方をする習慣を付けよう

安全で危険の少ないくらし
と消費社会をつくろう

安全で危険の少ないくらし
と消費社会を目指すことの
大切さを理解しよう

トラブル解決の法律や制
度、相談機関を利用する習
慣を付けよう

トラブル解決の法律や制
度、相談機関を利用しやす
い社会をつくろう

トラブル解決の法律や制
度、相談機関の利用法を知
ろう

適切な意思決定に基づい
て行動しよう
契約とそのルールの活用
について理解しよう

情報と情報技術を適切に利
用する習慣を身に付けよう

情報と情報技術を適切に
利用するくらしをしよう

情報と情報技術の適切な
利用法や、国内だけでなく
国際社会との関係を考え
よう

情報社会のルールや情報モ
ラルを守る習慣を付けよう

トラブルが少なく，情報モ
ラルが守られる情報社会
をつくろう

望ましい情報社会のあり
方や、情報モラル、セキュリ
ティについて考えよう

消費生活情報を主体的に
吟味する習慣を付けよう

消費生活情報を主体的に
評価して行動しよう

消費生活情報を評価、選択
の方法について学び、社会
との関連を理解しよう

契約の内容・ルールを理解
し、よく確認して契約する
習慣を付けよう

契約とそのルールを理解
し、くらしに活かそう

主体的に生活設計を立て
てみよう
生涯を見通した生活経済
の管理や計画を考えよう

生涯を見通した計画的な
くらしを目指して、生活設
計・管理を実践しよう

経済社会の変化に対応し、
生涯を見通した計画的な
くらしをしよう

持続可能な社会に役立つ
ライフスタイルについて伝
え合おう

支え合いながら協働して
消費者問題その他の社会
課題を解決し、公正な社会
をつくろう

消費者の行動が環境、経
済、社会に与える影響に配
慮することの大切さを伝え
合おう

安全で危険の少ないくらし
の大切さを伝え合おう

支え合いながらトラブル解
決の法律や制度、相談機関
を利用しよう

支え合いながら情報と情
報技術を適切に利用しよう

支え合いながら、トラブル
が少なく、情報モラルが守
られる情報社会をつくろう

支え合いながら消費生活
情報を上手に取り入れよう

契約トラブルに遭遇しない
暮らしの知恵を伝え合おう

生活環境の変化に対応し
支え合いながら生活を管
理しよう

生涯を見通した生活の管理
や計画の重要性、社会的責
任を理解し、主体的な判断
が望まれる時期

生活において自立を進め、
消費生活のスタイルや価値
観を確立し自らの行動を始
める時期

精神的、経済的に自立し、
消費者市民社会の構築に、
様々な人々と協働し取り組
む時期

様々な気づきの体験を通じ
て、家族や身の回りの物事
に関心をもち、それを取り
入れる時期

主体的な行動、社会や環境
への興味を通して、消費者
としての素地の形成が望ま
れる時期

行動の範囲が広がり、権利
と責任を理解し、トラブル
解決方法の理解が望まれ
る時期

周囲の支援を受けつつも人
生での豊富な経験や知識
を消費者市民社会構築に
活かす時期

各期の特徴
重点領域

こ
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
は
消
費
者
庁
に
お
い
て
、消
費
者
教
育
の
4領
域
と
、個
々
の
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
消
費
者
教
育
の
目
標
を
ま
と
め
、平
成
25
年
1月
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。

Ver.1.0
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車のディーラー

ジュエリーショップ

消費者金融ATM スポーツ用品店

損害保険会社

銀行
おもちゃ屋

消費生活センター

怪しい投資会社

携帯ショップ

有料老人ホーム

旅行会社

引っ越しのトラック
コンビニ

食料品スーパー

さあ、街を眺めてクイズに挑戦！
 自立した消費者になるためにまず、このクイズにチャレンジしてみよう。

マルチ商法のセミナー

自動車教習所へ通うため金融機関から２０万円
を年利（金利）１７％で借りた。毎月５,０００円
ずつ返済した場合の返済総額は？

①約23万円
②約26万円
③約29万円

Q8「必ずもうかる投資」ってあるの？

①「必ずもうかる投資」はない。
②マルチ商法の仕組みを使った投資は必ずもうかる。
③専門家なら必ずもうかる投資を知っている。

Q9

製品による事故が発生したとき
損害賠償を求めることができる？

①損害賠償はされない。
②製品の代金のみ返金を求めることができる。
③欠陥による損害であれば、治療費なども含め、
広く損害賠償を求めることができる。

Q10 消費生活について相談したい
ときにかける電話番号は？

①消費者ホットライン 118番
②消費者ホットライン 188番
③消費者ホットライン 189番

Q11

店で商品を買ったが、使う前に
不要になった。解約できる？

①解約できない。
②レシートがあり1週間以内なら解約で
きる。
③商品を開封していなければ解約できる。

Q2

今まで気付かなかった

お店や会社が

たくさんある！

店で買い物をするとき、契約が
成立するのはいつ？

①商品を受け取ったとき。
②代金を払ったとき。
③店員が「はい、かしこまりました」と
言ったとき。

Q1

クイズの解答はこちら：�Q1➡P3、Q2➡P4、Q3➡P4、Q4➡P5、Q5➡P6、Q6➡P7、Q7➡P8、Q8➡P8、Q9➡P9、Q10➡P9、Q11➡P10、Q12➡P11

消費者
市民社会

1
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クレジットカード会社
ショッピングモール

生命保険会社

レンタル着物店

英会話教室

エステサロン

化粧品事業者

絵画展示場

不動産屋
家具屋

あなたも私も、みんな消費者。
一人ひとりの消費者の行動は、社会や経済などに大きな影
響を与えます。
消費者が生き生きと暮らし、消費者が主役の社会、「消費者
市民社会」を実現していくために、あなたにできることは？

買い物をした後日に代金
を支払うことになるのは
どれ？

①デビットカードで買う。
②クレジットカードで買う。
③プリペイドカードで買う。

Q6
クレジットカードの支払方法で、
１つ１つの商品の残高が分かり
にくいのは？

①36回分割払い
②リボルビング払い（リボ払い）
③ボーナス1回払い

Q7

１７歳の高校生が、保護者に内緒で
１０万円の化粧品セットを契約した。
この契約は取り消せる？

①取り消すことはできない。
②未成年者取消しができる。
③保護者が取り消しを求めたときのみ、未成年
者取消しができる。

Q3 街で呼び止められ、展示会場に行ったら勧誘され、
断れなくて１０万円の絵画を契約してしまった。
この契約をクーリング・オフすることはできる？

①事業者がウソを言って勧誘した場合は、クーリング・オフ
できる。

②絵画を飾るなど、商品を使用していなければ、クーリング・
オフできる。

③契約してから8日間であれば、クーリング・オフできる。

Q4

消費者トラブルにあったとき、あなたならどうする？

①自分が我慢すればよいことなの
で何もしない。

②ネット上に事業者を誹
ひぼ う

謗中
ちゅう

傷
しょう

し
た書き込みをする。

③消費生活センターや事業者※（お
客様相談室）に相談する。

Q12 ネットショップでTシャツを買っ
たけれど似合わない。
クーリング・オフできる？

①クーリング・オフできない。
②契約してから14日間ならクーリング・
オフできる。
③商品が届く前なら
クーリング・オフ
できる。

Q5

※「企業」、「売り手」という言葉が使われることもある。具体的には、販売店や、
メーカー、クレジットカード会社等の金融機関。

アパート
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について理解しよう！

店で買い物をするとき、契約が成立するのはいつ？

 ③店員が「はい、かしこまりました」と言ったとき。

ライフステージと契約

●�消費者と事業者とが、お互いに契約内容（商品の内容・価格・引き渡し時期等）につい
て合意をすれば契約は成立する。つまり、口約束でも契約は成立する。契約書や印鑑・
サインは証拠を残すためのもの。

&
Q1
A1

ワーク １	 �上の図のそれぞれの契約をする場合、どこから、どのような情報を収集して商品やサービスを選択す
ればよいか。また、契約をすることで消費者と事業者には、それぞれどのような権利と義務が発生
するだろうか。

（ヒント）�商品やサービスに関する情報はどこで得られるか。例えば、お菓子の箱の表示を見て商品を選ぶこと
もあるだろう（上の図はプリンの表示の例）。また、自分自身は、その商品やサービスに何を求めるか。
実際に契約するときのことをイメージしてみよう。

食品を買う

バスに乗る

アパートを借りる

保険（生命保険・
損害保険）に入る

車を買う

マンションを買う

引っ越しをする

英会話を習う

成人式の
着物を借りる

バスツアーに
参加する

有料老人ホーム
に入る

住宅ローンを
組む

オンラインゲーム
をする

スマホを買う
洋服を買う

契約をする1

契 約
毎日の暮らしで私たちは消費者として事業者と契約をしている。
消費生活から契約について考えてみよう。

＜プリンの表示例＞
名 称 洋生菓子

原材料名 卵、砂糖、生乳、植物油脂、乳製
品、カラメルソース、ゼラチン

添 加 物 香料、乳化剤、pH調整剤、増粘
多糖類

内 容 量 130g
賞味期限 平成△△年△△月△△日
保存方法 要冷蔵（10℃以下）

販 売 者 株式会社○○
東京都□□市××町1-2

製 造 所 株式会社△△ 
埼玉県○○市△△町3-4

栄養成分表示（１個当たり）
熱量	 164kcal
たんぱく質	 ７.2g
脂質	 ６.5g
炭水化物	 19.1g
食塩相当量	 ０.2g
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店で商品を買ったが、使う前に不要になった。解約できる？

 ①解約できない。

●契約は「法的な責任が生じる約束」なので拘束力がある。

&
Q2
A2

ワーク 2　�一旦締結した契約は、なぜ守らなくてはならないのだろうか。
（ヒント）消費者、事業者の立場になって考えてみよう。

契約を守る2

契約をやめる─未成年者取消し3

消費生活で、あれっ？困った！と思ったら消費生活センター（☎188）へ

契約を守らないと、
裁判で訴えられる
こともある。

残念！
レシートがあっても、
開封していなくても、
原則は解約できない。

プレゼントを買いました。 しかし、プレゼントを渡す
前に突然の別れ・・・

１７歳の高校生が、保護者に内緒で１０万円の化粧品セットを契約した。
この契約は取り消せる？

 ②未成年者取消しができる。

&
Q3
A3

●�社会経験の少ない未成年者が法定代理人（親権者などの保護者）の同意を得ずに契約した
場合、契約を取り消すことができる。

●未成年者取消しは、未成年者自身からでも、法定代理人からでもできる。
●�取消しにより、未成年者は受け取った商品があれば事業者に返品し、支払った代金があれ
ば返金される。

＊�ただし、小遣いの範囲の少額な契約、結婚をしている者、成人であると積極的にウソをつい
たり、法定代理人の同意があるとウソをついたりした場合等は、未成年者取消しができない。

　未成年者契約と消費者被害
事業者にとっては、未成年者契約で
あったことを理由に契約を取り消され
ては困る。そこで、悪質業者は成人し
て間もない人を悪質商法のターゲット
にすることがある。

ね
え
･
･
･

大
人
っ
ぽ
い
け
ど
、

は
た
ち
？

世間話から、年齢を
聞き出すこともある。
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プラスα

街で呼び止められ、展示会場に行ったら勧誘され、
断れなくて１０万円の絵画を契約してしまった。
この契約をクーリング・オフすることはできる？

 ③契約してから８日間であれば、
 クーリング･オフできる。

●�「契約は守らなければならない」のが原則だ
が、消費者トラブルになりやすい取引につ
いては、契約をやめることができる特別な
制度としてクーリング・オフがある（特定
商取引法）。

●�クーリング・オフをすると、消費者は受け
取った商品を事業者に返品し、支払った
代金は全額返金される。

●詳しくは

➡�こんな状況で契約した場合、消費者契約法によって
契約を取り消すことができる。

◎事実と違う説明をされた。
◎メリットだけ説明され、デメリットを説明されなかった。
◎「帰って」と言っても営業マンに居座られて勧誘された。
◎「帰りたい」と言っても店から帰らせてくれず勧誘された。

&
Q4
A4

ワーク ３　なぜ、法律では上のような取引に関してクーリング・オフ制度を定めているのだろうか。
（ヒント）Q4の消費者の状況や、上の表の「特徴」に着目。

国民生活センター　クーリング・オフ

理由は関係ない

契約した日から

い
え
、

そ
の
～
？
？
？

話が違う！解約できるかな？と思ったら消費生活センター（☎188）へ

契約をやめる─クーリング・オフ4

この絵に目が
とまるなんて、さすがですねェ～
一点もので、値上がりすれば

高く売れるし
・・・・ペラペラ・・・・・

あのお～すみません〜

〇若者がトラブルにあいやすい販売方法とクーリング・オフ期間

販売方法 特　徴 期　間

訪問販売・キャッチセールス※1・
アポイントメントセールス※2

不意打ち的に勧誘される（突然家に営業マンが来る、突然路上で呼び止められる※1、
突然電話があり呼び出される※2）。 ８日

継続的なサービス 語学教室・エステ・家庭教師・塾など7業種。自分から店へ行って契約した場合も
クーリング・オフできる。 ８日

連鎖販売取引（マルチ商法・ネット
ワークビジネスともいわれる）

先輩、友人、知人から、「すぐに利益が出る」、「人を紹介することでバックマージン
が入る」などと誘われる。最初の名目は様々だが金銭的負担を求められる。 20日

話
が
ち
が
う
！

断
れ
な
か
った
の
！

クーリング・オフができない場合、
契約はやめられる？

【発展1】○○に入る漢字二文字を考えた上で、消費者が置か
れている状況について話し合ってみよう。

頭
を
冷
や
す

cooling off

ええ?!

消費者契約法は、消費者と事業者との間の情報の質・量、交
渉力の○○に着目したルールといえる。
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◎�確認画面がなく、すぐに登録となり請求された。
◎�画像や年齢認証をクリックしただけで請求された。

　架空請求・不当請求

 架空請求である 

 可能性が高い。

支払わない、連絡しない。
・連絡すると、悪質業者から言葉巧みに、しつこく金銭の支払を要求されることになる。
・‌�インターネット上では、自分が情報を出さない（入力しない）限り、どこの誰であるか個人の
特定はされない。

対
処
法

注意！

●●●ショップ当店は1999年の創業。商品品質。
信用第一！全て100％正規品保証！！

会社概要�
○○ショップ販売店
住所：東京都千代田区
連絡先：○○＠abc.com

■支払方法について
　銀行振込
■送料・配送について
　送料無料！三日か五日届けます！

人気ブランド■■のバックで
今期最も注目されている最新モデル！

△△のロゴが刻印された上品な
デザインが人気の財布！

在庫あり

50,000円➡10,000円

35,000円➡3,500円

80%OFF

90%OFF

ホーム 商品一覧 﨤品﨤却について お問い合わせ

購入する

購入する

http://www○△×□-shop.com

在庫あり

字体（フォント）に通常使用されて
いない旧字体が混じっている

URLが不自然

住所が番地まで記載されていない

電話番号がなく
連絡先がＥメールしかない

機械翻訳したような
不自然な日本語表現がある

極端に値引きされている

支払方法が銀行振込みのみ

（消費者庁ウェブサイトを参考に作成）

アダルトサイトの
閲覧でも被害発生

これって、ネットトラブル？と思ったら消費生活センター（☎188）へ

クーリング・オフの落とし穴
─ネットショッピングの場合─
　　（ネット通販、オンラインショッピング、電子商取引ともいう。）

【発展2】
ネットショップの表示
画面を作ってみよう。

（ヒント）特定商取
引法によるルール。
消費者にとって必要
な情報、分かりやす
さがポイント。

ネットショップでTシャツを買ったけれど
似合わない。クーリング･オフできる？

 ①クーリング・オフできない。

●�ネットショッピングは法律上のクーリング・オフ制度はない。
●�ただし、ネットショップ独自に、返品の可否や、その条件についてのルールを定めている。
●�返品のルール（利用規約）を、注文前に必ず確認しよう。

&
Q5
A5

ニセ物

連絡先不明

代金を払ったのに、
商品が届かない！

請求書
定期コース

ご購入になります

「無料お試し」を
注文したのに、

定期購入になっている！
こんなトラブルがあります

こんなネットショップには注意！

（購入を希望しているサイトの
URLと違う）

気を付けたいネットショップの表示

このほかにも…
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税金 家賃

水道代 ガス代 電気代

社会
保険料

食費

買い物をした後日に代金を支払う
ことになるのはどれ？

 ②クレジットカード で買う。

●�カード会社が代金を立て替えて
販売店に支払う。消費者は
先に商品を手に入れて、支払
期日までに一括または分割で
カード会社に支払う。

●�支払期日までに、お金を用意
しておく必要がある。

&
Q6
A6

好きなように使える
お金は意外と少ない！

働いて収入を得る。

〇クレジットカードの支払方法と手数料　＊クレジットカードの手数料は、分割払い、リボルビング払いに発生する金銭。

支払方法 手数料

一括払い
（１回払い・マンスリークリア） 代金を一括で支払う なし

分割払い 代金を何回かに分けて毎月支払う  あり 

リボルビング払い
（リボ払い）

月々の支払金額を毎月一定額または残高に対して一定率に決めておいて支払
う。支払回数は決まっていない。  あり 

について理解しよう！お 金
お金は、消費生活をする際の支払手段として欠かせない。
自分の生活と結びつけて、お金の流れについて考えてみよう。

暮らしとお金

お金を支払う（カード払い）1
現金以外にいろいろな支払方法がある。キャッシュレ
ス化が進んでいるが、契約関係が複雑なクレジット
カードについて理解しよう。

ワーク 4	 �①‌�クレジットカードのメリット・デメリットを、消費者、販売店、カード会社の立場で考えて
みよう。

	 ②クレジットカードで購入した商品は、カード会社への支払が完了するまでは誰のものか。
	 ③クレジットカードの普及は、消費生活にどのような影響をもたらしただろうか。
（ヒント）	�上のクレジットカードの仕組みの図を参考にする。また、インターネットの普及との関係から考

えてみる。
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失業

事故や
災害で

思わぬ出費 家族の病気や
世話で働けない

悪質商法
の被害

ギャンブル等への
のめり込み

病気・ケガで
働けない

連帯保証人になり
借金の肩代わり

収入減

お金を借りる2

【プラスα問題】　‌�20万円を年利（金利）17％で借りて、1か月（30日）後に一括して返済する場合と、毎月2万円ずつ返済する場合
のそれぞれの返済総額を計算して、返済期間によって返済総額が変わることを実感してみよう。

（ヒント）◎�年利（金利）とは1年間借りた場合の元金に対する利息の割合のことである。
	 　1か月後の利息＝元金（借入金額）×年利（金利）×借入期間（1／12か月）となる。
	 　したがって、1か月後に一括返済する額は、（元金＋1か月後の利息）となる。
	 ◎‌�毎月の返済額（元金＋利息）が一定の返済方法を元利均等返済という。例えば、毎月2万円ずつ返済する場合、2万円には利

息が含まれているので、2万円を返済しても元金に充当される返済額は（2万円−利息）である。翌月は、この残元金に利息
が付く。残元金が0円になるまで計算を繰り返す。

クレジットカードの支払方法で、1つ1つの商品の残高が分かりにくいのは？

自動車教習所へ通うため金融機関から２０万を年利（金利）１７％で借りた。
毎月５,０００円ずつ返済した場合の返済総額は？

 ②リボルビング払い（リボ払い）

 ③約２９万円 （60か月（5年）で完済（返済が終了）する。）

●�リボ払いは、月々の支払を一定額または残高に対する一定の割合に抑えられるが、支払期
間が長くなりがちなので、手数料がかさみ、その結果支払総額も増える。

●リボ払いは定期的な支払が続き、残高が分かりにくくなる。

●金融機関からお金を借りたら利息を付けて返す。�
　利息＝借りた金額（元金）×年利（金利）×借入期間
●��月々決まった金額を返済した後の残金に対して、また利息が付くので、少額ずつ返済する
場合は返済期間が長くなり返済額の合計は高くなる。

●奨学金制度（返済が必要な貸与型）、住宅ローンも借金であることは同じ。�
　‌�借りる前に、金融機関が提示する返済計画表を確認し、目的の実現後の返済計画を具体的に考えてみよう。

&
Q7
A7

&Q8
A8

無駄遣いだけでなく、
多重債務のきっかけは、

誰にでもある

〇多重債務　
　複数の金融機関などから借金を繰り返すことで借金が雪だるま式に増え、返済が困難になること。

カードの
使い過ぎに注意

クレジットカードを使った
キャッシングは、

消費者金融からお金を
借りるのと同じ。

クレジットや借金で困ったら、まずは消費生活センター（☎188）へ

ワーク ５	 �キャッシュレス時代の様々な支払方法の特
徴を調べてみよう。

（ヒント）�プリペイドカード（電子マネーを含む。）、デビッ
トカードの具体的な例をあげてみる。

適切な窓口をご案内します。
8
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ワーク 6	 イラストにあるような事故があったとき、消費者にはどのような行動が求められるだろうか。
	 周囲と相談して考えてみよう。
（ヒント）	�身体への危害発生、火災等の事故発生時には、まずどこへ連絡をし、どのような行動をとる必要が

あるか。
	 次に、消費者自身に損害が生じた場合の補償、事故の再発防止に関する連絡先を考える。

将来のためのお金3

「必ずもうかる投資」ってあるの？

 ①「必ずもうかる投資」はない。 

●�金融商品の中には、元本保証があるものと元本保証が
ないものがある。

●�一般的に高収益であるほどリスクも高くなる。�
また、元本以上の損失が発生する可能性のある仕組みの金融商品もある。

●��多様な金融商品が出回っているが、仕組みやリスクをよく理解できない場合は、絶対に
手を出さない。

●リスクをよく理解し、認識した上で投資をすることも、選択肢の一つ。

&
Q9
A9

預ける 備える 運用する（投資）

預貯金 生命保険、損害保険 株式、債券など

について理解しよう！暮 し 安ら の 全
製品やサービスによる事故で、ケガをしたり、時には亡くなってしまうケースもある。
安全に配慮した行動、さらに事故の再発を防ぐための行動をしよう。

暮らしに潜む危険

カラーコンタクトレンズで
目に傷がついた

スマホ充電中に
コネクターから発煙・発火

脱毛エステに
よるやけど

製品事故やリコール情報をチェック
� （消費者庁ウェブサイト）

製品による事故が発生したとき損害賠償を求めることができる？

 ③欠陥による損害であれば、治療費なども含め、広く損害賠償を求めることができる。

&Q10

製品やサービスで危ない！と思ったら消費生活センター（☎188）へ

ス
ゴ
ッ

お金には「預ける」、「備える」、「運用する（投資）」
という役割もある。

A10

金融商品で分からないことがあったら、契約する前に消費生活センター（☎188）へ

9
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消費生活センターについて知ろう!

1

3

2

4

消費生活について相談したいときにかける電話番号は？

 ②消費者ホットライン 1
い や や

88番   
&Q11

A11

消費生活センターはこんな所です

●どのような人が対応してくれるのですか？
　A：�国家資格を持った消費生活相談員やそれに準じた専門知

識・技術を持った人が対応します。

●消費生活相談員は、どんな対応をしてくれるのですか？
　A：�消費者関連の法律に基づき、解決のためのアドバイスを

したり、必要に応じて事業者との間に入ってあっせん（解
決のための交渉のお手伝い）を行ったりして被害の回復
を図ります。

●秘密は守られるのですか？
　A：�守秘義務があるので、伺った情報はしっかり守られます。

外には漏れません。

全国の都道府県・市町村に
約800か所あり、各地方公共団体が

設置しています。

ワーク 7	 �最寄りの消費生活センターを訪問し、消費者被害について調べたり、消費生活相談員から話を聞
いたりしてみよう。

実は…、1か月前先輩から
食事に誘われて…

ネットワークビジネスって
もうかると言われて。
契約したんですけど…

相談は無料

今の話を手紙にして、事業者に
解約を伝えてみましょう。
消費生活センターに来てみませんか？

分
か
り
ま
し
た
。

解
約
に
応
じ
ま
し
ょ
う
。

は
い
、消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
す
！

お
金
が

戻
って
き
た
！

先
輩
に
も
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を

勧
め
て
み
よ
う
。

土日祝も
つながります

在住・在勤・在学の
地域の消費生活ｾﾝﾀｰに

ご相談ください！

消費生活に関す
　ることなら何でも

相談できます！

相談は、電話でも
来所でもOK

相談できる3ケタの
番号があったんだ・・・。

おっ、つながった！

相談者が送付した申出書面に基づき消費生活相談員と
事業者の2者間で話合いが行なわれることもあります。

クーリング・オフ期間が過ぎてしまっても、困った！と思ったら消費生活センター（☎188）へ

契
約
時
の
状
況
や
、

事
業
者
に
ど
う
し
て

ほ
し
い
の
か
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。

【発展３】
上のマンガでは、消費者が消費生活センターにネットワークビジネスに関する相談をしている。会話から問題点を検討するととも
に、消費生活センターから情報を得るなどして、１コマ目のシーンに関してロール・プレイングのシナリオを作って演じてみよう。
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あなたの行動が社会を変える！
消費者が主役の「消費者市民社会」では、消費者の行動で社会を変えることが求め
られている。「消費者市民社会」の一員として、自分自身の行動を考えてみよう。

製品やサービスで事故にあった

不正な取引、製品等の
事故が続く

不正な取引、トラブル・
被害の拡大

国（消費者庁・関係省庁）や
都道府県が動く！
◎�違法な営業をしている事業者に対
し、営業停止を命令
◎�違法な表示をして
いる事業者に対し、
定められた表示を
するように命令

消費生活センターに相談事業者に相談
（お客様相談室）

法律の整備

不適正な取引・表示、安全性を欠く製品
やサービスが改善される

健全な事業者が育ち、良質で安全な商品・
サービスが増える

消費者の積極的な行動に
よって、安全・安心に暮らす
ことができる

トラブルの解決 国民生活センター
全国の消費生活センター等で
受け付けた消費生活相談情報
の収集、分析、提供

消費者トラブルにあったとき、あなたならどうする？

 ③消費生活センターや事業者（お客様相談室）に相談する。

&Q12
A12

消費者トラブルだ！

助言を聞いて相談

相談 相談

＊他の消費者からも次々と情報が・・・

解決のための
助言や

あっせん交渉

契約トラブルにあった

ワーク 8	 �消費生活センターや事業者（お客様相談室）に相談する意義について、下の図を参考に考えてみよう。

消費者市民社会の実現

対
応
し
な
い

あきらめる

行動しない 行動する

あ
き
ら
め
る

トラブルの
解決

対
応
す
る

制作・著作　消費者庁　平成29年3月発行（平成29年12月改定）
〒100-8958 東京都千代田区霞が関3-1-1 消費者庁　消費者教育・地方協力課　TEL.03-3507-9149 FAX.03-3507-9259
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地
域
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

（
S
o
ci

al
 B

us
in
e
ss

 P
ro

je
ct
、
略
称
：
S
B
P
）

1

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

展
示
・販

売
の
様
子

オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

第
2
回
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
（
8
/
1
8
-
1
9
）
参
加
地
域

図
及
び
写
真
の
出
典
：
「
未
来
の
大
人
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
H
P
よ
り

地
方
創
生
、
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
、
高
校
生
が
地
域
の
大
人
と
共
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
（※
）の
展
開
に
よ
り
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
取
組
。

具
体
的
に
は
、
高
校
生
ら
が
地
域
資
源
を
知
り
、
見
直
し
、
活
用
し
て
“ま
ち
づ

く
り
”
や
“
ビ
ジ
ネ
ス
”を
提
案
し
、
そ
の
取
組
を
、
地
域
で
応
援
し
支
え
て
い
く
も
の
。

三
重
県
多
気
町
に
あ
る
相
可
（
お
う
か
）
高
等
学
校
食
物
調
理
科
調
理
ク
ラ

ブ
が
運
営
す
る
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」等
を
先
進
事
例
に
、
平
成
25
年

４
月
に
三
重
県
立
南
伊
勢
高
等
学
校
南
勢
校
舎
で
最
初
の
Ｓ
Ｂ
Ｐ
が
立
ち
上

が
っ
た
。

現
在
、
同
様
の
取
組
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

※
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
：社
会
的
課
題
へ
の
取
組
を
、
継
続
的
な
事
業
活
動
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
。
地
域

の
自
立
的
支
援
や
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
活
動
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
る
。
（小
学
館
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
よ
り
）

文
部
科
学
省
は
、
平
成
2
9
年
８
月
に
三
重
県
伊
勢
市
で
行
わ
れ
た
「第
２
回
全

国
高
校
生
S
B
P
交
流
フ
ェ
ア
」
を
共
催
し
た
。

平
成
3
0
年
も
、
８
月
1
7
日
（金

）
～
1
8
日
（土
）に
三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
る

予
定
の
第
３
回
交
流
フ
ェ
ア
を
共
催
。
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ド ラ マ 化

レ シ ピ 開 発 等 世 界 を 舞 台 に

「 せ ん ぱ い の 店 」

ふ る さ と 納 税 の 返 礼 品 に

町 の Ｐ Ｒ に

事
例
紹
介

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

（
三
重
県
立
相
可
高
校
食
物
調
理
科
調
理
ク
ラ
ブ
）

2

○
平
成

1
4
年
に
地
元
多
気
町
と
連
携
し
、
農
業
公
園
「五

桂
池
ふ
る
さ
と
村
」
に
、
高
校
生
が
休
校
日

の
土
・
日
・
祝
日
に
営
業
す
る
研
修
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」を
開
設
。
高
校
生
は
、
仕
入
れ
か
ら
、

調
理
、
接
客
並
び
に
経
理
ま
で
一
貫
し
て
行
う
。

○
当
初
は
、
野
外
テ
ン
ト
で
運
営
し
て
い
た
が
、
高
校
が
文
部
科
学
省
事
業

*
1
の
指
定
校
と
な
っ
た

こ
と
を
契
機
に
、
平
成

1
7
年
度
に
多
気
町
及
び
三
重
県
が
共
同
で
現
在
の
研
修
レ
ス
トラ
ン
を
建
設

し
経
営
を
拡
大
し
た
。

○
隣
接
す
る
農
産
物
販
売
所
を
含
む
地
元
食
材
を
活
用
し
た
料
理
を
提
供
し
、
連
日
満
員
の
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
る
。
年
間
食
数
は
約
１
万
５
千
食

*
2
、
売
上
高
は
約
５
千
万
円

*
3
。
運
営
に
か
か
わ
る
材
料
費
、

施
設
管
理
費
及
び
水
道
光
熱
費
等
を
含
め
、
自
治
体
か
ら
の
補
助
を
受
け
ず
に
運
営
し
て
い
る
。

*
1
：
文
部
科
学
省
「目

指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト」

*
2
：

2
0
1
4
年
度
食
数

1
5
,9

5
8
食
、
実
施
日
数

9
0
日

※
他
に
弁
当
等
を
作
っ
て
販
売
し
て
い
る

*
3
：

2
0
1
4
年
度
売
上
高

5
4
百
万
円

*
2
及
び

3
は
、
文
部
科
学
省
「
2
7
年
度
地
域
政
策
等
に
関
す
る
調
査
研
究
～
地
域
振
興
に
有
効
な
教
育
実
践
の
実
態
把
握
と
普
及
方
策
に
関
す
る
実
践
研
究
」
よ
り

（
出
典
：
日
本
テ
レ
ビ
Ｈ
Ｐ
）

（
出
典
：
外
務
省
Ｈ
Ｐ
）

（
出
典
：
「
第

1
回
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

（
出
典
：
多
気
町
Ｈ
Ｐ
）

（
出
典
：
多
気
町
Ｈ
Ｐ
）

年
度

主
催
者

表
彰
名

平
成

2
6
年
国
土
交
通
省

手
づ
く
り
郷
土
賞

「大
賞
」

平
成

2
3
年
総
務
省

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣

表
彰
「優

秀
賞
」

平
成

2
1
年

フ
ー
ド
・ア
ク

シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ

ン

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰｼ
ｮﾝ
・

啓
発
部
門

「最
優
秀
賞
」

平
成

1
8
年

全
国
農
業
協

同
組
合
中
央

会
（Ｊ
Ａ
全
中
）

日
本
農
業
賞
特
別
部

門
食
の
架
け
橋
賞

「大
賞
」

平
成

1
7
年
国
土
交
通
省

手
づ
く
り
郷
土
賞

「地
域
整
備
部
門
賞
」

当
取
組
の
評
価
（
一
部
）

（
出
典
：
せ
ん
ぱ
い
の
店
Ｈ
Ｐ
）

多
気
町

人
口

約
1
5
千
人
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事
例
紹
介

南
伊
勢
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ

（
三
重
県
立
南
伊
勢
高
校
南
勢
校
舎
）

3

○
南
伊
勢
町
の
急
激
な
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
町
の
衰
退
が
予
測
さ
れ
る
中
、
魅
力
的
な

町
を
残
す
た
め
、
平
成

2
4
年
度
に
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｂ
Ｐ
）
を
立
ち
上
げ
た
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
魅
力
を
知
り
、
地
元
愛
を
育
て
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
あ
げ
、

自
ら
働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と
で
地
域
に
残
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

○
現
在
、
「
セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
」（
第
３
弾
ま
で
完
売
）と
「
た
い
み
ー
焼
き
」（
産
業
振
興
イ
ベ
ン
ト等

に
出
展
）
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
小
学
校
で
の
特
別
授
業
を
行
っ
た
他
、

南
伊
勢
町
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
す
る
等
、
地
域
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
中
で
あ
る
。

○
2
9
年
度
か
ら
高
校
の
コ
ー
ス
名
が
「
ア
ド
バ
ン
ス
」
か
ら
「地

域
創
生
ア
ド
バ
ン
ス
」
に
変
更
さ
れ
る
等
、
波
及
効
果
が
出
て
い
る
。

南
伊
勢
町
の
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ

「
セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
」

町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
形
を
し
た
た
い
焼
き

「
た
い
み
ー
焼
き
」
※
鯛
と
み
か
ん
が
モ
チ
ー
フ

地
域
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り
の
一
員
と
し
て

活
躍

ア
ン
ケ
ー
トを

同
封
し
、
こ
れ

か
ら
の
ギ
フ
ト製

作
の
参
考
に
す

る
。

ア
ン
ケ
ー
ト結

果
か
ら

・「
東
京
都
」「
福
岡
県
」

「愛
知
県
」な
ど
多
方
面
に

届
い
て
い
る
。

⇒
南
伊
勢
を
出
て
行
っ
た

方
に
、

「南
伊
勢
か
ら
の
贈
り
物
」と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ

て
い
る
。

商
品
の
紹
介
文

南
伊
勢
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
手
紙

（
ふ
る
さ
と
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
）

南
伊
勢
町
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
様
子

地
元
小
学
校
で
の
特
別
授
業
の
様
子

材
料

・た
い
焼
き
粉
（
町
内
）

・は
ち
み
つ
（
町
内
）

・卵
（
町
内
）

・あ
お
さ
（
町
内
）

2
6
年

1
1
月
の
焼
き
型

2
7
年
９
月
の
焼
き
型

1
.セ
レ
ク
ト
会
議

2
.パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

3
.仕
入
れ
交
渉

4
.箱
詰
め

5
.販
売

南
伊
勢
町

人
口

約
1
4
千
人
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「
全
国
高
校
生

S
B
P
交
流
フ
ェ
ア
」
受
賞
事
例

4

文
部
科
学
大
臣
賞

静
岡
県
立
静
岡
農
業
高
等
学
校
松
葉
研
究
班

三
重
県
知
事
賞

愛
知
県
立
高
浜
高
等
学
校
高
浜
高
校
地
域
活
動
部

S
B
P
班

『松
葉
』
を
食
用
に
。

付
加
価
値
を
つ
け
た
松
葉
商
品
販
売

「S
の
絆
焼
き
型
」
で

全
国
を
繋
ぐ

高
浜
高
校
は
、
今
年
で
創
立
5
0
周
年
を
迎
え
る
高
浜
市
内
唯
一
の
県
立
高
校
で
す
。

本
校
に

は
、
普
通
科
と
福
祉
科
が
あ
り
、
約
7
0
0
人
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
は
、

校
舎
の
屋
根
に
輝
く
黄
色
と
青
色
の
瓦
で
す
。

高
浜
市
は
日
本
三
大
瓦
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
三
州

瓦
」
の
生
産
地
で
、
私
た
ち
が
作
製
・
販
売
し
て
い
る
「
S
の
絆
焼
き
型
」
に
も
、
そ
の
技
術
が
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｓ
の
絆
焼
き
型
」
と
は
、
南
伊
勢
高
校
の
「
た
い
み
ー
焼
き
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
い
焼
き
型
で
す
。

こ
の
焼
き
型
は
、
依
頼
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
瓦
職
人

（
鬼
師
）
が
立
体
的
な
形
に
し
、
そ
れ
を
基
に
、
こ
ち
ら
も
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
が
金
型
を
彫
り
込
む
と
い
う
工
程
を
経
て
作
製
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
青
森
県

の
三
校
か
ら
受
注
を
い
た
だ
き
、

納
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
地
域
活
動
部
S
B
P
班
と
し
て
新
入
生
を
迎
え
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、

高
浜
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
「
Ｓ
の
絆
焼
き
型
」

で
世
界
進
出
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

現
在
三
保
松
原
で
は
松
枯
れ
が
進
行
し
て
お
り
、
景
観
維
持
の
た
め
剪
定
、
伐
採
さ
れ
た
松
の

廃
棄
に
多
額
の
費
用
が
か
か
り
地
域
の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成
2
3
年
に
発
足
し
今
年
で
7
年
目
と
な
り
ま
す
。

基
礎
研
究
で
松
葉
の
有
用
性
を
科
学
的
に
検
証
し
、

検
証
し
た
結
果
か
ら
応
用
研
究
に
よ
っ
て

松
葉
を
食
品
な
ど
に
添
加
し
、

商
品
開
発
や
開
発
し
た
商
品
の
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
今
ま
で
に
発
見
し
て
き
た
松
葉
の
抗
酸
化
作
用
や
血
管
弛
緩
作
用
、

ア
レ
ル
ギ
ー
緩

和
作
用
を
活
か
し
た
緑
茶
や
入
浴
料
、

う
ど
ん
や
蕎
麦
の
乾
麺
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
と
の
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
商
品
販
売
を
行
い
、
利
益
の
1
0
%
を
活
用

し
、
三
保
松
原
の
保
全
活
動
を
行
う
な
ど
、

松
葉
の
有
用
性
に
つ
い
て
多
く
の
方
に
知
っ
て
頂

く
だ
け
で
な
く
、
商
品
を
買
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
保
全
事
業
の
手
伝
い
が
で
き
、

付
加
価
値

を
商
品
に
つ
け
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
の
方
た
ち
や
大
学
生
と
の
連
携
で
販
売
地

域
の
拡
大
を
考
え
る
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

※
「
全
国
高
校
生

S
B

P
交
流
フ
ェ
ア
」参
加
校
紹
介
よ
り
抜
粋

み
第
２
回
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア

文
部
科
学
省
は
、
平
成
29
年
８
月
に
三
重
県
伊
勢
市
で
行
わ
れ
た

「
全
国
高
校
生
S
B
P
交
流
フ
ェ
ア
」を
共
催
し
た
。

（第
３
回
を
平
成
３
０
年
８
月
共
催
予
定
）

＜
第
２
回
全
国
高
校
生
S
B
P
交
流
フ
ェ
ア

開
催
概
要
＞

開
催
日
時
：平
成
29
年
８
月
1
8
日
(金
)～
19
日
(土
)

開
催
場
所
：三
重
県
伊
勢
市
（皇
学
館
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
）

参
加
者
：
24
団
体
、
36
0
名
（生
徒
約
23
0名
、
関
係
者
等
約
13
0
名
）
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OECD日本イノベーション教育ネットワーク
Japan Innovative Schools Network supported by OECD

OECD日本イノベーション教育ネットワーク（以下ISN）1 は、東日本大震災の復興支援プロジェクト
であるOECD東北スクール2 の後継プロジェクトとして、OECD（経済協力開発機構）と文部科学省の協
力のもと、21世紀型に求められる資質・能力を涵養するための新しい学びのモデルの開発（カリキュラム、
教育方法、アセスメント、教員養成・現職教育 等）と、中高生が地域課題の解決に取り組むことによる
地方創生モデルの創出を目指して、「地方創生イノベーションスクール2030第1期(ISN1.0)」を推進し、
実践に基づく教育研究活動を2015年から実施してきました。

そして第1期実践校の皆様からのさらなる継続の声にこたえるべく、「地方創生イノベーションスクー
ル2030第2期(ISN2.0)」の実施を決定し、本年8月からの正式な実施に向けて、現在準備を進めています。

ISN2.0では、ISN1.0の最終成果物として生徒たちがまとめた「生徒共同宣言」3 を理解し、実践に移す
ことを基本に、生徒たちが2030年の社会に向けた地域課題の解決をめざし、世界各国の生徒と協働しなが
ら進める探究学習のネットワーク構築を推進します。そして、生徒とその活動を支える教員の実践を教師、
研究者、教育行政関係者が中心となり、関係企業やNPO等とも協働して研究することで、新しい学びの
モデルをISNの関係者全員で作り上げていくことをめざします。

また、日本の次期学習指導要領を踏まえ、更にはOECD の 国際プロジェクトであるEducation2030（正
式名称：Future of Education and Skills: Education2030 4）を意識した研究テーマに取り組むことで、国際
的に議論されている新しい学びのフレームづくりに貢献することをめざします。

1. ISN ウェブサイト：https://innovativeschools.jp/
2. OECD東北スクール ウェブサイト：http://oecdtohokuschool.sub.jp/
3. ISN1.0の集大成である「生徒国際イノベーションフォーラム2017」には、これらの参加国・参加地域から300名を超える生徒・教員が参加し、プロ

ジェクトの成果発表と、2030年に予想される地域の課題解決のために必要な力、そしてその力をどう身に着けるのか、という「学びのイノベーショ
ン」を議論し、最終的な成果物として、「生徒共同宣言」を作成し、世界に向けて発表しました。生徒宣言は、次のウェブページを参照：
http://bit.ly/ISIF2017

4. ISNはEducation 2030 IWG (Informal Working Group)にスクールネットワークメンバーとして参加しています。
OECD Education 2030 projectのウェブサイトはこちら：http://bit.ly/OECD-E2030

ISNボードメンバー（2018年7月1日現在）
鈴木 寛 （代表責任者） 東京大学 公共政策大学院 教授

三浦 浩喜 （共同代表責任者） 福島大学理事・副学長

秋田 喜代美（研究統括責任者） 東京大学 大学院教育学研究科 教授

山﨑 昌樹 株式会社 ベネッセコーポレーション
学校カンパニー長

山中 伸一 株式会社ドワンゴ 取締役

岸 学 東京学芸大学 名誉教授

ISNアドバイザー（2018年7月1日現在）
Andreas Schleicher OECD教育スキル局 局長
Anthony Jackson Asia Society 教育次長
LEE Kim Eng Christine シンガポール国立教育研究所 准教授
無藤 隆 白梅学園大学 教授
白水 始 東京大学 大学総合教育研究センター 教授
芳川 恒志 東京大学 政策ビジョンセンター 特任教授
堀井 秀之 (一社)日本社会イノベーションセンター代表理事
荒井 優 札幌新陽高等学校 校長
Phil Lambert Director, Phil Lambert Consulting Pty Ltd
Namji Steinemann Director, East West Center
Andy Hargreaves Research Professor, Lynch School of Education

鈴木寛
代表責任者

Andreas
Schleicher

「地方創生イノベーションスクール2030 第2期(ISN2.0)」
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ISN2.0参加校・参加チームを募集しています。
詳しくは、ISNウェブサイトを参照ください。
皆様のご参加をお待ちしています！
https://innovativeschools.jp/do-tank/isn2-0/
お問合せ：office@innovativeschools,jp

ISN1.0の成果
ISN1.0では、日本の5つの地域（東北、和歌山、福井、広島、隠岐島前）と９つの国・地域（シンガポ

ール、ドイツ（ハール、コンスタンツ）、USA、インドネシア、ニュージーランド、フィリピン、エスト
ニア、トルコ）がパートナーとしてコア・クラスターを構成し、地域課題の解決に臨みました。また加え
て独立行政法人国立高等専門学校機構が独自のカリキュラムでコア・クラスターとして参加しました。
ISN1.0の集大成である「生徒国際イノベーションフォーラム2017」（2017年8月2-4日於国立オリンピック
記念青少年総合センター）には、これらの参加国・参加地域から300名を超える生徒・教員が参加し、プ
ロジェクトの成果発表と、2030年に予想される地域の課題解決のために必要な力、そしてその力をどう身
に着けるのか、という「学びのイノベーション」を議論し、最終的な成果物として「生徒共同宣言」5 を作
成し、世界に向けて発表しました。この宣言を取りまとめた和歌山クラスターの代表生徒は、OECDで開
催された国際会議にも出席しました。

これらの活動を通じて、生徒たちは「新規性への関心」や「異文化理解志向」が伸びたと理解されてい
ます。今後ISN1.0参加生徒を対象に追跡調査を実施し、国際協働型プロジェクト学習の効果に関して、調
査を進めて行きます。またISN1.0のデザイン原則を関わった教員がまとめた「国際協働プロジェクト学習
ガイドライン集」6 を発行しました。

5. 生徒共同宣言： http://bit.ly/ISIF2017
6. 国際協働プロジェクト学習ガイドライン集： http://bit.ly/ISN-Guideline

20
16 13 13 10 9 8 6 5

1
0
5

10
15
20
25

回
答
者
数

自分がこの活動を通して最も大きく変化したものはどれだと感じますか？

ISN2.0キックオフシンポジウム
2018年3月11日、東京大学内福武ホールにおいてISN2.0キックオフシンポジウムを開催しました。このシ
ンポジウムでは、ISN1.0の経験とISN2.0に向けての提言を、生徒、教員、研究者の立場から発表いただ
き、ISN2.0のフレームや狙いが紹介されました。またOECDや文部科学省からもご参加いただき、国際的
なコンテクストから見る日本の教育課程や、現在OECDが日本を含む加盟国と現在進めている The OECD 
Learning Framework 2030 について理解を深めました。日本と海外を結ぶ実践の研究を通して、世界とと
もに新しい教育を考えていきたいと考えています。
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若
狭
高
校
で
は
、
す
べ
て
の
生
徒
が
高
校
3年
間
で
、
地
域
資
源

を
主
な
題
材
に
、
自
分
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
テ
ー
マ
設
定
を
し

な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
探
究
学
習
に
取
り
組
め
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
同
校
で
は
、
普
通
科
、
文
理
探
究
科
（
２
年
生
以
降

は
国
際
探
究
科
・
理
数
探
究
科
に
分
か
れ
る
）、
海
洋
科
学
科
の
全

学
科
で
探
究
学
習
を
進
め
て
き
た
が
、
普
通
科
の
生
徒
は
１
年
次
の

み
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
１
年
次
の
最
初
の
半
年
は
全
員

共
通
の
テ
ー
マ
で
論
文
作
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
生
徒
の
自
由
な

テ
ー
マ
設
定
で
の
探
究
学
習
は
１
年
次
後
半
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
１
年
次
で
の
活
動
は
ど
う
し
て
も
慌
た
だ
し
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
20
16
年
度
の
1年

生
か
ら
は
、
最
初
か
ら
生
徒
が
地
域
資
源
を
主
な
題
材
と
し
て
探
究

学
習
の
テ
ー
マ
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
１
年
間
か
け
て
学
習

し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
。

　「
特
に
大
切
に
し
た
の
は
、
生
徒
が
自
分
で
問
い
を
つ
く
る
こ
と
。

そ
し
て
、
問
い
を
つ
く
る
こ
と
を
面
白
い
と
生
徒
が
感
じ
る
こ
と
」

と
同
校
の
新
し
い
探
究
学
習
を
渡
邉
久
暢
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
面
白
さ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
を
探
究

す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
誰
も
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
な
い
テ
ー
マ

に
面
白
さ
を
見
い
だ
す
人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
既
存
の
テ
ー
マ
で

も
そ
こ
に
自
分
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
見
つ
け
、
追
究
し
て
い
く
こ

と
で
面
白
く
な
り
ま
す
。
目
新
し
さ
よ
り
も
、
生
徒
が
「
こ
れ
を
考

え
て
み
た
い
」
と
納
得
し
、
主
体
的
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
」

　
と
は
い
え
、
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
る
の

は
容
易
で
は
な
い
。
実
際
、
同
校
も
こ
れ
ま
で
の
探
究
学
習
で
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
い
う
。

　「
か
つ
て
本
校
で
探
究
学
習
を
始
め
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
教
師

か
ら
『
こ
う
い
う
テ
ー
マ
は
ど
う
だ
？
』
と
投
げ
か
け
、
そ
こ
か
ら

生
徒
に
考
え
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
生
徒
は
面
白

く
な
い
と
気
が
つ
き
、「
自
由
に
や
っ
て
み
な
さ
い
」
と
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
な
か
テ
ー
マ
が
出
て

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、身
近
な
地
域
の
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
指
定
さ
れ
た
地
元
の
湖
に
出
か
け
て
み
た
と
こ

ろ
、
そ
の
湖
に
関
す
る
テ
ー
マ
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
16
年
度
の
１
年
生
は
、
生
徒
が
本
来
内
面
に
秘
め
て
い
る

興
味
・
関
心
を
、
地
域
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
の

中
で
引
き
出
し
、
結
び
つ
け
な
が
ら
、
自
分
の
テ
ー
マ
に
迫
れ
る
よ

う
に
配
慮
し
た
。
１
年
生
で
は
同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
緩
や
か
に
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
が
、
生
徒
が
自
分
の

興
味
を
徐
々
に
絞
り
込
め
る
よ
う
に
、
学
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

人
を
招
き
、生
徒
が
興
味
を
持
っ
た
人
か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
５
月
、

９
月
、
1月
に
作
っ
た
。

　「
５
月
は
、
生
徒
が
自
分
の
将
来
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う

な
話
を
社
会
人
に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
の
医
師
、
介
護

施
設
の
職
員
、
さ
ら
に
京
都
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
15
人
ほ
ど
を
講
師

と
し
て
招
き
ま
し
た
。
９
月
と
１
月
は
、小
浜
市
、若
狭
町
、高
浜
町
、

お
お
い
町
の
４
市
町
か
ら
、
農
林
水
産
課
、
観
光
商
工
課
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
部
署
の
方
を
20
数
名
講
師
と
し
て
招
き
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、

生
徒
は
自
分
の
興
味
が
あ
る
講
演
を
自
由
に
選
び
ま
し
た
が
、
学
外

の
人
の
多
様
な
経
験
や
考
え
、
専
門
家
に
よ
る
深
い
知
識
に
触
れ
る

こ
と
で
、
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
す
」

　
夏
休
み
に
は
、
生
徒
た
ち
は
自
身
が
関
心
を
持
つ
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
調
べ
、
各
自
１
枚
、
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
発
表
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
の
１
年
生
の
探
究
学
習
で
は
、
論
文
作
成
の
比
重
が

大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
だ
文
を
書
く
だ
け
で
な
く
、
内
容
を
端

的
に
伝
え
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
、
さ
ら
に
自
分
で
撮
っ
た
写

真
な
ど
も
資
料
に
し
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
を
作
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
考
え
て
み
れ
ば
実
社
会
で
も
、
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
説
明
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
今
で
は
少
な
い
で
す
よ
ね
」

　
ま
た
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
、

そ
こ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
事
象
を
書
き
出
し
、
つ
な
げ
て
い
く
ウ
ェ

ビ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
、
生
徒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
と
経
験
を
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
さ
せ
な
が
ら
、
何
に
興
味
が
あ
る
か
を
考
え
さ
せ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
で
生
徒
の
中
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
「
問
い
」
の

萌
芽
を
、
生
徒
に
自
分
の
思
考
を
整
理
さ
せ
る
こ
と
で
、
具
体
的
な

問
い
へ
と
育
て
よ
う
と
し
た
の
だ
。

　
こ
う
し
た
過
程
の
中
で
、「
こ
の
テ
ー
マ
が
面
白
そ
う
だ
と
」
と

い
う
興
味
・
関
心
が
徐
々
に
生
徒
の
中
に
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
各
ク
ラ
ス
で
、
例
え
ば
地
域
の
特
産
物
に
つ
い
て
考
え
た
い
生

徒
、
町
の
人
口
を
い
か
に
増
や
す
か
を
考
え
た
い
生
徒
と
い
っ
た
よ

う
に
、
ゆ
る
や
か
に
テ
ー
マ
が
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
　「
生
徒
に
自
由
に
考
え
さ
せ
た
結
果
、カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
テ
ー

マ
の
内
容
、数
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
違
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
担
任
・

副
担
任
が
全
く
考
え
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
、
ど
の
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
テ
ー
マ
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
そ
れ
で
も
構
わ
な
い
と
思
う
の
で
す
。
私
た
ち
が
わ
か
ら
な
け
れ

ば
、
行
政
や
研
究
機
関
に
生
徒
を
つ
な
げ
ば
い
い
の
で
す
か
ら
。
例

え
ば
、
野
生
鳥
獣
の
農
作
物
被
害
と
そ
の
対
策
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ

で
は
、
駆
除
し
た
鹿
や
猪
の
肉
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面

し
ま
し
た
。
当
然
、
学
校
の
中
だ
け
で
考
え
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す

か
ら
、地
域
の
解
体
処
理
施
設
の
職
員
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０

事
例
5

福
井
ク
ラ
ス
タ
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事
例
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福
井
ク
ラ
ス
タ
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若
狭
高
校

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
尊
重
し
た

３
年
間
の
探
究
学
習
か
ら

全
校
的
な
教
育
改
革
を
め
ざ
す

普
通
科
、
文
理
探
究
科
、
海
洋
科
学
科
の
３
学
科
を
設
置
す
る
福
井
県
立
若
狭
高
校
は
、

20
16
年
度
よ
り
、
3
か
年
を
通
じ
た
全
学
的
な
探
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」
の
成
果
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
、
人
文
科
学
系
統
の
テ
ー
マ
も
含
ん
だ
幅
広
い
視
野
で
、

生
徒
の
課
題
設
定
能
力
を
伸
ば
す
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日
本
イ
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ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
福
井
ク
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　プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

“
Th

in
k 

G
re

en
”と

“
Sk

ill
s 

D
em

an
d 

an
d 

Su
pp

ly
”の

2
つ

を
テ

ー
マ

に
掲

げ
、福

井
県

立
若

狭
高

校
、福

井
県

立
羽

水
高

校
、

福
井

県
立

敦
賀

高
校

が
海

外
学

校
と

課
題

研
究

や
交

流
事

業
に

取
り

組
む

。
若

狭
高

校
は

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の
テ

マ
セ

ク
・

ジ
ュ

ニ
ア

・
カ

レ
ッ

ジ
（

TE
M

AS
EK

 J
C

）
と

“
Th

in
k 

G
re

en
”

を
テ

ー
マ

と
し

、
ス

カ
イ

プ
や

直
接

交
流

を
通

じ
て

互
い

の
学

習
成

果
を

共
有

し
な

が
ら

、
PB

L（
課

題
解

決
型

学
習

）
を

共
同

で
実

施
し

、
20

30
年

の
社

会
に

お
い

て
必

要
と

な
る

資
質

・
能

力
等

を
培

っ
て

い
く

。
▶
▶
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校
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3
年
間
を
通
じ
た
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
に

学
校
全
体
で
取
り
組
む

多
様
な
出
会
い
の
場
を
つ
く
り

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
育
む

福
井
県
立
若
狭
高
校

渡
邉
久
暢

わ
た
な
べ
・
ひ
さ
の
ぶ

1
年

生
の

ク
ラ

ス
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
グ

ル
ー

プ
か

ら
探

究
学

習
の

進
捗

報
告

が
行

わ
れ

た
。

他
者

に
発

表
す

る
こ

と
で

探
究

の
価

値
や

今
後

の
活

動
を

整
理

す
る

ね
ら

い
が

あ
る

。
ま

た
、

他
者

に
伝

わ
る

発
表

の
し

か
た

に
つ

い
て

体
験

的
に

考
え

る
機

会
に

も
な

っ
て

い
る

。
校

内
の

至
る

と
こ

ろ
に

、
1

年
生

に
向

け
て

「
探

究
学

習
の

進
め

方
」

を
先

輩
生

徒
の

取
り

組
み

を
紹

介
す

る
ボ

ー
ド

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
Ｓ

Ｓ
Ｈ

の
活

動
で

培
っ

た
経

験
は

、
生

徒
の

間
で

確
か

に
受

け
継

が
れ

て
い

る

教
師
は
す
べ
て
の
専
門
家
で
は
な
く

生
徒
と
共
に
学
ぶ
存
在
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我
々
教
師
は
す
べ
て
の
テ
ー
マ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

我
々
も
生
徒
と
一
緒
に
広
く
社
会
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
態
度
が
必

要
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
を
は
じ
め
、
広
く
外
部
の
力
を
借
り
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
を
軸
に
、
考
え
た
い
テ
ー
マ
、
解
決

に
貢
献
し
た
い
社
会
課
題
を
見
つ
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
同
校
の
探

究
学
習
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
生
徒
を
主
体
と
す
る
学
習
活
動
は
、

日
本
の
高
校
教
育
の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
担
当
す
る
教
師
も
、
ど
ん
な
タ
イ

ミ
ン
グ
に
、
ど
の
程
度
教
師
が
引
っ
張
る
の
か
、
悩
み
な
が
ら
指
導

に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
指
導
観
の
よ
う
に
自
分
が
動
か
す
の
で
は
な
く
、

生
徒
に
学
び
を
任
せ
る
と
い
う
の
は
、
多
く
の
教
師
に
と
っ
て
ま
だ

ま
だ
ス
ト
レ
ス
で
す
。
そ
れ
は
、
教
師
が
あ
る
程
度
は
学
び
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
や
成
果
を
実
感

し
や
す
く
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。こ
れ
は
、

高
い
指
導
力
を
備
え
た
日
本
の
教
師
な
ら
で
は
の
思
い
で
あ
り
、
そ

し
て
長
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
探
究
学
習
で
は
、
そ
こ
か
ら
一
歩
進

ん
で
、
生
徒
の
学
び
へ
の
か
か
わ
り
方
を
変
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
指
導
力
の
あ
る
教
師
ほ
ど
、
実
は
そ
の
変
化
が
起
こ

り
や
す
い
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
」

　
特
に
、
学
習
が
停
滞
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
私
た
ち
教
師
は
つ
い
手
を
さ
し
の
べ
た
く
な
る
と
渡
邉
先
生
は

笑
う
。
だ
が
、
教
師
が
そ
の
衝
動
を
抑
え
、
生
徒
を
見
守
る
こ
と
で

生
徒
自
身
の
力
で
壁
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学
び
は
よ
り

大
き
な
価
値
を
生
む
こ
と
も
教
師
は
知
っ
て
い
る
。

　「
教
師
の
介
入
が
過
ぎ
る
と
、
そ
れ
は
教
師
の
探
究
学
習
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
教
師
の
か
か
わ
り
の
さ
じ
加
減
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
私
た
ち
も
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
す
」

　
生
徒
が
主
体
的
に
学
び
、
そ
し
て
教
師
も
生
徒
と
学
ぶ
探
究
学
習

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
師
の
探
究
学
習
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
が

問
わ
れ
る
。
同
校
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
が
、
週
１
回
の

教
師
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
だ
。

　「
本
校
の
探
究
学
習
は
、
１
年
生
の
担
任
、
副
担
任
が
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
メ
イ
ン
担
当
は
副
担
任
が

務
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
担
任
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
さ
ら
に

副
担
任
が
普
段
の
ク
ラ
ス
経
営
に
積
極
的
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
す

る
た
め
で
す
。
そ
し
て
、
各
ク
ラ
ス
の
副
担
任
は
、
学
年
主
任
を
交

え
て
週
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
各
ク
ラ
ス
の
進
捗
と
次
週
の

授
業
設
計
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
繰
り
返
し
共
有
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト

は
、「
探
究
学
習
の
最
終
的
な
成
果
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
物
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
だ
。

　「
３
年
間
の
探
究
学
習
の
中
で
も
、
特
に
１
年
生
に
お
い
て
は
、

笑
顔
で
、楽
し
く
の
め
り
込
む
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
中
で
繰
り
返
し
確
認
し
、
共
有
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
の
探
究
学
習
を
見
守
る
中
で
、
教
師
に
も
少
し
ず
つ
変
化
が

生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　「
ま
ず
、
探
究
学
習
そ
の
も
の
で
、
生
徒
を
信
頼
し
、
自
由
な
意

思
決
定
に
任
せ
る
瞬
間
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
探
究

学
習
だ
け
で
生
徒
の
主
体
的
学
習
態
度
や
科
学
的
思
考
力
を
育
む
の

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
授
業
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
本
校
で
は
、
探
究
学
習
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
多
く
の
先

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
で
問
い
の
あ
り
方
を
工
夫
し
た
り
、
論
文
形

式
の
テ
ス
ト
を
導
入
し
て
み
た
り
と
、新
し
い
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。

探
究
学
習
で
の
様
々
な
工
夫
が
授
業
改
善
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
」

　
大
都
市
圏
の
学
校
と
異
な
り
、
地
方
の
学
校
は
連
携
す
る
大
学
数

も
限
ら
れ
て
い
る
。
学
校
を
外
に
開
こ
う
と
し
た
と
き
、
お
の
ず
と

地
域
の
人
と
結
び
つ
い
て
学
習
を
構
成
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。

　「
学
校
が
地
域
と
結
び
つ
く
こ
と
は
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
大

き
な
喜
び
で
あ
り
、
生
徒
に
と
っ
て
そ
れ
は
励
み
と
な
っ
て
返
っ
て

き
ま
す
。
地
域
と
結
び
つ
い
た
探
究
学
習
は
地
方
創
生
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
本
校
を
取
り
巻
く
市
町
の
行
政
は
と
て
も

協
力
的
で
、
毎
月
私
た
ち
と
探
究
学
習
へ
の
協
力
に
つ
い
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
し
て
く
れ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
う
ち

の
市
の
農
水
課
が
強
い
、
う
ち
の
町
の
観
光
課
が
詳
し
い
と
い
っ
た

具
合
に
、自
分
た
ち
か
ら
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
案
し
て
く
れ
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
は
、
探
究
学
習
だ
け
で
な
く
、
ふ
だ
ん
の
教
科

学
習
で
も
生
か
せ
る
で
し
ょ
う
し
、
探
究
学
習
が
学
校
そ
の
も
の
の

改
革
へ
の
突
破
口
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
２
年
生
以
降

は
、
地
域
の
方
だ
け
で
な
く
大
学
の
研
究
者
に
も
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
現
実
の
問
題
解
決
を
越
え
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
観
点

か
ら
の
課
題
追
究
と
な
る
よ
う
、
挑
戦
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
若

狭
高

校
は

、
O

EC
D

日
本

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

テ
マ

セ
ク

・
ジ

ュ
ニ

ア
・

カ
レ

ッ
ジ

と
協

働
探

究
学

習
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

こ
れ

ま
で

、

ス
カ

イ
プ

を
利

用
し

て
、

お
互

い
が

取
り

組
む

課
題

解
決

型
学

習
を

紹
介

し
、

コ
メ

ン
ト

し
合

う
な

ど
の

活
動

を
行

っ
て

き
た

。
今

後
は

、

沿
岸

部
の

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

汚
染

に
つ

い
て

共
同

研
究

に
取

り
組

む
予

定
だ

。

　「
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

生
徒

と
の

交
流

の
中

で
、

何
の

た
め

に
研

究
す

る
の

か
、

ど
ん

な
研

究
を

面
白

い
と

思
う

か
な

ど
、

本
校

の
生

徒
は

さ
ま

ざ
ま

ギ
ャ

ッ
プ

を
感

じ
る

で
し

ょ
う

。
価

値
観

の
違

い
を

感
じ

な
が

ら
、

そ
れ

で
も

一
緒

に
取

り
組

む
こ

と
の

難
し

さ
を

体
感

す
る

こ
と

は
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
を

生
き

る
生

徒
に

と
っ

て
、

か
け

が
え

の
な

い
経

験
に

な
る

は
ず

で
す

」（
渡

邉
先

生
）

　
テ

マ
セ

ク
・

ジ
ュ

ニ
ア

・
カ

レ
ッ

ジ
と

の
交

流
の

中
で

、
若

狭
高

校
の

教
師

も
、

探
究

学
習

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

構
成

や
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
方

法
な

ど
で

、
価

値
観

や
方

法
論

の
違

い
に

直
面

し
、

刺
激

を
受

け
て

い
る

。
今

後
は

、
ア

メ
リ

カ
の

ア
ニ

モ
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ハ
イ

ス
ク

ー

ル
等

と
も

協
働

探
究

授
業

を
行

う
こ

と
が

決
ま

っ
て

い
る

が
、

こ
う

し
た

活
動

は
教

師
に

と
っ

て
専

門
性

開
発

の
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

若
狭
高
校
の
探
究
学
習
は
、
生
徒
の
身
近
な
興
味
・
関
心
、
そ
し
て
地
域
の
課
題
を
土
台
と
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
必
要
な

資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
を
狙
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ア
メ
リ
カ
の
学
校
と
交
流
し
な
が
ら
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

TE
M

A
SE

K 
JC
と
の
課
題
解
決
型
学
習

 社
会

研
究

の
探

究
成

果
を

英
語

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

す
る

若
狭

高
校

の
生

徒
。

地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０

事
例
5

福
井
ク
ラ
ス
タ
ー

高
い
指
導
力
を
持
つ
教
師
だ
か
ら
こ
そ

か
か
わ
り
方
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

ト
ラ

ン
プ

を
使

っ
た

確
率

に
関

す
る

課
題

研
究

に
取

り
組

む
生

徒
。

こ
こ

で
は

教
師

も
、

同
じ

課
題

に
向

き
合

う
仲

間
だ

。
ラ

ン
藻

類
の

イ
シ

ク
ラ

ゲ
を

肥
料

と
し

て
利

用
す

る
実

験
を

行
う

グ
ル

ー
プ

。
公

園
や

グ
ラ

ウ
ン

ド
に

生
え

る
身

近
な

植
物

を
有

効
活

用
し

よ
う

と
い

う
挑

戦
だ

。

地
域

の
農

作
物

の
鳥

獣
被

害
を

調
査

し
て

い
る

グ
ル

ー
プ

。
実

際
に

町
を

歩
き

、
地

域
の

人
た

ち
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
し

な
が

ら
、

解
決

す
べ

き
課

題
に

迫
っ

て
い

く
。

海
中

に
浮

遊
す

る
微

小
な

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

粒
子

（
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）

に
つ

い
て

調
査

す
る

。
こ

の
研

究
は

今
後

、
O

EC
D

日
本

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
教

育
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
や

ア
メ

リ
カ

の
学

校
と

の
共

同
で

展
開

さ
れ

る
予

定
だ

。

地
域
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、

教
育
活
動
全
体
を
さ
ら
に
改
善
し
て
い
く
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生
涯
学
習
政
策
の

最
新
事
情
を

毎
月
２
回

お
知
ら
せ
し
ま
す

読
者
は

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

自
治
体
職
員
、
学
生
、
先
生
、

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
な
ど

様
々

い
ろ
ん
な
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す

・
生
涯
学
習
政
策
の
時
事
ト
ピ
ッ
ク

・
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
全
国
各
地
の
優
良
事
例

・
学
び
直
し
、
働
き
方
改
革
事
例

・
公
募
情
報

・
地
域
振
興
に
関
す
る
情
報

等

マ
ナ
ビ
ィ
・
メ
ル
マ
ガ

受
信
登
録
（
無
料
）
募
集
中
！

マ
ナ
ビ
ィ
メ
ル
マ
ガ

検
索

＜
本
件
担
当
＞

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
参
事
官
（
連
携
推
進
・
地
域
政
策
担
当
）
付
地
域
振
興
係

電
話
：
0
3
-
6
7
3
4
-
3
4
6
4
（
直
通
）

メ
ー
ル
：
m
a
n
a
b
y@
m
e
x
t.
g
o
.jp

マ
ナ
ビ
ィ

故
石
ノ
森
章
太
郎
デ
ザ
イ
ン
の

生
涯
学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す
。

「
学
び
」
と
ミ
ツ
バ
チ
の
「
B
e
e
」
を
合
わ
せ

「
マ
ナ
ビ
ィ
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

学
ぶ
こ
と
が
好
き
な
「
マ
ナ
ビ
ィ
」
に
は

「
学
」
と
い
う
字
の
よ
う
に
触
角
が
３
本
あ
り
ま
す
。↓
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
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＜本件担当・お問い合わせ＞ 

文部科学省 生涯学習政策局 

参事官（連携推進・地域政策担当）付 

地域振興係 廣田・池田 

TEL：03-5253-4111（内線 3464） 

E-mail：manaby@mext.go.jp 

 

  平成 30 年７月 23 日 

関 係 各 位 

文部科学省生涯学習政策局参事官 

（連携推進・地域政策担当） 

 

マナビィ・メールマガジンへの記事掲載と受信登録について（依頼） 

 

 平素より文部科学行政の推進に御尽力いただき、誠にありがとうございます。 

 

文部科学省では、生涯学習、社会教育に関する情報の共有化等を促進するため、 

「マナビィ・メールマガジン」を毎月８日、24 日に配信しています。 

今年度も、「生涯学習を通じた地域振興」に関する情報の充実のために、全国の生

涯学習の取組について幅広く情報共有を図るため、地方公共団体及び企業等の情報発

信ツールとして、当メールマガジンを御活用いただきたく、お願い申し上げます。 

つきましては、生涯学習関連のイベントや社会教育施設の各種事業等、全国へ発

信・周知したい取組等がありましたらお知らせください。 

また、この機会に、他部署及び日頃から連携協力いただいている企業や NPO 等の

皆様にも本メルマガを周知していただきたく、登録方法についても改めて御案内させ

ていただきます。 

 

○主なコンテンツ 

 リレートーク「私の学び直し、働き方改革」 

 「学び直し」情報コーナー 

 生涯学習政策局の施策紹介 

 今月のニュース・お知らせ 

 全国の生涯学習の取組、等 

○記事掲載について 

 取組等を御紹介いただく際は、 

300 字を目安に文章を作成の上、本件担当（manaby@mext.go.jp）までお送りください。体裁

等の詳細については、記事をお送りいただいた後に御相談させていただきます。 

 なお、記事の締切は、「８日配信分は前月末日まで」、「24 日配信分は 15 日頃まで」として

おります。 

○関係各所への受信登録の御案内について 

各所にメールマガジン受信登録の御案内をいただく際は、以下の２つの方法がありますの

で、御周知いただければと存じます。 

 文部科学省ホームページより登録 → http://www.mext.go.jp/magazine/#002 

※ ホームページから登録いただくと、メールアドレス宛に「本登録依頼メール」が届きま

すので、メール記載の URL をクリックすると、本登録されます。 

 本件担当宛にメールで登録 → manaby@mext.go.jp まで下記内容を送信 

※ 件名を「メルマガ登録依頼」とし、次の内容（①登録メールアドレス、②性別、 

③年齢、④職業、⑤居住地（都道府県）を本文に記載して送信してください。 

   

      ＜簡単登録「ＱＲコード＞ 
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平
成
3
0
年
７
月

内
閣
府
子
供
の
貧
困
対
策
推
進
室

地
域
子
供
の
未
来
応
援
交
付
金
に
つ
い
て
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○
子
供
た
ち
と
「支
援
」
を
結
び
つ

け
る
事
業
・連
携
体
制
の
整
備

（
補
助
率
：１
／
２

補
助
基
準
額
：最
高
３
，
０
０
０
万
※
１
）

・子
供
た
ち
と
「支
援
」を
結
び
つ
け
る
事

業
の
立
ち
上
げ
実
施
を
す
る
過
程
を

通
じ
て
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
連
携

を
深
化
し
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な

取
組
体
制
を
確
立

（事
業
例
）

・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
（ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

等
）

・学
習
支
援
等
の
居
場
所
づ
く
り
（
サ
ポ
ー
ト
）
事
業

・貧
困
の
子
供
支
援
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

※
１
都
道
府
県
が
全
域
圏
で
事
業
実
施
す
る
場
合

地
域
子
供
の
未
来
応
援
交
付
金
の
概
要

（
平
成
3
0
年
度
予
算
1
.5
億
円
、
平
成
2
9
年
度
補
正
予
算
6
.１
億
円
）

○
実
態
調
査
・資
源
量
の
把
握

（
補
助
率
：３
／
４

補
助
基
準
額
：
３
０
０
万
円
）

・貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
供
等
の
実

態
把
握
と
支
援
ニ
ー
ズ
の
調
査

・支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
地
域

に
お
い
て
現
存
す
る
資
源
量
及
び

今
後
必
要
と
な
る
資
源
量
の
把
握

○
支
援
体
制
の
整
備
計
画
策
定

（
補
助
率
：３
／
４

補
助
基
準
額
：
３
０
０
万
円
）

※
上
記
２
事
業
を
別
々
に
実
施
す
る
際
で

も
補
助
基
準
額
は
、
合
計
で
３
０
０
万
円

ま
で
と
す
る
。

各
地
域
に
お
い
て
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
事
業
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
連
携
体
制
を
深
化
さ
せ
、
地
域
に
お
け
る
他
の
貧
困
対
策
事
業
へ
の
波
及
（
実
効
性
の
向
上
）
を
推
進

地
方
公
共
団
体

内
閣
府

多
様
か
つ
複
合
的
な
困
難
を
抱
え
る
子
供
た
ち
に
対
し
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
適
切
に
行
う
た
め
、
子
供
た
ち
と
「
支
援
」
を
実

際
に
結
び
つ
け
る
事
業
を
実
施
す
る
過
程
を
通
じ
て
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
連
携
を
深
化
し
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
支
援
体

制
を
確
立
（
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
）す
る
地
方
公
共
団
体
の
取
組
の
立
ち
上
げ
期
を
支
援
す
る
。 ○
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
研
修

事
業

（
補
助
率
：１
／
２

補
助
基
準
額
：最
高
５
０
０
万
円
）

・都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
子
供
の

貧
困
対
策
担
当
行
政
機
関
、
子
供
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
支
援
活
動
従
事
者

等
に
対
す
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

の
た
め
の
研
修
の
実
施

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
等
の

担
い
手
の
育
成

・
行
政
機
関
職

員
の
貧
困
対
策

の
理
解
促
進

・子
供
た
ち
と
「支

援
」
を
結
び
つ
け

る
事
業
の
必
要

性
、
有
効
性
な
ど

を
把
握
す
る
観
点

か
ら
行
う
。
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平
成
3
0
年
度
決
定
状
況
（
平
成
2
9
年
５
月
3
1
日
現
在
）

地
域
子
供
の
未
来
応
援
交
付
金
の
活
用
状
況

平
成
2
9
年
度
第
1次
補
正
予
算
で
6.
1
億
円
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
で
1.
5
億
円
を
計
上
し
、
こ
れ
ま
で
25
4
地
方
自
治
体
（
29
都

道
府
県
、
22
5
市
区
町
村
）
に
対
し
、
交
付
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
（平
成
3
0
年
５
月
31
日
現
在
）

＜
当
面
の
交
付
金
交
付
決
定
の
予
定
（
案
）
＞

区
分

件
数

総
事
業
費

（
億
円
）

交
付
金
所
要
額

（
億
円
）

（
１
）
実
態
調
査
・計

画
策
定

７
９

３
．
２
７

１
．
９
４

（
２
）
子
供
支
援
事
業
体
制

整
備

２
６

１
．
８
５

０
．
５
３

（
３
）
研
修
事
業

８
０
．
１
４

０
．
０
７

合
計

１
１
３

５
．
２
６

２
．
５
４

交
付
決
定

日
程

平
成
3
0
年

第
1
4回
目

※
3
0
年
度
補
正
予
算
計
上
(６
月
議
会
)す
る
地
方
自
治
体

５
月
29
日

交
付
申
請
受
付
開
始

７
月
４
日

交
付
申
請
締
切

８
月
上
旬

交
付
決
定
予
定

第
15
回
目

※
30
年
度
補
正
予
算
計
上
(９
月
議
会
)す
る
地
方
自
治
体

７
月
下
旬

交
付
申
請
受
付
開
始

８
月
下
旬

交
付
申
請
締
切

10
月
上
旬

交
付
決
定
予
定
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6

7

３

7
７

３
8

2

8
7

3

3
1

98

3

1
１

9
3

3

7

こ
れ
ま
で
の
交
付
金
活
用
自
治
体
（
平
成
３
０
年
５
月
３
１
日
現
在
）

交
付
金
活
用
市
区
町
村
数

交
付
金
活
用
都
道
府
県

2

14

2
1

1

1
12

2

1

4
札
幌
市
、
旭
川
市
、
弟
子
屈
町
、
函
館
市
、
江
別
市
、
北
広
島
市
、
石
狩
市
、

泊
村
、
上
富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
、
占
冠
村
、
和
寒
町
、
剣
淵
町
、
広
尾
町
、

幕
別
町
、
清
里
町
、
弘
前
市
、
お
い
ら
せ
町
、
盛
岡
市
、
宮
古
市
、
一
関
市
、

陸
前
高
田
市
、
紫
波
町
、
北
上
市
、
柴
田
町
、
利
府
町
、
大
河
原
市
、
松
島
町
、

白
石
市
、
美
里
町
、
石
巻
市
、
秋
田
市
、
男
鹿
市
、
鹿
角
市
、
由
利
本
荘
市
、

横
手
市
、
潟
上
市
、
三
種
町
、
大
館
市
、
湯
沢
市
、
大
仙
市
、
小
坂
町
、
能
代
市
、

五
城
目
町
、
羽
後
町
、
福
島
市
、
矢
吹
町
、
伊
達
市
、
行
方
市
、
宇
都
宮
市
、

小
山
市
、
さ
い
た
ま
市
、
富
士
見
市
、
小
川
町
、
草
加
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
坂
戸
市
、

吉
川
市
、
川
越
市
、
秩
父
市
、
久
喜
市
、
川
口
市
、
戸
田
市
、
入
間
市
、
千
葉
市
、

柏
市
、
い
す
み
市
、
習
志
野
市
、
松
戸
市
、
白
井
市
、
船
橋
市
、
足
立
区
、
北
区
、

町
田
市
、
日
野
市
、
板
橋
区
、
墨
田
区
、
八
王
子
市
、
豊
島
区
、
世
田
谷
区
、

武
蔵
野
市
、
府
中
市
、
狛
江
市
、
三
鷹
市
、
清
瀬
市
、
武
蔵
村
山
市
、
中
央
区
、

横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
、
鎌
倉
市
、
横
須
賀
市
、
秦
野
市
、
藤
沢
市
、

新
潟
市
、
長
岡
市
、
湯
沢
町
、
高
岡
市
、
黒
部
市
、
砺
波
市
、
南
砺
市
、

小
矢
部
市
、
射
水
市
、
魚
津
市
、
氷
見
市
、
能
美
市
、
金
沢
市
、
越
前
市
、

中
央
市
、
身
延
町
、
多
治
見
市
、
瑞
浪
市
、
土
岐
市
、
本
巣
市
、
八
百
津
町
、

瑞
穂
市
、
岐
阜
市
、
高
山
市
、
関
市
、
美
濃
加
茂
市
、
各
務
原
市
、
山
県
市
、

大
野
町
、
御
嵩
町
、
浜
松
市
、
静
岡
市
、
掛
川
市
、
沼
津
市
、
島
田
市
、
磐
田
市
、

三
島
市
、
富
士
市
、
名
古
屋
市
、
新
城
市
、
豊
橋
市
、
豊
川
市
、
小
牧
市
、

瀬
戸
市
、
豊
明
市
、
名
張
市
、
鳥
羽
市
、
亀
山
市
、
彦
根
市
、
大
津
市
、
湖
南
市
、

京
都
市
、
大
阪
市
、
堺
市
、
寝
屋
川
市
、
能
勢
町
、
枚
方
市
、
箕
面
市
、
八
尾
市
、

東
大
阪
市
、
茨
木
市
、
西
宮
市
、
宝
塚
市
、
尼
崎
市
、
加
古
川
市
、
川
西
市
、

三
田
市
、
加
東
市
、
姫
路
市
、
奈
良
市
、
平
群
町
、
王
寺
町
、
橋
本
市
、

和
歌
山
市
、
鳥
取
市
、
美
郷
町
、
美
咲
町
、
広
島
市
、
尾
道
市
、
呉
市
、
福
山
市
、

府
中
市
、
庄
原
市
、
安
芸
高
田
市
、
府
中
町
、
三
原
市
、
宇
部
市
、
周
南
市
、

下
関
市
、
鳴
門
市
、
宇
多
津
町
、
三
豊
市
、
高
松
市
、
福
岡
市
、
北
九
州
市
、

う
き
は
市
、
八
女
市
、
宗
像
市
、
久
留
米
市
、
田
川
市
、
み
や
ま
市
、
古
賀
市
、

福
津
市
、
武
雄
市
、
嬉
野
市
、
佐
賀
市
、
玄
海
町
、
基
山
町
、
み
や
き
町
、

白
石
町
、
大
村
市
、
熊
本
市
、
大
分
市
、
宇
佐
市
、
日
南
市
、
日
向
市
、

え
び
の
市
、
高
鍋
町
、
都
城
市
、
串
間
市
、
宮
崎
市
、
延
岡
市
、
小
林
市
、

西
都
市
、
高
千
穂
町
、
三
股
町
、
鹿
児
島
市
、
豊
見
城
市
、
今
帰
仁
村
、

宜
野
湾
市
、
久
米
島
町

○
市
区
町
村
：
２
２
５
（
う
ち
、
政
令
指
定
都
市
１
７
）

○
都
道
府
県
：
２
９

北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、

茨
城
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
、

長
野
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、

山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
高
知
県
、
長
崎
県
、

熊
本
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄
県

1

16

1
2

13

16

1
1
4

10

2
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「地
域
子
供
の
未
来
応
援
交
付
金
」交
付
要
綱
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

○
「
地
域
子
供
の
未
来
応
援
交
付
金
」
交
付
目
的
の
変
更

交
付
金
の
交
付
目
的
を
以
下
の
と
お
り
に
変
更
す
る
。

「子
供
た
ち
と
「
支
援
」
を
実
際
に
結
び
つ
け
る
事
業
を
実
施
す
る
過
程
を
通
じ
て
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
連
携
を
深
化
し
、
地
域
に
お

け
る
総
合
的
な
支
援
体
制
を
確
立
（地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
）す
る
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

○
「
実
態
調
査
・
分
析
及
び
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
資
源
量
把
握
並
び
に
支
援
体
制
の
整
備
計
画
策
定
」
に
お
け

る
事
業
内
容
の
変
更

従
来
は
、
「１
（２
）支
援
体
制
の
整
備
計
画
策
定
」と
同
時
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
「支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
資
源
量
把
握
」
に

つ
い
て
、
地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
上
で
は
、
「１
（
１
）実
態
調
査
・
分
析
」
と
同
時
に
実
施
す
る
方
が
効
率
的
、
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
事
業
を
、
「
１
（１
）
実
態
調
査
・分
析
及
び
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
資
源
量
把
握
」、
「１
（２
）支
援
体
制
の
整

備
計
画
策
定
」と
す
る
こ
と
と
す
る
。

１
（
１
）
実
態
調
査
（補
助
率
４
分
の
３
）

【
補
助
基
準
額
3
0
0
万
円
※
】

①
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
供
等
の
実
態
把
握
と

支
援
ニ
ー
ズ
の
調
査

１
（
２
）
支
援
体
制
の
整
備
計
画
策
定
（
補
助
率
４
分
の
３
）

【
補
助
基
準
額
3
0
0
万
円
※
】

②
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
地
域
に
お
い
て
現
存
す
る

資
源
量
及
び
今
後
必
要
と
な
る
資
源
量
の
把
握

③
支
援
体
制
の
整
備
計
画
の
策
定

（
現
行
）

（変
更
後
）

１
（
１
）
実
態
調
査
・資
源
量
の
把
握
（補
助
率
４
分
の
３
）

【
補
助
基
準
額
3
0
0
万
円
※
】

①
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
供
等
の
実
態
把
握
と

支
援
ニ
ー
ズ
の
調
査

②
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
地
域
に
お
い
て
現
存
す
る

資
源
量
及
び
今
後
必
要
と
な
る
資
源
量
の
把
握

１
（
２
）
支
援
体
制
の
整
備
計
画
策
定
（補
助
率
４
分
の
３
）

【
補
助
基
準
額
3
0
0
万
円
※
】

③
支
援
体
制
の
整
備
計
画
の
策
定

※
た
だ
し
、
補
助
金
基
準
額
は
、
１
（１
）、
（２
）を
合
算
し
た
も
の
と
す
る
。
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○
「
子
供
た
ち
と
「
支
援
」
を
結
び
つ
け
る
事
業
・
連
携
体
制
の
整
備
」
の
実
施

従
来
は
、
順
次
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
た
「２

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
位
置
付
け
を
含
む
具
体
的
な
体
制
整
備
」、
「３

地
方
自
治

体
独
自
の
先
行
的
な
モ
デ
ル
事
業
」

子
供
た
ち
と
「支
援
」を
結
び
つ
け
る
事
業
を
実
際
に
実
施
す
る
こ
と
を
通
じ
て
連
携
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
両
事
業
を
一
体
的
に

実
施
す
る
「
２
子
供
た
ち
と
「支
援
」を
結
び
つ
け
る
事
業
・連
携
体
制
の
整
備
」を
実
施

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
（ア
ウ

ト
リ
ー
チ
支
援
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
子
供

貧
困
対
策
事
業
等
支

援
の
た
め
の
相
談
窓

口
の
設
置

学
習
支
援
な

ど
の
居
場
所

づ
く
り

（サ
ポ
ー
ト
）

貧
困
の
子
供
へ

の
支
援
マ
ッ
チ

ン
グ

子
供
た
ち
と
「
支
援
」を
結
び
つ
け
る
事
業

一
体
的

に
実
施

・委
託
等

・計
画
の

策
定

報
告

報
告

調
整

下
支
え

連
携
体
制
の
整
備
・
強
化

子
供
の
貧
困
主
管
部
署

教
育
部
門

（
学
校
を
含
む
）

福
祉
部
門

民
間
団
体

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
自
治
会
等
）

報
告

・委
託
等

・計
画
の

策
定

報
告

・委
託
等

・計
画
の

策
定

・委
託
等

・計
画
の

策
定

○
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
た
め
の
市
町
村
関
係
職
員
そ
の
他
の
支
援
活
動
従
事
者
等
を
対
象
と
す
る
研
修

事
業
」
の
市
町
村
で
の
実
施

従
来
、
都
道
府
県
で
の
み
実
施
が
可
能
で
あ
っ
た
研
修
事
業
を
市
町
村
に
お
い
て
実
施
し
た
方
が
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
市
町
村
で
も
実
施
を
可
能
と
す
る
。
（当
該
研
修
事
業
は
、
子
供
の
貧
困
対
策
従
事
者
等
の
た
め
の
研
修
事
業
で
あ
り
、
広
く
一

般
市
民
を
対
象
と
し
た
広
報
・啓
発
を
目
的
と
し
た
事
業
は
対
象
外
で
あ
る
。
）
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廃
校
施
設
・余
裕
教
室
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

～
未
来
に
つ
な
ご
う
～
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
３
０
年
７
月
２
３
日

文
部
科
学
省

1
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廃
校

施
設

の
活

用
に

つ
い

て
（

概
況

）

◆
公
立
学
校
の
年
度
別
廃
校
発
生
数
（
平
成
1
4
年
度
～
平
成
2
7
年
度
）

2
2
9

2
7
3

3
7
6

3
1
0

2
5
0

2
7
6

2
7
1

3
3
3

3
7
2

3
3
4

4
2
6

3
4
7

3
2
4

3
6
8

6
8

8
2

1
1
7

7
1

7
3

7
5

8
7

8
8

1
1
4

9
3

1
1
9

1
0
4

1
0
9

1
0
7

4
5

6
7

8
8

6
6

1
0
5

1
1
4

1
0
1

1
0
9

7
8

5
9

6
2

3
2

4
4

4
5

0

10
0

20
0

30
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

等

34
2

42
2

58
1

44
7

4
2
8

46
5

45
9

53
0

56
4

48
6

60
7

48
3

47
7

52
0

平
成

1
4
年

度
か

ら
の

累
計

値
：

6
,8

1
1
校

※
新

設
さ

れ
る

学
校

も
あ

る
こ

と
か

ら
、
廃

校
発

生
数

≠
学

校
減

少
数

で
あ

る
こ

と
に

留
意

。

◆
廃
校
施
設
の
活
用
状
況

全
国

で
毎

年
約

5
0
0
校

の
廃

校
が

発
生

。

現
存

廃
校

施
設

の
７

割
は

活
用

済
み

。
一

方
、
２

割
は

用
途

未
定

。

①
1
,2
6
0
校
の
活
用
用
途
が
決
ま
っ
て
い
な
い
理
由

2
7
.4

%

6
.0

%1
3
.5

%

1
6
.3

%

1
7
.7

%

3
7
.5

%

4
8
.7

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

そ
の

他

用
途

に
応

じ
て

法
令

上
の

制
約

が
あ

る

活
用

方
法

が
わ

か
ら

な
い

財
源

が
確

保
で

き
な

い

立
地

条
件

が
悪

い

施
設

が
老

朽
化

し
て

い
る

地
域

か
ら

の
要

望
が

な
い

4
.7

%

1
.7

%

6
.6

%

5
.3

%

9
.7

%

8
1
.0

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

そ
の

他
（

新
聞

、
T
V

等
）

地
方

公
共

団
体

の
掲

示
板

に
公

告

「み
ん

な
の

廃
校

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

掲
載

広
報

誌
等

に
掲

載

地
方

公
共

団
体

の
H

P
に

掲
載

公
募

し
て

い
な

い

②
未
活
用
1
,2
6
0
校
の
公
募
の
実
施
状
況

出
典

：
平

成
2
8
年

度
廃

校
施

設
活

用
状

況
実

態
調

査
（

文
部

科
学

省
）

「施
設

が
老

朽
化

し
て

い
る

」・
「立

地
条

件
が

悪
い

」・
「財

源
が

確
保

で
き

な
い

」等
の

課
題

を
克

服
し

て
活

用
に

至
っ
た

事
例

が
全

国
的

に
は

数
多

くあ
る

た
め

、
文

部
科

学
省

と
し

て
そ

の
事

例
を

示
す

。

多
く
の

自
治

体
で

、
活

用
に

向
け

た
公

募
を

行
う
等

、
「地

域
か

ら
の

要
望

」を
くみ

取
る

努
力

を
必

ず
し

も
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

わ
か

る
。

一
方

で
、
自

治
体

単
独

で
は

、
廃

校
施

設
を

活
用

し
た

い
企

業
等

へ
の

P
R
に

限
界

が
あ

る
こ

と
か

ら
、
文

部
科

学
省

と
し

て
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

情
報

提
供

を
通

じ
て

広
く全

国
の

民
間

企
業

等
に

周
知

す
る

。

文
部

科
学

省
「み

ん
な

の
廃

校
」プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

（
参

考
）

主
な

活
用

用
途

（
件

数
）
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廃
校

施
設

の
活

用
事

例

3

酒
蔵
・
体
験
型
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用

（
旧
水
源
小
学
校
・
旧
菊
池
東
中
学
校
：
熊
本
県
菊
池
市
）

◆
売

却
益

(約
3
,6

0
0
万

円
)、

雇
用

創
出

(酒
蔵

:7
名

、
体

験
型

宿
泊

施
設

:1
1
名

)、
本

来
か

か
る

維
持

管
理

費
の

減
(各

約
2
0
0
万

円
/年

)等
と
い

っ
た

経
済

的
効

果
。

◆
同

規
模

施
設

の
新

築
と
比

較
し

て
、
約

1
/1

.2
の

経
費

で
事

業
開

始
。

◆
以

下
の

集
客

効
果

。
・酒

蔵
: 

新
酒

ま
つ

り
や

工
場

内
売

店
に

多
数

の
来

場
者

。
・体

験
型

宿
泊

施
設

: 
1
2
,0

0
0
名

/年
(う

ち
1
,7

0
0
名

宿
泊

)

宿
泊
・
研
修
施
設
と
し
て
活
用

（
旧
湧
川
(わ
く
が
わ
)小
学
校
：
沖
縄
県
今
帰
仁
村
）

生
ハ
ム
工
房
と
し
て
活
用

（
旧
大
鰐
第
三
小
学
校
：
青
森
県
大
鰐
町
）

I
T
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用

（
旧
後
野
(う
し
ろ
の
)小
学
校
：
島
根
県
浜
田
市
）

◆
賃

料
(約

7
万

円
/年

)、
雇

用
創

出
(5

名
)等

と
い

っ
た

経
済

的
効

果
。

◆
同

規
模

施
設

の
新

築
と
比

較
し

て
、
約

1
/6

の
経

費
で

事
業

開
始

。
◆

併
設

の
公

民
館

を
利

用
す

る
地

域
住

民
や

学
生

と
の

交
流

を
図

り
、
地

域
の

観
光

資
源

を
利

用
し

た
商

品
開

発
も

行
う
。

◆
基

幹
産

業
で

あ
る

農
業

を
軸

に
町

内
各

産
業

が
連

携
。
地

域
ぐ
る

み
の

6
次

産
業

化
に

成
功

。
◆

木
造

建
築

の
通

気
性

の
良

さ
を

活
用

し
、
町

内
の

養
豚

場
で

育
成

し
た

豚
を

加
工

。
廃

校
を

活
用

し
て

い
る

こ
と
で

注
目

度
が

向
上

。
対

外
的

に
も

評
価

。

◆
農

業
が

基
幹

産
業

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
次

世
代

の
農

業
の

担
い

手
で

あ
る

若
者

や
子

供
た

ち
、
都

市
生

活
者

た
ち

が
、
農

業
体

験
や

食
育

体
験

を
通

じ
て

盛
ん

に
交

流
し

、
地

域
が

活
性

化
。

◆
修

学
旅

行
や

企
業

研
修

等
に

も
利

用
。
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H
P
で
全
国
の
廃
校
情
報
を
紹
介

文
部

科
学

省

分
散

し
て

い
る

廃
校

の
情

報
を

集
約

全
国

の
廃

校
の

公
募

情
報

を
網

羅
的

に
紹

介

廃
校

情
報

・
竣

工
年

・
面

積
・
立

地
条

件
・
貸

与
・譲

渡
条

件

・
連

絡
先

等

地
方

公
共

団
体

・民
間

企
業

・N
P
O

法
人

・保
育

所
・児

童
福

祉
施

設
・老

人
福

祉
施

設
等

活
用

希
望

者

個
別

の
廃

校
の

情
報

提
供

・公
募

活
用

の
相

談
・応

募

マ
ッ
チ
ン
グ

み
ん
な
の
廃
校

検
索

検
索

ワ
ー

ド

廃
校

施
設

の
更

な
る

活
用

促
進

の
た

め
、
廃

校
施

設
の

活
用

事
例

集
を

作
成

し
ま

し
た

の
で

御
活

用
くだ

さ
い

。

「み
ん
な
の
廃
校
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

廃
校
施
設
の
有
効
活
用

－
企
業
活
用
編
－

施
設

の
基

本
情

報
や

、
外

観
写

真
、

平
面

図
等

の
情

報
を

網
羅

的
に

掲
載

文
部

科
学

省
で

は
、
廃

校
活

用
推

進
の

た
め

、
平

成
2
2
年

9
月

に
「み

ん
な

の
廃

校
」プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

、
活

用
事

例
の

紹
介

や
、
活

用
希

望
廃

校
情

報
の

公
表

等
を

通
じ

て
、
廃

校
を

「使
っ
て

ほ
し

い
」自

治
体

と
、
廃

校
を

「使
い

た
い

」
企

業
等

と
の

マ
ッ
チ

ン
グ

を
行

っ
て

い
ま

す
。

課
題

②
へ

の
対

応

課
題

①
へ

の
対

応

文
部

科
学

省
の

取
組

～
「み

ん
な

の
廃

校
」プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
～

4
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廃
校

に
な

る
こ

と
が

決
ま

っ
た

ら
・・

・

活
用

の
検

討
を

お
願

い
し

ま
す

！

学
校

が
“空

き
家

”の
ま

ま
で

は
、
使

い
手

を
探

す
こ

と
が

よ
り
困

難
と
な

り
、
維

持
管

理
費

が
か

か
る

だ
け

。
廃

校
に

な
る

こ
と
が

決
ま

っ
た

時
点

で
「
次

」
を

検
討

し
、
廃

校
に

な
っ
た

ら
す

ぐ
に

活
用

で
き

る
よ

う
に

検
討

を
開

始
し

ま
し

ょ
う
。

①
す

ぐ
に

民
間

企
業

に
よ

っ
て

活
用

さ
れ

、
地

域
活

性
化

に
つ

な
が

っ
た

事
例

が
多

数
。
公

共
施

設
と
い

う
枠

組
み

に
と
ら

わ
れ

ず
、
雇

用
や

観
光

に
よ

る
経

済
効

果
を

生
む

よ
う
な

活
用

方
法

を
、
教

育
委

員
会

で
は

な
く
地

域
振

興
関

係
部

局
が

中
心

と
な

っ
て

検
討

し
ま

し
ょ
う
。

②
教

育
委

員
会

で
は

な
く、

地
域

振
興

関
係

部
局

が
中

心
と
な

っ
て

5
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6

余
裕

教
室

の
活

用
事

例

石
川
県

七
尾
市

能
登
島
小
学
校

室
内

相
撲

場

大
阪
府

豊
中
市

豊
島
小
学
校

保
育

所

て
し

ま

放
課

後

こ
ど
も

ｸﾗ
ﾌﾞ

保
育

園

普
 通

教
 室

普
 通

教
 室

普
 通

教
 室

普
 通

教
 室

➢
駅

よ
り
徒

歩
5
分

以
内

に
所

在
。

➢
平

成
1
4
年

度
、
約

6
,7

0
0
万

円
を

か
け

て
、

1
階

3
室

(2
8
5
㎡

)を
転

用
。

➢
「少

子
化

対
策

臨
時

特
例

交
付

金
」（

厚
生

労
働

省
）

を
活

用
。

➢
専

用
出

入
口

を
設

置
し

、
児

童
に

配
慮

し
た

動
線

を
確

保
し

た
。

転
用

前
転

用
後

普
通
教
室

普
通
教
室

普
通
教
室

普
通
教
室

売 店

昇
降
口

（
低
学
年
）

普
通
教
室

普
通
教
室

普
通
教
室

シ
ャ
ワ
ー
室

専
用
出
入
口

（
転
用
前
）

（
転
用
後
）

資
料
室プ
レ
イ
ル
ー
ム

相
撲
場

転
用

前
転

用
後

➢
も

と
よ

り
相

撲
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り
、

地
域

か
ら

、
屋

内
相

撲
場

の
整

備
要

望
が

あ
っ
た

。
➢

平
成

1
3
年

度
、
約

2
7
9
万

円
を

か
け

て
、

1
階

1
室

(8
4
㎡

)を
転

用
。

➢
専

用
出

入
口

を
設

置
し

、
学

校
と
相

撲
場

が
そ

れ
ぞ

れ
独

立
し

た
施

設
と
し

て
運

営
す

る
こ

と
が

可
能

。

の
と

じ
ま

余
裕

教
室

の
活

用
事

例
集

を
作

成
し

、
文

部
科

学
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
し

て
い

ま
す

の
で

、
ご

参
照

くだ
さ

い
。
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２９初児 生第３ ８号

社援総発０１２３第１号

平成３０年１月２３日

各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 担 当 課 長

各 指 定 都 市 教 育 委 員 会 担 当 課 長

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課 長

附属学校を置く各国立大学法人担当課長 殿
附属学校を置く各公立大学法人担当課長

小中高等学校を設置する学校設置会社を

所轄する構造改革特別区域法第１２条

第１項の認定を受けた各地方公共団体の担当課長

都 道 府 県
各 自殺対策主管部（局）長 殿

指 定 都 市

文部科学省初等中等教育局児童生徒課長

（印影印刷）

厚生労働省大臣官房参事官（自殺対策担当）

（印影印刷）

児童生徒の自殺予防に向けた困難な事態，強い心理的負担を受けた場合等

における対処の仕方を身に付ける等のための教育の推進について（通知）

児童生徒の自殺予防については，これまでも自殺対策基本法（平成１８年法律第

８５号。以下「法」という。）等に基づき，学校において，積極的に取り組んでいた

だいているところです。

しかしながら，近年，自殺者全体の総数は減少傾向にあるものの，自殺した児童

生徒数は高止まりしている状況にあります。また，若者が日常的に利用するＳＮＳ

を利用し，自殺願望を投稿するなどした高校生等の心の叫びに付け込んで，言葉巧

みに誘い出し殺害したという極めて卑劣な事件も発生しています。

このような事件の再発や児童生徒の自殺を未然に防ぐためには，各学校において

自殺予防教育が適切に推進されることが重要ですが，文部科学省が昨年実施した調

査によると，「死ぬこと」や「自殺」を明示的に取り上げる自殺予防教育プログラム

を保護者等との合意形成を図った上で実施した割合は，全体の約１．８％に留まっ

ており，十分な取組が行われているとは言い難い状況にあることから，より一層の

推進が求められるところです。
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一方，自殺する児童生徒数の減少が喫緊の課題であることに鑑みれば，児童生徒

における援助希求的態度の育成を促進するため，新たな自殺総合対策大綱（平成２

９年７月２５日閣議決定。以下「大綱」という。）に定められているとおり，特に，

法第１７条第３項に定める「困難な事態，強い心理的負担を受けた場合等における

対処の仕方を身に付ける等のための教育」（以下「ＳＯＳの出し方に関する教育」と

いう。）を推進することが重要です。

ＳＯＳの出し方に関する教育については，「子供に伝えたい自殺予防（学校におけ

る自殺予防教育導入の手引）」（平成２６年７月文部科学省。以下「手引」という。）

においても，自殺予防教育の柱の一つとして位置づけられており，これまでも，例

えば，道徳や保健体育等において，各教科等の特性に応じて実施されているところ

ですが，今後は，以下に掲げる留意事項及び各学校や地域の実情を踏まえつつ，各

教科等の授業等の一環として，ＳＯＳの出し方に関する教育を少なくとも年１回実

施するなど積極的に推進していただくようお願いします。

また，都道府県・指定都市教育委員会にあっては所管の学校及び域内の市区町村

教育委員会等に対して，都道府県にあっては所轄の学校法人及び私立学校に対して，

附属学校を置く国立大学法人及び公立大学法人にあっては附属学校に対して，構造

改革特別区域法第１２条第１項の認定を受けた地方公共団体にあっては認可した学

校に対して，周知を図るとともに，適切に御対応いただくよう御指導をお願いしま

す。

加えて，各都道府県自殺対策主管部局にあっては，管内市町村（指定都市を除く。）

等に周知を図るとともに，教育委員会等の教育関係部局等から，ＳＯＳの出し方に

関する教育の実施に当たり，保健師，社会福祉士，民生委員等の活用について相談

があった場合については，適切に御対応いただくようお願いします。

記

１．自殺予防教育の実施体制については，手引において，子供の最も身近な存在で

ある担任教師主体でなされることが望ましいことや，養護教諭，スクールカウン

セラー等がティームティーチングという形でクラスに入ることのメリット等が記

載されているが，ＳＯＳの出し方に関する教育を実施するに当たっては，以下の

観点から，保健師，社会福祉士，民生委員等を活用することも有効であること。

すなわち，市町村，地域包括支援センター，市町村社会福祉協議会等に所属す

る保健師，社会福祉士等の専門職がＳＯＳの出し方に関する教育に参画すること

により，児童生徒に対して自らが必要に応じて相談相手になり得ることを直接伝

えることができることや，児童生徒の保護者も含めた世帯単位での支援が可能と

なること，学校と地域の専門家との間での協力・連携関係の構築につながること

が期待され，地域生活課題の解決に資するものであること。

２．ＳＯＳの出し方に関する教育は，大綱にあるとおり，命や暮らしの危機に直面

したとき，誰にどうやって助けを求めればよいか具体的かつ実践的な方法を学ぶ

教育である。このことを踏まえ，当該教育を実施する際は，児童生徒からの悩み

や相談（ＳＯＳ）を広く受け止めることができるよう，「２４時間子供ＳＯＳダイ

ヤル」や「チャイルドライン」などの相談窓口の周知を行うことが望ましいこと。
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３．ＳＯＳの出し方に関する教育の実施に当たっては，児童生徒の発達段階に応じ

た内容とすることが重要であることを踏まえ，例えば，手引を参照するとともに，

健康問題について総合的に解説した啓発教材を必要に応じて活用するなど，各学

校の実情に合わせて教材や授業方法を工夫することが考えられること。

４．児童生徒の自殺を予防するためには，心の危機に陥った友人への関わり方を学

ぶことが重要である。このため，ＳＯＳの出し方に関する教育を実施する場合は，

ＳＯＳの出し方のみならず，心の危機に陥った友人の感情を受け止めて、考えや

行動を理解しようとする姿勢などの傾聴の仕方（ＳＯＳの受け止め方）について

も児童生徒に対し教えることが望ましいこと。また，実施に当たっては，電話相

談事業を行っている民間団体等に協力を依頼することが考えられること。

５．ＳＯＳの出し方に関する教育は，「地域自殺対策強化事業実施要綱」（平成２８

年４月１日付け社援発０４０１第２３号厚生労働省社会・援護局長通知）３（４）

に規定する「普及啓発事業」又は３（７）に規定する「若年層対策事業」に該当

するとともに，３（１３）において「当該地域において特に対策が必要と考えら

れる世代及びリスク要因に対象を限定した事業」と規定している「地域特性重点

特化事業」（補助率10/10）にも該当し得るものであるので，都道府県においては，

地域の実情に応じて積極的に本事業を活用するよう，この旨を管内市町村へ周知

されたいこと。

【参考】

○「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」（０１２０－０－７８３１０）

○「チャイルドライン」（０１２０－９９－７７７７）

○「子供に伝えたい自殺予防（学校における自殺予防教育導入の手引）」

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/063_5/gaiyou/1351873.htm
○健康問題について総合的に解説した啓発教材（「わたしの健康（小学校５年生

用）」，「かけがえのない自分，かけがえのない健康（中学生用）」，「健康な生活

を送るために（高校生用）」）

http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1353636.htm

（本件担当）

文部科学省初等中等教育局児童生徒課

生徒指導室生徒指導企画係

電話番号 03-5253-4111（内3298）

厚生労働省社会・援護局総務課

自殺対策推進室企画調整係

電話番号 03-5253-1111（内2837）
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ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
推
進
事
業

多
く
の
住
民
が
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
そ
の
習
慣
化
を
図
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
に
関
す
る
取
組
や
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
等
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
以
下
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
。

事
業
内
容

(1
)運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
促
進
事
業

(2
)ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
活
動
支
援
事
業

ス
ポ

ー
ツ
立
国
の

実
現

（
前
年
度
予
算
額
：
11
0,
45
3
千
円
）

30
年
度
予
算
額
：
21
3,
18
1千

円

地
方
公
共

団
体

補
助

補
助

国

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
に
関
す
る
施
策
を
持
続

可
能
な
取
組
と
す
る
た
め
、
域
内
の
体
制
整
備
及
び
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・

関
心
を
持
ち
、
習
慣
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
支
援
す
る
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・改

善
等
に
効
果

的
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
に
資
す
る
以
下
の
取
組
を
支
援
す
る
。

【共
通
事
項
】

○
行
政
内
（
ス
ポ
ー
ツ
部
局
、
健
康
福
祉
部
局
等
）
や
域
内
の
関
係
団
体

（
民
間
事
業
者
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
医
療
機
関
等
）
が
一
体
と
な
り
、
効
率
的
・

効
果
的
に
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
連
携
・協

働
体
制
の
整
備
を
行
う
。

【選
択
事
項
（
以
下
の
取
組
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
）
】

①
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
効
果
獲
得
の
た
め
の
定
期
的
な
運
動
・ス
ポ
ー
ツ

実
践

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
効
果
を
実
感
で
き
る
よ
う

「見
え
る
化
」が
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
域
住
民
に
提
供
。

②
御
当
地
一
押
し
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
・実

践

地
域
で
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
、
多
くの
住
民
が
無
理
な
く継

続
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
域
住
民
に
提
供
。

地
方
公
共
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
民
間
企
業
（
観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ

産
業
）
等
が
一
体
と
な
り
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
組
織
で
あ
る
「地

域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョン
」
が
行
う
、
「長
期
継
続
的
な
人
的
交
流
を
図
る
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
誘
致
」
・
「通
季
・
通
年
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
創
出
」等
の
活
動
に
対
し
支
援
し
、
恒
常
的
・
安
定
的
な
交
流
人
口

の
創
出
に
よ
る
ま
ち
づ
くり
・
地
域
活
性
化
の
促
進
を
図
る
。

（
前
年
度
予
算
額
：
3
0
,4
5
3
千
円
）

3
0
年
度
予
算
額
：
3
3
,1
8
1
千
円

（
前
年
度
予
算
額
：
8
0
,0
0
0
千
円
）

3
0
年
度
予
算
額
：
1
8
0
,0
00
千
円

長
期
継
続
的
な
人
的
交
流
を
図
る

「ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
」

写
真
提
供
：
佐
賀
県

恒
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
誘
客
が
可
能
な

「
通
季
・
通
年
型
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
創
出
」

写
真
提
供
：
み
な
か
み
町
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文部科学省設置法の一部を改正する法律の概要

京都への全面的な移転に向け、新・文化庁にふさわしい組織改革・
機能強化を図り、文化に関する施策を総合的に推進する。

※ 文化芸術振興基本法の一部を改正する法律（平成29年法律第73号）附則第２条に規定された検討
の結果に基づく措置
（文化芸術に関する施策を総合的に推進するための文化庁の機能の拡充等の検討）

第二条 政府は、文化芸術に関する施策を総合的に推進するため、文化庁の機能の拡充等について、
その行政組織の在り方を含め検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。

概要

施行期日 平成３０年１０月１日

１．文部科学省及び文化庁の任務について、文化の振興に加え、文化に関する
施策の総合的な推進を位置付ける。

また、その所掌事務に、

①文化に関する基本的な政策の企画及び立案並びに推進に関すること
②文化に関する関係行政機関の事務の調整に関すること

を追記し、文化庁が中核となって我が国の文化行政を総合的に推進していく
体制を整備する。

２．芸術に関する教育に関する事務を文部科学省本省から文化庁に移管する
ことにより、芸術に関する国民の資質向上について、学校教育における人材
育成からトップレベルの芸術家の育成までの一体的な施策の展開を図る。

※ 小学校の「音楽」「図画工作」、中学校の「音楽」「美術」、高等学校の「芸術（音楽・美術・工芸・書道）」
等に関する基準の設定に関する事務を文化庁に移管する。

３．これまで一部を文部科学省本省が所管していた博物館に関する事務を、
文化庁が一括して所管することにより、博物館の更なる振興と行政の効率化
を図る。

※ 社会教育施設としての博物館（文化施設としての美術館及び歴史博物館のほか、水族館、動物園
及び科学博物館等も含む）に関する事務全般を文化庁で所管することとする。

４．その他、文化審議会の調査審議事項など、上記１．～３．の任務・所掌事
務の追加を踏まえた見直しを行う。
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～新・文化庁 機能強化のポイント～

文化庁については、地域の文化資源を活用した観光振興や地方創生の拡充に向けた対応の強化、我が国の
文化の国際発信力の向上、食文化など生活文化の振興、科学技術を活用した新文化創造や文化政策調査研究
など、文化庁に期待される新たな政策ニーズ等に対応できるよう機能強化を図りつつ、京都に全面的に移転
する。（略）また、文化庁の機能強化及び抜本的な組織改編を検討し、これに係る文部科学省設置法（平成
11年法律第96号）の改正案等を平成30年１月からの通常国会を目途に提出するなど、全面的な移転を計画
的・段階的に進めていく。

◆まち・ひと・しごと創生基本方針 2017（H29.6閣議決定）

◆文化部・文化財部の２部制廃止

＜政令事項その他＞

＜機能強化＞

✔ 柔軟かつ機動的な取組みの推進

◆次長２名体制
✔ 本格移転（遅くとも2021年度）に
向けた準備、マネジメント強化

✔ 2020文化プログラムの強力な推進

◆文化財関係部局の機能別再編 ✔ 適切な保護と、観光・産業と連携
した文化芸術資源の活用を推進

✔ 文化芸術体験・専門人材育成の
質の向上
✔ 博物館行政の効率化

・大学との連携を生かした文化政策
調査研究

・国内外への日本文化の発信
・食文化等の生活文化振興や新たな
文化創造

・各省と連携した文化GDP拡大
を担う体制整備

他府省・自治体・民間等からの参画 ✔人材多様化による組織活性化

✔ 文化庁が中核となって我が国
の文化政策を総合的に推進

◆・文化に関する基本的政策の企画
立案推進機能

・関係行政機関の事務調整機能 付与
◆本省業務(芸術に関する教育、博物館)
の一元化

＜法律事項＞

◆文化庁施策に閉じない「文化芸術推進
基本計画」の策定

◆関係府省庁で構成する「文化芸術推進
会議」の設置

新・文化芸術基本法(H29.6施行)

文部科学省設置法改正法

✔ 政策立案・発信機能の強化
✔ 文化による社会的・経済的価値の
創出

文化芸術の力で
一億総活躍

日本文化ブランド
で世界を魅了

文化芸術資源で
地方創生・地域活性化

◆経済財政運営と改革の基本方針2017～人材への投資を通じた生産性向上～」（H29.6閣議決定）
＜参考＞

「文化経済戦略(仮称)」を策定し稼ぐ文化への展開を推進するとともに、政策の総合的推進など新たな
政策ニーズ対応のための文化庁の機能強化等を図る。2020年までを文化政策推進重点期間として位置づけ、
文化による国家ブランド戦略の構築と文化産業の経済規模（文化ＧＤＰ）の拡大に向け取組を推進する。
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政
策
課

企
画
調
整
課

参
事
官
（芸
術
文
化
担
当
）

文
化
経
済
・国
際
課

文
化
資
源
活
用
課

参
事
官
（文
化
創
造
担
当
）

文
化
財
第
一
課

文
化
財
第
二
課

著
作
権
課

国
語
課

宗
務
課

地
域
文
化
創
生
本
部

（
H2
9.
4よ

り
京
都
に
設
置
）

政
策
課

著
作
権
課

国
際
課

長
官
官
房

文
化
政
策
の
総
合
的
な
推
進
の
た
め
の
機
能
強
化

※
名
称
は
す
べ
て
仮
称
。

文
化
部

文
化
財
部

芸
術
文
化
課

国
語
課

宗
務
課

伝
統
文
化
課

美
術
学
芸
課

記
念
物
課

参
事
官
（
建
造
物
担
当
）

地
域
文
化
創
生
本
部

部
制
廃
止
に
よ
る
機
動
的
対
応

官
(他

府
省
)・

民
・
学
・
芸
で
文

化
政
策
を
総
合
推
進

省
内
業
務
(博

物
館
・
芸
術
教
育
)

の
移
管

分
野
別
タ
テ
割
り
か
ら
機
能
重
視

へ 地
域
文
化
創
生
本
部
の
充
実

平
成
3
0
年
1
0
月
以
降

現
行

※
下
線
の
組
織
に
つ
い
て
は
本
格
移
転
時
（遅
く
と
も
20
2
1年
度
）
に
京
都
に
置
く
こ
と
を
予
定
。

京
都
へ
の
移
転
を
見
据
え
、
部
制
廃
止
、
本
省
か
ら
の
業
務
移
管
、
他
省
庁
か
ら
の
職
員
配
置
等
に
よ
る

組
織
再
編
を
行
い
、
文
化
行
政
の
一
層
の
推
進
（新
・文
化
庁
）に
向
け
た
機
能
強
化
を
図
る
。

長
官
・次
長
・審
議
官
・文
化
部
長
・文
化
財
部
長
・文
化
財
鑑
査
官

長
官
・次
長
・次
長
・審
議
官
・審
議
官
・文
化
財
鑑
査
官

定
員
２
３
１
人

定
員
２
５
３
人
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○ 文化庁全般の人事、機構定員、予算、顕彰制度
○ 文化庁全体の総合調整、日本文化の発信、文化政策調査研究

～新・文化庁各課の主な所掌事務～ ※現在調整中の内容であり、今後変更があり得る。

政策課

○ 不動産である文化資源の活用に関すること
○ 世界文化遺産・無形文化遺産に関すること、日本遺産に関すること

文化資源活用課

○ 無形・動産である文化資源の活用に関すること
○ 生活文化振興、文化創造支援、文化による地方創生・共生社会推進

参事官（文化創造）

○ 建造物以外の有形文化財の調査・指定等に関すること
○ 無形文化財、民俗文化財、文化財保存技術の調査・指定等に関すること

文化財第一課

○ 建造物である有形文化財の調査・指定等に関すること
○ 記念物、文化的景観、伝統的建造物群保存地区の調査・指定等に関すること

文化財第二課

○ 宗教法人に関する認証等に関すること
○ 宗教に関する専門的、技術的な指導及び助言を行うこと

宗務課

○ 国会対応総括、文化芸術推進基本計画
○ 博物館、劇場・音楽堂など文化施設、アイヌ文化、文化独法

企画調整課

○ 文化経済戦略・文化芸術推進会議など各省との連携調整
○ 国際文化交流、国際協力

文化経済・国際課

○ 著作者の権利・出版権及び著作隣接権の保護及び利用に関すること
○ 著作権等に関する条約に関する事務を処理すること

著作権課

○ 国語の改善及びその普及に関すること
○ 外国人に対する日本語教育に関すること

国語課

○ 実演芸術、映画・メディア芸術など東京団体窓口
○ 学校における芸術に関する教育の基準の設定など人材育成

参事官（芸術文化）

※青枠の組織については、本格移転時（遅くとも2021年度）に京都に置くことを予定し、緑枠の組織については、東京に置くことを予定している。130



「
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
（
第
１
期
）
」
の
概
要

～
文
化
芸
術
の
「
多
様
な
価
値
」
を
活
か
し
て
、
未
来
を
つ
く
る
～

○
新
・
文
化
芸
術
基
本
法
第
７
条
に
基
づ
く
初
め
て
の
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
。
今
後
の
文
化
芸
術
政
策
の
目
指
す
べ
き
姿
や
今
後
５
年
間
（
2
0
1
8
～
2
0
22

年
度
）
の
文
化
芸
術
政
策
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
し
た
も
の
。

○
文
化
芸
術
の
本
質
的
価
値
に
加
え
、
文
化
芸
術
が
有
す
る
社
会
的
・経
済
的
価
値
を
明
確
化
。
文
化
芸
術
立
国
の
実
現
に
向
け
て
、
文
化
芸
術
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
る
多
様
な
価
値
を
、
文
化
芸
術
の
更
な
る
継
承
・発
展
・創
造
に
活
用
・好
循
環
。

○
関
係
府
省
庁
の
文
化
芸
術
関
連
施
策
に
つ
い
て
新
・文
化
芸
術
基
本
法
第
3
6
条
に
基
づ
く
「
文
化
芸
術
推
進
会
議
」
（関
係
府
省
庁
の
局
長
級
会
議
）
で
の

連
絡
調
整
を
経
て
盛
り
込
み
。
文
化
Ｇ
Ｄ
Ｐ
等
の
評
価
指
標
に
基
づ
く
評
価
検
証
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
毎
年
度
計
画
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
。

○
文
化
審
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
総
会
、
文
化
政
策
部
会
、
基
本
計
画
W
G
を
計
1
5
回
、
分
野
別
分
科
会
・
W
G
を
計
1
4
回
開
催
。
文
化
芸
術
関
係
者
を
委
員
に
迎

え
、
文
化
芸
術
団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
現
場
の
意
見
を
幅
広
く
く
み
取
っ
て
審
議
。

本
計
画
の
位
置
付
け
・
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
文
化
芸
術
の
価
値

（
本
質
的
価
値
）

・
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
，
創
造
力
・
感
性
を
育
成

・
文
化
的
な
伝
統
を
尊
重
す
る
心
を
育
成

（
社
会
的
・
経
済
的
価
値
）

・
他
者
と
共
感
し
合
う
心
，
人
間
相
互
の
理
解
を
促
進

・
質
の
高
い
経
済
活
動
を
実
現

・
人
間
尊
重
の
価
値
観
，
人
類
の
真
の
発
展
に
貢
献

・
文
化
の
多
様
性
を
維
持
，
世
界
平
和
の
礎

（
２
）
文
化
芸
術
を
取
り
巻
く
状
況
変
化

・
新
・
文
化
芸
術
基
本
法
の
成
立

・
少
子
高
齢
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
通
信
技
術
の

急
速
な
進
展
等
社
会
状
況
の
変
化

・
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
開
催

Ⅰ
文
化
芸
術
政
策
を
取
り
巻
く
状
況
等

Ⅱ
今
後
の
文
化
芸
術
政
策
の
目
指
す
べ
き
姿

目
標
１

文
化
芸
術
の
創
造
・
発
展
・
継
承
と
教
育

文
化
芸
術
の
創
造
・
発
展
，
次
世
代
へ
の
継
承
が
確
実
に
行
わ
れ
，
全
て
の
人
々
に
充
実
し

た
文
化
芸
術
教
育
と
文
化
芸
術
活
動
の
参
加
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

目
標
２

創
造
的
で
活
力
あ
る
社
会

文
化
芸
術
に
効
果
的
な
投
資
が
行
わ
れ
，
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
，
文
化

芸
術
の
国
際
交
流
・
発
信
を
通
じ
て
国
家
ブ
ラ
ン
ド
形
成
に
貢
献
し
，
活
力
あ
る
社
会
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。

目
標
３

心
豊
か
で
多
様
性
の
あ
る
社
会

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
文
化
芸
術
を
通
し
て
社
会
に
参
画
し
相
互
理
解
が
広
が
り
，
多
様
な
価
値

観
が
尊
重
さ
れ
，
心
豊
か
な
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

目
標
４

地
域
の
文
化
芸
術
を
推
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

地
域
の
文
化
芸
術
を
推
進
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
全
国
各
地
で
形
成
さ
れ
，
多

様
な
人
材
や
文
化
芸
術
団
体
・
諸
機
関
が
連
携
・
協
働
し
,持

続
可
能
で
回
復
力
の
あ
る
地

域
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

文
化
芸
術
は
，
そ
れ
自
体
が
固
有
の
意
義
と
価
値
を
有
し
，
心
豊
か
な
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
な
意
義
を
持
ち
続
け
る
と
い
う
文
化
芸
術
基
本
法
の
精
神
を
前
提
と
し
，
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。

文
化
芸
術
立
国
の
実
現
を

1

い

か
ん
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著
作
権

Ⅴ
評
価
・
検
証
サ
イ
ク
ル
の
確
立
等

Ⅵ
今
後
の
文
化
芸
術
政
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
文
化
庁
の
機
能
強
化
等

文
化
芸
術
に
対
す
る

効
果
的
な
投
資
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

国
際
文
化
交
流
・
協
力
の
推
進
と

文
化
芸
術
を
通
じ
た
相
互
理
解
・

国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
貢
献

多
様
な
価
値
観
の
形
成
と

包
摂
的
環
境
の
推
進
に
よ
る

社
会
的
価
値
の
醸
成

地
域
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成

多
様
で
高
い
能
力
を

有
す
る
専
門
的
人
材
の

確
保
・
育
成

Ⅲ
・
Ⅳ

今
後
５
年
間
の
文
化
芸
術
政
策
の
基
本
的
な
方
向
性

（
2
0
1
8
～
2
0
2
2
年
度
）

•
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
（
内
閣
府
）

•
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の
海
外
展
開
（
総
務
省
，
外
務
省
）

•
外
務
省
・
国
際
交
流
基
金
の
文
化
・
日
本
語
事
業
（
外
務
省
）

•
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
ス
ポ
ー
ツ
庁
，
文
化
庁
，
観
光
庁
）

•
児
童
福
祉
文
化
財
（
厚
労
省
）

•
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
（
厚
労
省
）

•
和
食
文
化
の
国
内
外
へ
の
発
信
、
国
産
花
き
や
茶
の
需
要
拡
大
、
鯨
類
に
関

す
る
文
化
の
情
報
発
信
（
農
水
省
）

本
質
的
価
値

•
日
本
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
海
外
需
要
開
拓
、
伝
統
的
工
芸
品
、

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
（
経
産
省
）

•
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
海
外
日
本
庭
園
の
再
生
（
国
交
省
）

•
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
観
光
資
源
の
活
用
、
多
言
語
化
解
説
整
備
支
援

（
観
光
庁
）

•
国
立
公
園
の
情
報
発
信
（
環
境
省
）

•
国
際
的
な
文
化
発
信
拠
点
、
地
域
の
文
化
ク
ラ
ス
タ
ー
（
文
化
庁
）

等

戦
略
６

戦
略
５

戦
略
3

戦
略
2

戦
略
4

文
化
芸
術
の

創
造
・
発
展
・
継
承
と

豊
か
な
文
化
芸
術
教
育
の
充
実

社
会
的
・
経
済
的
価
値

戦
略
1

・
文
化
庁
の
機
能
強
化
（
政
策
機
能
強
化
、
博
物
館
・
芸
術
教
育
関
係
事
務
の
文
科

本
省
か
ら
の
移
管
等
）
を
通
じ
て
、
2
0
1
8
年
度
中
に
「
新
・
文
化
庁
」
を
実
現
。

・
毎
年
度
、
文
化
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
3
6
の
評
価
指
標
に
基
づ
き
計
画
の

進
捗
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
。
2
0
2
0
年
度
中
に
中
間
評
価
。

今
後
5
年
間
に
推
進
す
べ
き

1
7
0
の
基
本
的
な
施
策
を
記
載

芸
術

文
化
財

国
語
・
日
本
語

メ
デ
ィ
ア
芸
術

芸
能

暮
ら
し
の
文
化

伝
統
芸
能

2

い
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文
化
財
保
護
法
改
正
の
概
要
に
つ
い
て

文
化
庁
伝
統
文
化
課
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(１
)
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
・
活
用

①
都
道
府
県
は
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
大
綱
を
策
定
で
き
る

②
市
町
村
は
、
都
道
府
県
の
大
綱
を
勘
案
し
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
（
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
）
を
作
成
し
、
国
の
認
定
を
申
請
で

き
る
。
計
画
作
成
等
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
見
の
反
映
に
努
め
る
と
と
も
に
、
協
議
会
を
組
織
で
き
る
（
協
議
会
は
市
町
村
、
都
道
府
県
、
文
化
財
の
所
有
者
、

文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
、
商
工
会
、
観
光
関
係
団
体
な
ど
の
必
要
な
者
で
構
成
）

③
市
町
村
は
、
地
域
に
お
い
て
、
文
化
財
所
有
者
の
相
談
に
応
じ
た
り
調
査
研
究
を
行
っ
た
り
す
る
民
間
団
体
等
を
文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
と
し
て
指
定
で
き
る

(２
)
個
々
の
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
保
存
活
用
制
度
の
見
直
し

①
国
指
定
等
文
化
財
の
所
有
者
又
は
管
理
団
体
（
主
に
地
方
公
共
団
体
）
は
、
保
存
活
用
計
画
を
作
成
し
、
国
の
認
定
を
申
請
で
き
る

②
所
有
者
に
代
わ
り
文
化
財
を
保
存
・
活
用
す
る
管
理
責
任
者
に
つ
い
て
、
選
任
で
き
る
要
件
を
拡
大
し
、
高
齢
化
等
に
よ
り
所
有
者
だ
け
で
は
十
分
な
保
護
が
難
し

い
場
合
へ
の
対
応
を
図
る

(３
)
地
方
に
お
け
る
文
化
財
保
護
行
政
に
係
る
制
度
の
見
直
し

①
下
記
２
．
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
長
が
文
化
財
保
護
を
担
当
す
る
場
合
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
は
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
を
必
置
と
す
る

②
文
化
財
の
巡
視
や
所
有
者
へ
の
助
言
等
を
行
う
文
化
財
保
護
指
導
委
員
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
だ
け
で
な
く
市
町
村
に
も
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

(４
)
罰
則
の
見
直
し

①
重
要
文
化
財
等
の
損
壊
や
毀
棄
等
に
係
る
罰
金
刑
の
引
き
上
げ
等

文
化
財
保
護
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要

平
成
3
1
年
４
月
１
日

概
要

１
．
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正

２
．
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
事
務
は
教
育
委
員
会
の
所
管
と
さ
れ
て
い
る
が
、
条
例
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
長
が
担
当
で
き
る
よ
う
に
す
る

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
文
化
財
の
滅
失
や
散
逸
等
の
防
止
が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
未
指
定
を
含
め
た
文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
つ
つ
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
、
そ
の
継
承
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
。
こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
計
画
的
な
保
存
・
活
用
の
促
進
や
、
地
方
文

化
財
保
護
行
政
の
推
進
力
の
強
化
を
図
る
。

【
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
効
果
】

・
国
の
登
録
文
化
財
と
す
べ
き
物
件
を
提
案
で
き
る
こ
と
と
し
、
未
指
定
文
化
財
の
確
実
な
継
承
を
推
進

・
現
状
変
更
の
許
可
な
ど
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
・
市
の
み
な
ら
ず
認
定
町
村
で
も
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
、
認
定
計
画

の
円
滑
な
実
施
を
促
進

【
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
効
果
】

・
国
指
定
等
文
化
財
の
現
状
変
更
等
に
は
そ
の
都
度
国
の
許
可
等
が
必
要
で
あ
る
が
、
認
定
保
存
活
用
計
画
に
記
載
さ
れ
た
行
為
は
、
許
可
を
届
出
と
す
る
な
ど
手

続
き
を
弾
力
化

・
美
術
工
芸
品
に
係
る
相
続
税
の
納
税
猶
予
（
計
画
の
認
定
を
受
け
美
術
館
等
に
寄
託
・
公
開
し
た
場
合
の
特
例
）

施
行
期
日

【
第
1
8
3
条
の
2
第
1
項
】

【
第
1
8
3
条
の
5
、
第
1
8
4
条
の
2
】

【
第
1
9
2
条
の
2
、
第
1
9
2
条
の
3
】

【
第
5
3
条
の
2
第
1
項
等
】

【
第
5
3
条
の
4
等
（
税
制
優
遇
は
税
法
で
措
置
）
】

【
第
3
1
条
第
2
項
等
】

【
第
1
9
0
条
第
2
項
】

【
第
1
9
1
条
第
1
項
】

【
地
教
行
法
第
2
3
条
第
1
項
】

【
第
1
8
3
条
の
3
第
1
項
、
同
条
第
3
項
、
第
1
8
3
条
の
9
】

【
第
1
9
5
条
第
1
項
等
】 1

成
立

平
成
3
0
年
６
月
１
日

公
布

平
成
3
0
年
６
月
８
日

趣
旨
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①
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
・
活
用

重
要
文
化
財
等
に

指
定
・
選
定
し
て

個
別
に
保
護
措
置

仏
像

社
寺
仏
閣

お
祭
り

古
民
家

民
謡
舞
踊

都
道
府
県
：
大
綱
の
策
定

市
町
村
：
地
域
計
画
の
策
定

地
域
の

文
化
財
の

総
合
的
な

保
存
活
用

・
域
内
の
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
活
用
に
係
る
取
組
の
方
針
、
広
域
区
域
ご
と
の
取
組
、
小
規
模
市
町
村
へ
の
支
援
等

協
議
会

市
町
村
、
都
道
府
県
、
文
化
財
の
所
有
者
、
文
化
財

保
存
活
用
支
援
団
体
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
、
商
工

会
、
観
光
関
係
団
体
な
ど
必
要
な
者
で
構
成

地
方

文
化
財
保
護

審
議
会

保
存
活
用
の
た
め
に
必
要
な
措
置

・
価
値
付
け

・
修
理
管
理

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備

・
普
及
啓
発

等

域
内
の
文
化
財
の
総
合
的
な
把
握

(未
指
定
文
化
財
を
含
む
)

文
化
財
保
存
活
用
支
援
団
体
：
市
町
村
は
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ
た
保
存
活
用
の
た
め
の
措
置
と

活
動
方
針
が
合
致
す
る
民
間
団
体
を
指
定
し
、
民
間
も
含
め
地
域
一
体
で
の
文
化
財
継
承
へ

遺
跡

地 域 計 画 の 認 定

2

国
（
文
化
庁
長
官
）

改
正
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
新
た
な
ス
キ
ー
ム
（
イ
メ
ー
ジ
）

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
文
化
財
の
滅
失
や
散
逸
等
の
防
止
が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
未
指
定
を
含
め
た
文
化
財
を

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
、
社
会
総
が
か
り
で
、
そ
の
継
承
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
。
こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
計

画
的
な
保
存
・
活
用
の
促
進
や
、
地
方
文
化
財
保
護
行
政
の
推
進
力
の
強
化
を
図
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
地
域
社
会

全
体
で
文
化
財
の
継
承

町
村
へ
の
一
部
事
務
の
権
限
移
譲

国
に
対
す
る
登
録
文
化
財
の
提
案

(ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
の
未
指
定
文
化
財
の
保
護
の
促
進
)

(認
定
町
村
に
お
け
る
円
滑
な
計
画
の
実
施
)

・
国
の
認
定
を
受
け
た
計
画
に
は
２
つ
の
効
果
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②
個
々
の
文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
保
存
活
用
制
度
の
見
直
し

○
所
有
者
に
代
わ
り
文
化
財
の
保
存

活
用
を
担
う
主
体
の
位
置
付
け

「
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
」
に
選
任
で

き
る
と
し
て
い
る
管
理
責
任
者
に
つ
い

て
、
必
要
が
あ
る
と
き
に
選
任
で
き
る

よ
う
要
件
拡
充
す
る

○
個
別
の
文
化
財
の
保
存
活
用
計
画
の
国
の
認
定

所
有
者
単
独
で
保

存
活
用
の
取
組

所
有
者
の
取
組
を

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト

③
地
方
文
化
財
行
政
の
推
進
力
強
化

・
地
方
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
所
管
は
教
育
委
員
会
だ
が
、
文
化
行
政
全
体
と
し
て
の
一
体
性
や
ま
ち
づ
く
り
等

に
関
す
る
事
務
と
の
関
連
性
を
考
慮
し
、
条
例
に
よ
り
、
文
化
財
保
護
の
事
務
を
首
長
が
担
当
で
き
る
よ
う
に
す
る

・
た
だ
し
、
首
長
部
局
に
移
管
す
る
場
合
は
、
専
門
的
・
技
術
的
判
断
の
確
保
や
開
発
行
為
と
の
均
衡
等
に
対
応
す

る
た
め
、
文
化
財
保
護
法
に
お
い
て
任
意
設
置
と
な
っ
て
い
る
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
の
設
置
を
必
須
と
す
る

3

国
：
文
化
庁
長
官

所
有
者
・
管
理
団
体
：
保
存
活
用
計
画
の
作
成

「
旧
○
○
家
住
宅
」

保
存
活
用
計
画

「
○
○
城
跡
」

保
存
活
用
計
画

等

認 定

【
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
効
果
】

・
国
指
定
等
文
化
財
の
現
状
変
更
等
に
は
そ
の
都
度
国
の
許
可
等
が
必
要

で
あ
る
が
、
認
定
保
存
活
用
計
画
に
記
載
さ
れ
た
行
為
は
、
許
可
を
届
出

と
す
る
な
ど
手
続
き
を
弾
力
化

・
美
術
工
芸
品
に
係
る
相
続
税
の
納
税
猶
予
（
計
画
の
認
定
を
受
け
美
術

館
等
に
寄
託
・
公
開
し
た
場
合
の
特
例
）

「
○
○
図
屏
風
」

保
存
活
用
計
画
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（２
７
年
度
予
算
額

２
,１
４
７
百
万
円
）

２
８
年
度
要
望
額

２
,９
６
９
百
万
円

＜
文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
＞

（
地
域
の
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
活
用
に
係
る
基
本
計
画
（
仮
称
）
等
策
定
支
援
）

（2
9
年
度
予
算
額
25
6
百
万
円
）

30
年
度
予
算
額
25
6
百
万
円

地
域
計
画
等
の
策
定
に
対
す
る
支
援

●
文
化
財
を
中
核
と
す
る
観
光
拠
点
を
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
全
国
で
2
0
0

箇
所
程
度
整
備
（
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
）

●
歴
史
文
化
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
1
0
0
箇
所
程
度
の
観
光
拠
点
を
整
備

（
文
化
財
活
用
・
理
解
促
進
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
2
0
）

◆
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
支
援

歴
史
文
化
基
本
構
想
：
地
域
の
文
化
財
を
有
形
・
無
形
、
指
定
・
未
指
定
に
か
か
わ
ら
ず
総
合
的
に
把
握
し
、
保
存
・
活
用
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
構
想

◆
地
域
の
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
活
用
に
係
る
基
本
計
画
（
仮
称
）
策
定
支
援
＜
新
規
＞

●
市
町
村
が
歴
史
文
化
基
本
構
想
を
策
定
・
改
訂
す
る
た
め
に
実
施

す
る
事
業
を
支
援

（
例
：
悉
皆
調
査
、
有
識
者
検
討
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）

＜
構
想
策
定
件
数
6
0
件
（
H
2
9
.8
時
点
）
、
H
2
9
補
助
件
数
6
3
件
＞

文
化
財
の
確
実
な
継
承
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

保
存
と
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
第
一
次
答
申
）

地
域
の
文
化
財
群
の
更
な
る
活
用
を
図
る
た
め
、
歴
史
文
化
基
本
構
想

を
、
関
係
者
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に

つ
な
げ
る
「
計
画
」
と
し
て
発
展
さ
せ
、
法
律
上
に
位
置
づ
け
る
新
た

な
枠
組
が
必
要
。

●
地
域
一
体
と
な
っ
て
「
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
る
た
め
、
市
町
村
は
、

行
政
機
関
の
ほ
か
、
文
化
財
所
有
者
、
地
域
住
民
、
商
工
会
、
観
光
協

会
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
協
議
会
を
組
織
す
る
。

●
「
計
画
」
に
は
、
文
化
財
の
保
存
活
用
方
針
と
行
動
計
画
に
加
え
、
当

該
市
町
村
の
総
合
計
画
な
ど
他
の
計
画
と
の
関
係
性
、
景
観
・
防
災
分

野
な
ど
と
の
連
携
方
針
な
ど
を
盛
り
込
む
。

●
国
は
、
要
件
を
満
た
す
「
計
画
」
を
認
定
し
、
認
定
さ
れ
た
地
域
に
対

し
て
技
術
的
・
財
政
的
支
援
を
行
う
。

●
市
町
村
が
「
計
画
」
を
策
定
（
歴
史
文
化
基
本
構
想
の

発
展
的
改
訂
を
含
む
）
す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
を

支
援
（
支
援
内
容
は
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
支
援
事
業
と
同
等
）

4
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文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
の
例

歴
ま
ち
計
画

の
重
点
区
域

○
国
指
定
等
文
化
財
の
修
理
、
防
災
対
策
、
災
害
復

旧
、
調
査
、
保
存
活
用
計
画
策
定
、
公
開
、
伝
承
、

活
用
整
備
、
買
上
等
を
支
援
（補
助
率
：
50
～

85
％
）

【
笛
吹
市
】
重
要
文
化
財
慈
眼
寺
庫
裏
の
保
存
修
理

文
化
財
保
存
事
業
費
補
助
事
業
（
文
化
庁
）

○
古
墳
、
城
跡
、
旧
宅
等
の
遺
跡
及
び
こ
れ
ら
を
復
原

し
た
も
の
で
歴
史
上
ま
た
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も

の
を
対
象
に
、
公
園
管
理
者
、
地
方
公
共
団
体
、
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
支
援
法
人
に
対
し
て
支
援

【
金
沢
市
】
河
北
門
及
び
橋
爪
門
の
復
原

都
市
公
園
等
事
業
（
国
土
交
通
省
）

○
歴
史
文
化
基
本
構
想
に
基
づ
く
情
報
発
信
、
人
材

育
成
、
普
及
啓
発
、
公
開
活
用
に
資
す
る
設
備
整
備

等
を
支
援
（
補
助
率
：定
額
）

【
伊
勢
原
市
】
案
内
板
や
周
遊
拠
点
便
益
施
設
の
整
備

観
光
拠
点
形
成
重
点
支
援
事
業
（
歴
史
文
化
基

本
構
想
活
用
推
進
枠
）（
文
化
庁
）

○
未
指
定
文
化
財
な
ど
地
域
の
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
情
報
発
信
、
人
材
育
成
、

普
及
活
動
、
後
継
者
養
成
、
記
録
作
成
等
を
支
援

（補
助
率
：定
額
）

文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
（
文
化
庁
）

○
歴
ま
ち
計
画
に
基
づ
く
事
業
で
一
定
要
件
を
満
た
す

場
合
に
交
付
率
の
上
限
を
40
%
→

45
%
へ
拡
充

○
古
都
及
び
緑
地
保
全
事
業
、
電
線
電
柱
類
移
設
、

土
塁
・
堀
後
の
整
備
等
を
基
幹
事
業
に
追
加

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
（
国
土
交
通
省
）

【水
戸
市
】水
戸
城
跡
周
辺
の
道
路
美
装
化
・無
電
柱
化

○
重
点
区
域
又
は
街
づ
く
り
協
定
等
が
結
ば
れ
た
地

区
で
協
議
会
活
動
、
建
造
物
の
修
景
、
公
共
施
設
の

整
備
、
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
買
取
・
移
設
・

修
理
等
を
支
援
（
交
付
率
：直
接
1
/2
、
間
接
1
/3
）

【竹
原
市
】酒
蔵
（歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
）の
保
存
修
理

街
な
み
環
境
整
備
事
業
（国
土
交
通
省
）

○
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
自
治
体
の
先
導
的
な

取
組
（
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
賑
わ
い
の
創
出
や
産

業
振
興
、
観
光
振
興
等
）
を
支
援
。
（
交
付
率
：
1
/2
）

地
方
創
生
推
進
交
付
金
（内
閣
府
）

城
郭
建
築
（重
要
文
化
財
）

庭
園
（地
方
指
定
）

5
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観
光
拠
点
形
成
重
点
支
援
事
業

（
29
年
度
予
算
額

35
1
百
万
円

）
30
年
度
予
算
額

36
1
百
万
円

＜
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
拠
点
整
備
に
係
る
提
言
＞

２
０
２
０
年
ま
で
に
、
日
本
遺
産
や
歴
史
文
化
基
本
構
想
に
基
づ
く
、
文
化
財
を
中
核
と
す
る
観
光
拠
点
を
全
国
で
２
０
０
箇
所
程
度
整
備

（
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
、
ま
ち
・ひ
と
・し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
７
な
ど
）

＜
古
民
家
等
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
推
進
に
係
る
提
言
＞

２
０
２
０
年
ま
で
に
、
地
域
の
古
民
家
等
を
改
修
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
面
的
に
再
生
・
活
用
す
る
取
組
を
全
国
で
２
０
０
地
域
で
展
開

（
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
な
ど
）

歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
地
域
や
、
他
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
優
良
な
取
組
を
実
施
す
る
地
域
に
対
し
て
、
本
事
業
に
よ
り
支
援

【
メ
ニ
ュ
ー
１
】歴
史
文
化
基
本
構
想
活
用
推
進
枠

歴
史
文
化
基
本
構
想
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
情
報
発
信
、
人
材
育
成
、
普
及
啓
発
、
公
開
活
用
に
資
す
る
設
備
整
備
（古
民
家
の
活
用

に
資
す
る
改
修
を
含
む
）等
を
支
援
。

【
メ
ニ
ュ
ー
２
】
優
良
モ
デ
ル
創
出
枠

特
に
優
良
な
観
光
拠
点
形
成
の
事
例
を
創
出
す
る
た
め
、
他
省
庁
と
も
連
携
し
て
、
周
辺
環
境
を
含
め
た
文
化
財
群
の
面
的
・一
体
的
な

整
備
を
重
点
的
に
支
援
。
（文
化
庁
は
、
国
指
定
等
文
化
財
の
修
理
・整
備
等
を
支
援
）

歴
史
文
化
基
本
構
想
を
活
用
し
た

文
化
遺
産
の
総
合
的
な
整
備
・活
用
を
支
援

周
遊
バ
ス
実
証
運
行

駐
車
場
整
備

文
化
財
の
整
備
・
公
開
活
用

特
に
優
良
な
観
光
拠
点
形
成
の
事
例
を
創
出
す
る
た
め
、

他
省
庁
と
も
連
携
し
て
、
周
辺
環
境
を
含
め
た
文
化
財
群
の
面
的
・
一
体
的
整
備
を
支
援

1
6
0
百
万
円

2
0
0
百
万
円

観
光
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
目
的
と
し
た

古
民
家
等
の
改
修
を
支
援

6
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歴
史
文
化
基
本
構
想
活
用
推
進
枠
を
活
用
し
た
取
組
事
例

○
歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
資
産
を
活
用
し
た
西
京
街
道
拠
点

形
成
事
業
（
兵
庫
県
篠
山
市
）

・
江
戸
時
代
に
京
都
と
篠
山
を
つ
な
い
だ
「
西
京
街
道
」
を

活
か
し
た
観
光
ル
ー
ト
開
発
の
た
め
、
外
国
人
も
対
象
に

含
む
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
外
部
目
線
に
よ
る
地

域
の
文
化
資
源
の
魅
力
発
見
や
課
題
の
検
証
を
実
施
。

・
ツ
ア
ー
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
福
住
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
住
吉
神
社
「
住
之
江
の
庭
」
再
生
活
用
の
た
め

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
人
材
養
成
を
実
施
。

・
あ
わ
せ
て
、
ま
ち
歩
き
の
拠
点
と
し
て
同
神
社
に
隣
接
す

る
多
目
的
広
場
と
便
益
施
設
の
整
備
を
実
施
。

7

↑
住
之
江
の
庭
で
の
ツ
ア
ー
の
様
子

←
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
募
集
チ
ラ
シ

（
ツ
ア
ー
画
像
出
典
：
福
住
さ
と
ね
っ
と
）

h
tt
p
:/
/s
a
to
-s
a
sa
y
a
m
a
.j
p
/f
u
k
u
su
m
i/
e
n
tr
y
.p
h
p
?
ID
=
2
4
0
5

○
歴
史
文
化
遺
産
の
活
用
に
よ
る
観
光
拠
点
づ
く
り
事
業

（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

・
国
指
定
や
県
指
定
の
文
化
財
が
集
中
す
る
日
向
薬
師
と
周

辺
の
文
化
財
を
巡
る
周
遊
ル
ー
ト
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
案
内
板
の
設
置
を
実
施
。

・
ま
た
文
化
財
所
有
者
の
相
談
対
応
や
訪
問
客
へ
の
解
説
等

を
行
う
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、

歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
P
R
イ
ベ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
等
を
開
催
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
周
遊
や
文
化
財
活
用
の
拠
点
と
な
る
日
向
薬
師
に
お
け

る
便
益
施
設
の
整
備
を
実
施
。

文
化
財
周
遊
ル
ー
ト
案
内
板

便
益
施
設
の
整
備
（
ト
イ
レ
）

（
画
像
提
供
：
伊
勢
原
市
教
育
委
員
会
）

140



（２
７
年
度
予
算
額

２
,１
４
７
百
万
円
）

２
８
年
度
要
望
額

２
,９
６
９
百
万
円

文
化
財
を
中
核
と
す
る
観
光
拠
点
形
成
の
ベ
ー
ス
と
な
る
「
地
域
の
文
化
財
の

総
合
的
な
保
存
活
用
に
係
る
基
本
計
画
（
仮
称
）
」
や
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

の
策
定
・
改
訂
事
業
を
支
援
。

◆
地
域
の
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
活
用
に
係
る
基
本
計
画
（
仮
称
）
等
策
定
支
援

「
地
域
の
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
活
用

に
係
る
基
本
計
画
（
仮
称
）
」
等
の
策

定
・
改
訂
に
向
け
た
文
化
財
の
悉
皆
調
査

や
、
有
識
者
会
議
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の

取
組
を
支
援

（
関
連
文
化
財
群
の
実
地
調
査
）

文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業

（
29
年
度
予
算
額

1,
90
9
百
万
円
）

30
年
度
予
算
額

1,
87
3
百
万
円

◆
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
情
報
発
信
推
進

（
Ｈ
Ｐ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
）

外
国
人
旅
行
者
が
理
解
し
や
す
い
文
化
財

の
解
説
作
成
や
、
多
言
語
で
の
情
報
発
信

を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
整
備
等
を
支
援

観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
選
定
さ
れ
た
地
域
を
対
象
と
し
て
、
地
域
の
文
化

財
に
対
す
る
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情
報

発
信
や
、
体
制
整
備
等
の
取
組
を
支
援
。

◆
世
界
文
化
遺
産
活
性
化

（
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
）

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
地
域
の
観

光
振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
情
報
発

信
・
普
及
・
保
護
活
動
等
を
支
援

「
世
界
文
化
遺
産
｣
に
登
録
さ
れ
た
地
域
に
対
し
て
、
情
報
発
信
・
普
及
・
保

護
活
動
の
取
組
等
に
つ
い
て
支
援
し
、
観
光
資
源
の
活
用
を
推
進
。
観
光
庁
と
も

連
携

◆
地
域
文
化
遺
産
活
性
化

地
域
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
後
継
者
養

成
等
に
よ
り
、
文
化
遺
産
の
確
実
な
継
承

基
盤
を
整
え
、
総
合
的
な
情
報
発
信
や
普

及
啓
発
等
の
取
組
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ

と
で
地
域
を
活
性
化

（
震
災
後
初
公
開
す
る
「
烏
崎
の
子
供
手
踊
り
」
）

地
方
公
共
団
体
が
、
観
光
等
の
観
点
で
戦
略
的
な
事
業
実
施
計
画
を
策
定
。
当

該
計
画
に
基
づ
き
、
文
化
遺
産
の
保
護
団
体
等
が
行
う
活
用
の
た
め
の
情
報
発

信
・
人
材
育
成
、
普
及
啓
発
等
の
取
組
、
及
び
地
域
の
文
化
遺
産
継
承
の
た
め
の

取
組
を
支
援
。

実
施
計
画
の
進
捗
状
況
の
評
価
に
よ
り
さ
ら
に
効
果
的
な
実
施
を
促
進
。

目
的

事
業
概
要

取
組
内
容

■
各
地
に
所
在
す
る
有
形
・
無
形
の
文
化
芸
術
資
源
を
、
そ
の
価
値
の
適
切
な
継
承
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
振
興
、
観
光
・
産
業
振

興
等
に
活
用
す
る
た
め
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
文
化
振
興
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
を
推
進
。

8
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地
方
創
生
の
視
点
か
ら
の
取
組
（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
と
の
連
携
）

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
、
地
方
公
共
団
体
の
地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
も
適
切
に

位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
や
観
光
振
興
、
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
な
ど
も
幅
広
く
視
野
に
入
れ
た
、
総
合

的
な
取
組
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

9

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
取
組
事
例

事
業
名

美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
・
発
信
事
業

採
択
年
次

平
成
2
8
~
3
0
年
度

自
治
体
名

岐
阜
県
、
美
濃
市

採
択
額

4
7
,0
6
0
千
円

事
業
概
要

事
業
名

文
化
財
の
国
際
的
展
開
を
通
じ
た
奈
良
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド
力
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

採
択
年
次

平
成
3
0
年
度

自
治
体
名

奈
良
県
、
奈
良
市
、
吉
野
町

採
択
額

1
0
7
,3
2
2
千
円

事
業
概
要

国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
本
美
濃
紙
」
を
含
め
た
美
濃
和
紙
に
つ
い
て
、
国
内
外

の
展
示
会
出
展
に
よ
る
販
路
開
拓
、
後
継
者
育
成
の
た
め
の
研
修
な
ど
の
取
り
組
み
や
、
ユ
ー
ザ
ー
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
商
品
開
発
を
進
め
る
。

＜
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
＞

美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
を
使
用
で
き
る
「
美
濃
和
紙
ブ
ラ
ン
ド
協
同
組
合
」
加
盟
事
業
者
の
売
上
高
合
計

7
3
億
円
（
H
2
5
）

→
8
8
億
円
（
H
3
0
）

（
春
日
大
社
提
供
）

事
業
名

旧
安
川
邸
利
活
用
事
業

採
択
年
次

平
成
2
8
年
度

自
治
体
名

北
九
州
市

採
択
額

1
6
5
,0
0
0
千
円

事
業
概
要

孫
文
ゆ
か
り
の
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
安
川
家
の
旧
邸
宅
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、
観
覧
以
外
に
も
喫

茶
、
結
婚
式
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
集
客
・
歴
史
観
光
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
伝

統
文
化
財
を
観
光
拠
点
の
み
な
ら
ず
誘
客
施
設
と
す
る
。

＜
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
＞

旧
安
川
邸
の
売
上
げ

０
円
（
H
2
8
）

→
1
.1
億
円
（
H
3
2
）

フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
2
0
1
8
」
に
お
い
て
、
奈
良
の
伝
統
行
事
・
芸
能
・
特
産

品
の
紹
介
や
映
像
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
大
英
博
物
館
で
の
奈
良
の
仏
像
の
大

規
模
展
示
や
、
歴
史
文
化
や
県
産
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

＜
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
＞

県
内
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

3
0
.8
万
人
（
H
2
8
.3
）

→
7
8
.7
万
人
（
H
3
3
.3
）

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
し
た
取
組
事
例

9
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国
交
付
金
（
１
/２

）
都
道
府
県

市
町
村

【
対
象
事
業
】

①
先
駆
性
の
あ
る
取
組

・
官
民
協
働
、
地
域
間
連
携
、
政
策
間
連
携
、
事
業
推
進
主
体
の
形
成
、
中
核
的
人

材
の
確
保
・
育
成
、
地
域
経
済
牽
引

例
）
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ー
カ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
、

働
き
方
改
革
、
小
さ
な
拠
点
、
空
き
店
舗

等

②
先
駆
的
・
優
良
事
例
の
横
展
開

・
地
方
創
生
の
深
化
の
す
そ
野
を
広
げ
る
取
組

【
手
続
き
】

〇
地
方
公
共
団
体
は
、
対
象
事
業
に
係
る
地
域
再
生
計
画
（
５
ヶ
年
度
以
内
）
を
作
成

し
、
内
閣
総
理
大
臣
が
認
定
し
ま
す
。

○
地
方
創
生
の
新
展
開
を
図
る
た
め
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
よ
り
支
援
し

ま
す
。

①
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
的
・
主
体
的
で
先

導
的
な
事
業
を
支
援

②
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
組
み
込
み
、
従
来
の
「
縦
割

り
」
事
業
を
超
え
た
取
組
を
支
援

③
地
域
再
生
法
に
基
づ
く
法
律
補
助
の
交
付
金
と
し
、
安
定
的
な
制
度
・
運

用
を
確
保

地
方
創
生
推
進
交
付
金

（
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
）

3
0
年
度
予
算
額

１
,０
０
０
億
円

（
2

9
年
度
予
算
額

１
,０
０
０
億
円
）

事
業
概
要
・
目
的

対
象
事
業
・
具
体
例

資
金
の
流
れ

具
体
的
な

「
成
果
目
標
（
K
PI
）
」

の
設
定

「
PD
CA
サ
イ
ク
ル
」

の
確
立

（
１
/２

の
地
方
負
担
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
ま
す
）

①
ハ
ー
ド
事
業
割
合

・
計
画
期
間
を
通
じ
た
ハ
ー
ド
事
業
の
割
合
は
、
原
則
と
し
て
５
割
未
満
。

・
た
だ
し
、
ソ
フ
ト
事
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
高
い
相
乗
効
果
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
５
割
以
上
（
上
限
８
割
未
満
）
に
な
る
事
業
で
あ
っ
て
も
申
請
可
能
。

②
横
展
開
タ
イ
プ
の
交
付
上
限
額
の
引
上
げ
（
事
業
費
ベ
ー
ス
）

【
都
道
府
県
】

先
駆

6
.
0億

円
（
29
年
度
：
6
.0
億
円
）

横
展
開

2
.
0億

円
（
29
年
度
：
1
.5
億
円
）

【
市
区
町
村
】

先
駆

4
.
0億

円
（
29
年
度
：
4
.0
億
円
）

横
展
開

1
.
4億

円
（
29
年
度
：
1
.0
億
円
）

③
交
付
決
定
時
期
の
早
期
化

新
規
事
業
：
4
月
1
日
交
付
決
定

（
29
年
度
：
5月
30
日
交
付
決
定
）

3
0
年
度
か
ら
の
運
用
改
善

地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
つ
い
て

1
0
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文
化
財
多
言
語
解
説
整
備
事
業
（
国
際
観
光
旅
客
税
充
当
）

（
新

規
）

30
年
度
予
算
額
50
0
百
万
円

概
要

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
地
域
で
の
体
験
滞
在
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
文
化
財
に
対
し
て
多
言
語
で
先
進
的
・
高
次
元
な
言
語

解
説
を
整
備
す
る
事
業
を
、
観
光
施
策
と
連
携
さ
せ
つ
つ
実
施
。

ｖ

（
Ｈ
Ｐ
の
多
言
語
解
説
）

（
Ａ
Ｒ
技
術
を
使
用
し
た
多
言
語
解
説
）

事
業
内
容

文
化
財
の
理
解
を
深
め
、
外
国
人
旅
行
者
の
地
域
で
の
体
験
滞
在
の
満
足
度
を
向
上
。

文
化
財
中
核
観
光
拠
点
２
０
０
か
所
を
中
心
と
し
て
、
先
進
的
・
費
用
対
効
果
の
高
い
多
言
語
解
説
を
整
備
。

◆
従
来
の
文
化
庁
事
業
に
あ
る
よ
う
な
単
な
る
案
内
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
対
応
と
な
ら
な
い
よ
う
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
数
や
満
足
度
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
。

◆
施
策
の
事
業
効
果
を
検
証
で
き
る
枠
組
み
を
設
け
た
上
で
、
第
三
者
の
評
価
も
行
い
、
適
切
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
。

（
音
声
ガ
イ
ド
の
多
言
語
解
説
）

文
化
財
活
用
・
理
解
促
進
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
2
0
（
抄
）

（
平
成
2
8
年
4
月

文
化
庁
策
定
）

20
20
年
ま
で
の
目
標

・
文
化
財
単
体
で
は
な
く
地
域
の
文
化
財
を
一
体
と
し
た
面

的
整
備
や
分
か
り
や
す
い
多
言
語
解
説
の
整
備
な
ど
の
取

組
を
10
00
事
業
程
度
実
施
す
る
と
と
も
に
、
日
本
遺
産
を

は
じ
め
、
文
化
財
を
中
核
と
す
る
観
光
拠
点
を
全
国
20
0

拠
点
程
度
整
備

文
化
庁

先
進
的
・
高
次
元
な
整
備
（
新
規
予
算
）

＋
案
内
板
等
の
整
備
（
既
存
予
算
）

観
光
庁

コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
（
新
規
予
算
）

分
か
り
や
す
い
多
言
語

解
説
整
備
推
進
委
員
会

国
直
轄
で
多
言
語
化
を
強
力
に
推
進

観
光
庁
・
文
化
庁
・
環
境
省
の
予
算
連
携
に
よ
る
解
説
整
備

観
光
庁
予
算
：
３
億

文
化
庁
予
算
：
５
億

環
境
省
2
.
5億
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目
的
：
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
民
俗
芸
能
、
工
芸
技
術
、
邦
楽
、
日
本

舞
踊
、
茶
道
、
華
道
な
ど
の
伝
統
文
化
等
に
関
す
る
活
動
を
、
計
画
的
・
継

続
的
に
体
験
・
修
得
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
歴

史
と
伝
統
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
文
化
を

将
来
に
わ
た
っ
て
確
実
に
継
承
し
、
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
の

豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

参
加
対
象
：
地
域
に
在
住
す
る
親
子
等
（
子
供
の
み
が
対
象
の
教
室
も
可
）

実
施
主
体
：
伝
統
文
化
に
関
す
る
活
動
を
行
う
団
体
（
伝
統
文
化
関
係
団
体
）
等

実
施
分
野
：
民
俗
芸
能
、
工
芸
技
術
等
の
ほ
か
、
茶
道
、
華
道
等
の
生
活
文
化
も
対
象

支
援
金
額
：
予
算
の
範
囲
内
で
定
額

対
象
経
費
：
指
導
者
等
へ
の
謝
金
・
旅
費
、
会
場
・
用
具
の
借
料
、
教
材
費
等

実
施
方
法
：
全
国
の
伝
統
文
化
関
係
団
体
を
対
象
に
募
集
し
、
有
識
者
審
査
を
経
て
決
定

「
放
課
後
子
供
教
室
」
と
連
携
し
た
体
験
機
会
を
提
供

み
ま
や
焼
き
教
室

子
供
屋
台
囃
子
教
室

＜
支
援
教
室
数
＞
平
成
３
０
年
度

約
４

,0
0

0
教
室

■
第

2
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
平
成
２
５
年
６
月
閣
議
決
定
）

教
室
実
施
型

■
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
第
４
次
基
本
方
針
）
（
平
成
２
７
年
５
月
閣
議
決
定
）

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
豊
か
な
創
造
性
、
感
性
等
を
育
む
た
め
、
で
き
る
だ
け
幼
い
頃
か
ら
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
に
親
し
む
機
会
を
充
実

文
化
芸
術
団
体
と
の
連
携
・
協
力
を
図
り
つ
つ
子
供
た
ち
が
地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
取
組
へ
の
支
援

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業

（２
９
年
度
予
算
額

１
,２
３
８
百
万
円
）

３
０
年
度
予
算
額

１
,２
６
９
百
万
円

目
的
：
こ
れ
ま
で
体
験
機
会
が
な
か
っ
た
子
供
た
ち
に
対
し
て
体
験

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
自
治
体
や
指
導
者
等
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
新
た
な
体
験
機
会
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、
子
供
た
ち
の
体
験
機
会
を
拡
充
し
、
併
せ
て
地
域
文

化
・
地
域
人
材
の
掘
り
起
こ
し
、
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
等
の
休

日
に
お
け
る
体
験
活
動
機
会
の
充
実
を
図
る
。

実
施
主
体
：
地
方
公
共
団
体

実
施
分
野
：
暮
ら
し
に
根
差
し
た
生
活
文
化
等

支
援
金
額
：
予
算
の
範
囲
内
で
定
額

対
象
経
費
：
指
導
者
へ
の
謝
金
・
旅
費
、
会
場
・
用
具
の
借
料
等

実
施
方
法
：
市
町
村
等
が
、
伝
統
文
化
親
子
教
室
の
人
材
等
を
有
効
活
用

し
て
実
施
す
る
事
業
等
を
対
象
に
募
集
を
行
い
、
事
業
目

的
・
想
定
さ
れ
る
効
果
等
を
審
査

■
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0

1
７
（
平
成
２
９
年
６
月
閣
議
決
定
）

・
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
効
果
的
な
支
援
や
子
供
の
体
験
・
学
習
機
会
の
確
保
、
人
材
の
育
成

・
・
・
を
進
め
る

・
2

0
1

8
年
度
（
平
成

3
0
年
度
）
か
ら
地
域
ご
と
に
「
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
」
を
設
定
し
、
・
・
・
休
日
に
お
け
る
多
様
な
活
動
機
会
の
確
保

＜
支
援
事
業
数
＞
平
成
３
０
年
度

約
２
０
地
域き

も
の
文
化
体
験

地
蔵
盆
体
験

教
室
の
な
い
地
域
の
子
供
た
ち
へ
の

体
験
機
会
提
供

体
験
機
会
の
均
等

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
体
験
活
動
機
会
の
提
供

休
業
日
の
充
実

郷
土
食
文
化
体
験

 

着
装
・
礼
法
教
室

自
治
体
と
指
導
者
等
の
連
携
強
化

地
域
人
材
の
把
握
・
活
用

地
域
展
開
型
（
新
規
）
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2
0
2
0東
京
大
会
と
そ
の
後
を
見
据
え
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
文
化
芸
術
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の

文
化
事
業
の
企
画
・実
施
能
力
を
全
国
規
模
で
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
様
で
特
色
あ
る
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
り
、
ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
。

文
化
芸
術
創
造
拠
点
形
成
事
業

地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
り
、
地
域
住
民
や
地
域
の
芸
・
産
学
官
と

と
も
に
取
り
組
む
地
域
の
文
化
芸
術
資
源
を
活
用
し
た
文
化
芸
術
事

業
を
支
援
。

多
様
で
特
色
あ
る
文
化
芸
術
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化

音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
、
美
術
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
等
、
地
域
の
文
化
芸
術
資
源
を

活
用
し
た
文
化
芸
術
事
業
を
実
施

【
取
組
例
】
地
域
の
音
楽
、
踊
り
、
演
劇
の
公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
/
能
楽
、
文

楽
、
歌
舞
伎
等
の
伝
統
芸
能
や
、
舞
踊
等
の
公
演
/
音
楽
祭
、
演
劇
祭
、
写
真
祭
、
美
術
展

『
イ
ナ
バ
と
ナ
バ
ホ
の
白
兎
』
（
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）

（
撮
影
者
：
日
置
真
光
）

静
岡
県
「
ふ
じ
の
く
に
芸
術
回
廊
創
出
事
業
」

南
種
子
町
「
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
」

地
方
公
共
団
体

○
補
助
対
象
事
業
者

地
方
公
共
団
体

○
補
助
金
上
限
額

文
化
芸
術
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
に
資
す
る
取
組
１
億
円
（
補
助
率
１
／
２
）

地
域
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
資
す
る
取
組

３
千
万
円
（
補
助
率
１
／
２
）

○
補
助
対
象
経
費

文
芸
費
、
舞
台
費
、
報
償
費
、
消
耗
品
等

地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
地
域
の
文
化
施
策
推
進
体
制
構
築
す
る
取
組

を
支
援
。

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

文
化
振
興
財
団
等

文
化
芸
術
分
野
の
支
援
に
専
門
性
を
持
つ
独
自

の
職
員
の
配
置

助
成
事
業

調
査
研
究

情
報
発
信

文
化
芸
術
施
策
の

立
案
・
遂
行

委
託
等

地
方
公
共
団
体
の
文
化
事
業
の
企
画
・
実
施
能
力
が
向
上

文
化
芸
術
立
国
の
実
現
を
加
速
す
る
文
化
政
策
（答
申
）
文
化
審
議
会
（平
成

2
8
 年

1
1
 月

1
7
 日
）

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
地
域
の
文
化
芸
術
に
熟
知
し
つ
つ
、
自
立
し
た
文
化
芸
術
活
動
に
求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
等
を
備
え
た
専
門
的
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
機
能
（主
と
し

て
文
化
芸
術
政
策
の
立
案
や
調
査
研
究
な
ど
を
実
施
す
る
機
能
）
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文

化
振
興
会
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
文
化
芸
術
施
策
推
進
体
制
の
整
備
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
補
助
対
象
事
業
者

地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
）

○
補
助
金
上
限
額

２
千
万
円
（
補
助
率
１
／
２
）

○
補
助
対
象
経
費

専
門
人
材
に
よ
る
文
化
芸
術
政
策
の
立
案
に
要
す
る
経
費
、

調
査
研
究
・
情
報
発
信
に
要
す
る
経
費

等

【事
業
内
容
①
】

【事
業
内
容
②
】

（2
9
年
度
予
算
額

２
，
４
６
０
百
万
円
）

30
年
度
予
算
額

２
，
３
１
２
百
万
円
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